
別記第 1 号様式 支

会派名!日本共産党郡山市議団

区分 事 -由

査研究

修

広報費f4-派キ彰会川正
No・ 1列持作 / 

務所費

支出年月日|令和'1与宅前印 現金.出納簿
支出番号

手Lf-/661S

合計 子 Jf- {'6 6 Ll) 



別記第 2 号様式

支出明細書兼支出証明書
支出番号 l 

土ZE三27区時分喧二 ※該当する区分にO印
費目 名

4 広聴費
一一_.-・_....…一一-…ー...._._...一一・…一

8 資料購入費 広報誌(紙)
司自幡市山田い一一旬-畑町市町"一一ー一一一一世一一

10 事務所費 11 通信運搬・自動車燃料費(郵便料等〉 支出費H を記入

支出目的 ….，._...・-一一-一一・"'-..---...-..'・-一一…一…・-"'_..._..….........・-…・…一一一一…………・・一一一一一・_.-・-…-一一一一一一…一一一一・.u.~. “一

「市議会だより」の印刷費用
(支出事由)

_ s 

会派発行市議会だより 40， 000 枚を印刷.

• 白山・申_.._-op----・戸ーーー例略ーー一一“弔問一畑町田句品目伸一'-ゆ崎山吋一-一一--ω....，...-四一一ゅ--噛輔副m・s・ー縄---ω山崎ー--畑一崎町一.._.._...~句伽均一品目・ー'"一一山崎一一時四山一一一_.-... 司山一ー"幅一一・四戸一一甲山-1一一申

骨H曹
t 

内
一一…-_....-・---一一-ー・町…………・…一一…-……一一一一一一…一一一一一一一一一一

支出年月日 支 出 先 支出金額

2025 年 8 月 8 日 有限会社 郡山共同印刷 264， 000 円

上記のとおり支出しますβ

G号議員氏名 遠藤隆

領収書及び料金内訳明細書等貼付欄

一-".--;cご九~-・.....，-..:":'"一-白マー‘一一一ーー一一ーー

I~ 

収いたしました

R゚1623 

一一よ，二一二二;よ、重ならないように貼付してください。
※欄内に貼付できない場合は、別記第 11 号様式「領収書等整理票J に貼付してください。
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請求書

百本共摩覚郡山市議団御申
干963-8004

福島県郡山市中町15番2

金額

240,000 
138,750 

4l毎

H薄

油

札制
合計金額(円)

そのイ也の』情幸民

有限会社郡山共同印刷

024-932-6958 • kyodou@sea.p両市~or.jp

単価

6.00 

3.70 

靴
枚
枚

数量

40,000 
37,500 

考備区分 内容

市議会だより 25年夏号

同新聞折込 8月 7 日朝刊

378,750 
37,875 

￥416.625 

小計

税 (10%)

会社名

電話

携帯

電子メール

支払いの詳細

受取人名:有限会社郡山共同印刷

銀行名: ~槻大東銀行 本店営業部

銀行・支店コード: 0514/030 

口座番号:普通 1311317
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広報誌全体と対象外面積で按分する。

1 広報誌全体面積

271 rnmX 381 rnmX 2 面ご 206, 502 ~ i 

2 対象外面積

① rnmX rnm= mm 2 

② rnmX rnm= m長

③ rnmX rnm= ー ~ 

④ E皿× rnm= mm 2 

⑤ rnmX rnm= ~ 

• O~ .・・註

3 按分割合

盆 7 i X 100 対象外按分率 0%  

4 対象経費算出

支出額 264， 000 円 ﾗ 対象外按分率 0%=  0 円・・・誼

(1 円以下切り上げ)

支出額 264;000 円 - 温 =対象経費 264, 000 円

• 



l 岡田市議代表質問 問A
議告A

• • 
ー整備は、市直営で実施すべきです中学校給食センタ

，ノ

市
長
の
政
治
姿
勢
に
つ
い
て

質
問
:
「
憲
法
と
地
方
自
治
法
を
守
る
と
い
う
戦
後
の
民
主
的
な
市
政
運
営
の
基

本
」
に
つ
い
て
、
市
長
の
見
解
は
?

回
答
:
憲
法
と
地
方
自
治
法
で
は
、
地
方
の
自
主
性
と
自
立
性
の
保
障
、
並
び
に

住
民
の
意
思
に
基
づ
い
た
行
政
運
営
に
よ
り
、
公
共
の
福
祉
の
実
現
を
目
指
す

こ
と
が
示
さ
れ
て
い
る
。
私
の
「
市
民
目
線
」
と
「
現
場
主
義
」
・
重
'
視
の
政
治

姿
勢
は
、
こ
れ
と
重
な
る
も
の
と
思
う
。
政
策
の
立
案
や
実
行
に
あ
た
っ
て
は
、

現
場
の
実
情
に
即
し
た
柔
軟
で
実
効
性
の
あ
る
判
断
を
重
視
し
て
い
く

農
政
の
課
題
に
つ
い
て

質
問
:
コ
メ
不
足
と
価
格
高
騰
の
原
因
と
な
っ
た
、
2
0
0
4

年
の
食
糧
法
改

正
に
よ
る
コ
メ
自
由
化
を
は
じ
め
と
し
た
2
0

年
に
わ
た
る
自
民
党
農
政
の

失
敗
に
hよ
り
、
本
市
の
農
家
戸
数
は
、
2
0
0
0

年
と
2
0
2
0

年
の
比
較

で
2

分
の
l

に
減
少
し
て
お
り
、
本
市
農
業
は
、
存
続
の
危
機
を
迎
え
て
い

る
。
農
家
人
口
の
減
少
対
策
、
所
得
安
定
策
な
ど
、
米
作
農
家
に
対
す
る
抜

本
的
支
援
が
必
要
で
は
な
い
か
。

回
答
:
本
市
で
は
、
国
の
経
営
所
得
安
定
対
策
の
う
ち
「
水
田
活
用
の
直
接
支

払
交
付
金
」
を
活
用
し
、
そ
ば
や
大
豆
、
輸
出
用
米
や
高
収
益
野
菜
な
ど
、

水
田
を
活
用
し
転
作
し
た
農
業
者
に
支
援
し
て
き
た
。
し
か
し
、
全
国
的
に

コ
メ
の
販
売
価
格
が
昨
年
比
約
2

倍
に
な
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
国
は
、
2

0
2
7

年
度
か
ら
コ
メ
政
策
を
根
本
的
に
見
直
す
と
し
て
い
る
の
で
、
国
の

動
向
を
注
視
し
て
い
き
た
い
。
本
市
と
し
て
も
、
農
業
者
に
と
っ
て
再
生
可

能
な
農
業
所
得
を
確
保
で
き
る
政
策
の
実
現
を
要
望
し
、
農
業
の
持
続
的
発

展
に
取
り
組
ん
で
い
く
。

P
F
I

事
業
に
つ
い
て

質
問
:
子
ど
も
た
ち
の
給
食
施
設
に
、
請
負
企
業
の
収
益
性
が
優
先
さ
れ
るP
F

ー
事
業
を
導
入
し
て
よ
い
の
か
、
今
の
段
階
で
再
検
討
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

答
弁
:
「
導
入
可
能
性
調
査
」
で
、
運
営
や
維
持
管
理
費
を
含
め
た
ト
ー
タ
ル
の

経
費
削
減
と
サ
ー
ビ
ス
目
の
向
上
が
期
待
で
き
る
こ
と
か
ら
、
P
F
I

手
法
を
採

用
す
る
。
献
立
作
成
、
食
材
調
達
、
給
食
費
の
設
定
等
に
つ
い
て
は
、
従
来
通

り
、
市
が
責
任
を
持
っ
て
実
施
す
る
。

PFI法では、基本理念に「民間事業者の収益性を

確保する」と明記するとともに、「国及び地方公共

団体の民間事業者に対する関与を必要最小限のも

、のとする」と、請負業者の裁量権を制限しないよう

/規定されている。日本自治体労働組合総連合(自

治労連)の弁護団が 2019年3月に出した「包括

的民間委託についての意見書J では、特に学校給食

について取り上げ、「委託料には人件費に加えて企

業の利益が『管理経費』などの名目で加算されるこ

と lごなり、結局、直営の時よりもコストが高くなる

恐れがあり、かえ

って住民サービス

の低下を招く」。と

述ぺ、民間委託の

危険性を指摘して

いる。

PFI 事業はなぜダメなのか?

」ヨー・・・・・・hιf

・・・・・・f. ，.....

-

可・・・‘彰司・・..-­、-日I...~

たか

生
活
保
護
行
政
の

問
題
に
つ
い
て

答 質'答質
給審い機近し費るる勤居が「弁に柔費同認常つ問施づしをえた計が議弁い検大に問
付査る関距てのと場及住著公:す軟に様め識い:しきて決、評構 5 会:事討至つ
ししがに離居支な合びすし北自ベにつにる的て自て、はめ生価造年生国態し急い生
、、限に住給つな通るく交家き給い、八なは家い適、て活、調~;:震ので寺、て活

い必個る所地はてど院被困通用で付て通き範、用え切そい保検査二塁 は事緊、保
え要別」在等、い」等保難機ま停で、院 5 囲合車 にのる護証」度霊長矢拡急本護
ににとすに「る認に険な関保正き現時なで理の 制基。の等に「事会ぶ訟の市費
応内さる比原。め利者地の有かる状のい保的保 度準本基を基全部保ヮ苧対との
じ容れ医較則・移ら用の域利は。よよ移か有か有 をに.市準踏づ国会障. t.:>応し増
てを τ 療的と送れす通に用、 うり送。をつに 実基と額まい家」審 なをて額

二ζ工1 この物価高騰の中、一カ月 7 万円の生活費では「やっていげな;
破生 1~~I の声が続出している。 rし、のちの砦J 訴訟の最高裁判決で、

辞意| 013 年からの保護費の減額が「違法」との判断が示されたよう:
し骨 に、現行の保護費は、あまり lこ低額である。しかも、その不十分な 1
て護| 金額でさえ、水際作戦でなるべく髄させないような指導が行ねれ;
い制| ている。例えば、自家用車の保有、通院費の支給等、当然認められ!
る度| るべき状況なのに、 「賛沢」扱いされ却ずされてしまう。金額、運 i
けιまl 用の両面で、生活保護制度は、破綻じていると言わざるをえない
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国
民
健
康
保
険
制
度
、
の
問
題
に
つ
い
て

質
問
:
限
界
ま
で
き
て
い
る
加
入
者
負
担
を
軽
減
さ
せ

る
た
め
、
本
市
と
し
て
も
何
ら
か
の
取
り
組
み
を
検

討
す
る
必
要
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
。

答
弁
:
物
価
高
騰
な
ど
の
、
予
想
さ
れ
る
本
年
度
の
税

収
不
足
分
に
つ
い
て
は
、
全
額
、
財
政
調
整
基
金
か

ら
充
当
す
る
等
し
て
、
税
率
等
を
据
え
置
い
て
い
る
。

更
な
る
市
独
自
の
負
担
軽
減
策
の
実
施
は
、
加
入
者

以
外
に
負
担
を
求
め
る
こ
と
に
な
り
、
税
負
担
の
公

平
性
の
観
点
か
ら
、
現
時
点
で
は
考
え
て
な
い
。

質
問
:
マ
イ
ナ
保
険
証
更
新
の
聞
の
医
涼
空
白
を
生
ま

な
い
た
め
に
、
い
く
つ
か
の
自
治
体
で
実
施
し
て
い

る
よ
う
な
資
格
確
認
書
の
全
員
送
付
を
山
本
市
で
も

検
討
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

答
弁
:
国
は
、
国
民
健
康
保
険
の
被
保
険
者
は
「
後
期

高
齢
者
と
は
違
う
」
と
、
「
全
員
一
律
に
資
格
確
認

書
を
交
付
す
る
状
況
で
は
な
い
」
と
の
見
解
を
示
し

で
い
る
こ
と
か
ら
、
現
時
点
で
は
一
斉
交
付
は
考
え

て
い
な
い
。
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市議会だより

部山市の情報システム標準化r後の運用経費は1!i;4倍に! 国の責任が問われτいる! 遠藤市議一般質問 i 

、一.
025年夏月

¥ 国
策
と
し
て
進
め
ら
れ
た
地
方
「
、L
体
の
情
報
シ
ス
テ
ム
標
準
化

に
つ
い
て
は
、
市
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
は
な
く
、
シ
ス
テ
ム
対
応
だ

け
で
一
般
財
源
が
増
加
す
る
こ
と
は
議
会
へ
も
市
民
へ
も
説
明
が

つ
か
な
い
、
増
加
分
に
つ
い
て
は
「
国
が
自
治
体
へ
補
助
す
る
し
か

な
い
の
で
は
な
い
か
」
と
全
国
の
自
治
体
か
ら
声
が
沸
き
あ
が
っ
て

い
ま
す
。

学
校
教
育
に
関
し
て
は
、
防
衛
省
の
「
は
じ
め
て
の
関
衛
白
書
」

が
小
学
校
の
図
書
館
へ
参
考
資
料
と
し
て
送
付
さ
れ
た
こ
と
に
対

す
る
教
育
現
場
で
の
対
応
つ
い
て
、
ま
た
、
学
校
施
設
長
寿
命
化
の

交
付
金
が
削
減
さ
れ
定
問
題
に
つ
い
て
質
問
し
ま
し
た
。

そ
の
他
、
河
内
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
再
整
備
事
業
に
つ
い
て
、
地

域
経
済
の
活
性
化
の
た
め
の
、
若
い
世
代
へ
の
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
支

援
と
高
齢
化
が
進
む
地
域
経
済
の
事
業
承
継
支
援
に
つ
い
て
質
問

し
ま
じ
だ

質
問
:
地
方
自
治
体
の
標
準
化
シ
ス
テ
ム
は
、
当
初
、
3

割
の
運
用

経
費
の
削
減
が
見
込
ま
れ
、
2
0
2
5

年
度
ま
で
に
移
行
す
れ
ば
、

そ
の
移
行
費
用
は
国
が
全
額
補
助
す
る
と
し
た
た
め
、
全
国
一
斉

に
移
行
作
業
が
進
め
ら
れ
ま
し
た
が
、
2
0
2
5

年
度
末
ま
で
移

行
で
き
な
い
シ
ス
テ
ム
を
抱
え
る
自
治
体
が
出
%
に
も
上
り
、
移

行
支
援
期
間
を
2
0
3
0

年
度
末
ま
で
に
延
期
せ
ざ
る
を
え
ま
せ

ん
で
し
た
。

ま
た
、
運
用
経
費
の
増
大
は
、
中
核
市
市
長
会
よ
れ
ば
、
平
均

2
、

3

倍
に
増
嵩
べ
金
額
に
す
れ
ば
平
均
3

億
4
、

6
0
0

万
円

以
上
の
増
と
い
う
こ
と
で
、
今
年
1

月
に
政
府
に
対
し
て
「
地
方

公
共
団
体
情
報
シ
ス
テ
ム
標
準
化
に
関
す
る
緊
急
要
望
」
を
提
出

し
て
い
ま
す
。

自
治
体
シ
ス
テ
ム
標
準
化
は
国
策
と
し
て
進
め
ら
れ
た
も
の
で

あ
る
が
、
運
用
経
費
は
「
少
な
く
と
も

3

割
削
減
を
目
指
す
」
と

の
方
針
に
反
し
、
大
幅
に
増
大
す
る
見
込
み
で
あ
る
。

そ
の
要
因
と
し
て
、
国
の
定
め
る
標
準
仕
様
の
増
大
に
よ
り
開

発
・
保
守
費
用
が
肥
大
化
し
た
こ
と
、
ま
た
シ
ス
テ
ム
の
肥
大
化

と
相
.
ま
っ
て
、
当
初
期
待
さ
れ
た
ガ
パ
メ
ン
ト
ク
ラ
ワ
ド
利
ー
用
の

低
減
効
果
が
得
ら
れ
な
か
っ
た
こ
と
も
十
分
に
想
定
さ
れ
る
。

こ
の
た
め
、
想
定
を
上
回
る
運
用
経
費
の
増
大
に
つ
い
て
は
、
国

の
責
任
に
お
い
て
適
切
に
財
政
措
置
を
行
う
こ
と
。

答
弁
-
H
郡
山
市
の
標
準
化
シ
ス
テ
ム
移
行
に
係
る
費
用
に
つ
い
て

標
準
化
シ
ス
テ
ム
移
行
対
象
却
業
務
の
う
ち
、
今
年
度
に
移
行
完

了
す
る
住
民
基
本
台
帳
シ
ス
テ
ム
等
ロ
業
務
シ
ス
テ
ム
の
み
の
費
用

に
関
し
て
は
、
令
和
ロ
年
度
ま
で
の
契
約
期
間
に
お
け
る
総
額
は
凶

億
3
、

4
9
8

万
円
に
な
り
ま
す
。

本
市
に
お
き
ま
し
て
も
、
特
定
移
行
支
援
シ
ス
テ
ム
を
除
き
、
標

準
化
移
行
後
、
年
間
約
1

、

4

倍
増
に
な
る
も
の
と
推
計
し
て
お
り

ま
す
。
今
後
も
、
あ
ら
ゆ
る
機
会
を
と
ら
え
、
国
に
対
し
て
財
政
支

援
の
要
望
を
行
う
と
と
も
に
、
運
用
費
用
の
軽
減
の
た
め
に
見
直
し

も
継
続
し
て
研
究
し
て
ま
い
り
ま
す
。

ι 

‘ j 

明
は
じ
め
て
の
防
衛
白
書
」に
つ
い
て

質
問
:
戦
後
初
年
を
迎
え
る
今
年
、
防
衛
省
が
全
国
の
小
学
校
に
一
冊
ず
つ
送

付
し
た
「
は
じ
め
て
の
防
衛
白
書
」
は
、
ス
タ
ン
ド
オ
フ
防
衛
や
敵
基
地
攻

撃
、
武
器
の
写
真
付
き
紹
介
、
基
地
強
化
な
ど
軍
事
的
な
情
報
が
肯
定
的
に

記
さ
れ
て
い
る
と
と
も
に
、
特
定
国
を
脅
威
と
明
示
す
る
等
、
憲
法
の
平
和

主
義
や
教
育
の
中
立
性
と
の
関
係
で
問
題
が
あ
る
。
各
学
校
で
、
ど
の
よ
う

に
扱
う
よ
う
指
導
し
て
い
る
の
か
。

答
弁
:
教
育
的
対
応
と
し
て
は
、
現
代
の
情
報
社
会
で
は
、
児
童
生
徒
が
世
界

の
紛
争
状
況
を
容
易
に
知
る
こ
と
が
で
き
る
た
め
、
教
育
基
本
法
に
基
づ
き
、

平
和
教
育
を
含
む
人
格
形
成
を
重
視
ん
た
教
育
活
動
を
推
進
し
て
い
る
。
今

後
も
、
児
童
生
徒
が
平
和
を
尊
重
し
希
求
す
る
態
度
を
育
む
よ
う
、
学
校
教

育
の
充
実
に
努
め
る
。

学
校
施
設
の
長
寿
命
化
対
策
に
つ
い
だ
『

質
問
:
令
和
7

年
度
の
国
の
学
校
施
設
環
境
改
善
交
付
金
が
不
採
択
と
な
り
、

柴
宮
小
校
舎
と
行
徳
小
屋
内
運
動
場
の
改
修
計
画
を
見
直
す
必
要
が
生
じ
た
。

国
の
交
付
金
削
減
は
、
・
大
き
な
問
題
で
は
な
い
か
。

答
弁
:
入
札
・
中
止
と
な
っ
た2
校
(
柴
宮
小
・
行
徳
小
)
に
つ
い
て
財
源
確
保

の
た
め
、
国
は
、
の
動
向
を
注
視
し
つ
つ
、
起
債
や
基
金
の
活
用
を
検
討
。

児
童
の
安
全
や
学
校
運
営
へ
の
影
響
も
考
慮
し
な
が
ら
改
修
計
画
の
見
直
し

を
進
行
中
。
中
止
と
な
っ
て
い
な
い
4

校
の
改
修
(
大
成
・
芳
賀
・
小
山
田
・

安
積
第
こ
に
つ
い
て
は
継
続
事
業
と
し
て
、
計
画
通
り
改
修
工
事
を
実
施
。

入
札
は
5

月
中
旬
に
完
了
し
、
7

月
着
工
に
向
け
て
準
備
中
。
財
源
は
公
共

施
設
等
適
正
管
理
推
進
事
業
債
や
総
合
管
理
基
金
を
活
用
予
定
。
今
後
の
改

修
計
画
へ
の
影
響
に
つ
い
て
は
、
国
の
補
助
金
の
減
額
に
よ
り
、
今
後
の
改

修
計
画
に
も
影
響
が
及
ぶ
可
能
性
あ
り
。
財
源
確
保
と
事
業
の
優
先
順
位
を

再
検
討
し
な
が
ら
、
年
次
計
画
に
基
づ
く
改
修
を
継
続
す
る
方
針
。

| 賛否が分かれた議案と請願.開成×附
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可内クリーンセンタ一再整備の基本方針

既存施設の老朽化、災害時対応力の強化、安

した処理体制の確保を目的に、建て替えを実
，新たな河内施設と富久山施設の2拠点体制を

持する。 スケジューJレは以下のとおり。

令和6"'8年度:基本計画策定

令和8"'"'11年度: PFI導入調査・事業者選定

令和11年度:設計開始

令和16年度:完成・供用開始

令和18年度:既存施設撤去完了予定

和10年度までに環境影響評価を実施し、法令

守に努める。また、地元住民との説明と合意

戎に努める。

立処分場の使用可能期間

第3期:使用可能期間約4年

第4期:使用可能期間約30年

聞灰等の再資源化事業の展望:

半間約400tを貴金属回収などで再資源化

最終処分場の延命、税外収入の確保、リサイ

fレ率の向上

-ーキュラーエコノミー推進にもつながる取り

ら

学校給食センター集約化新設

畏健康保険税の課税限度額引きょげ

市議団が賛成討論した請臨も

・中程度難聴者への支援査求める誓願

安定供給と農業支援を求める意見書提出

'ポイス制度廃止を求める意見書提出

税5%への減税を求め.る意見書提出

名

市議団が反対した議案

件



別記第 2 号様式

支出明細書兼支出証明書

支出番号 1 

区 分 ※該当する区分にO印 費 目 名

十王32E13-2昨~iZ-i己主;を 送料(折込料含む)

10 事務所費 11 通信運搬，自動車燃料費{郵便料等) 支出費目を記入

支出目的
会派「市議会だより J を新聞朝刊に折り込む費用の支払い

(支出事由)

r~~~.:-.~.-~:.~ 二令・【_ _,.. 1..1 

AVI\. ・川崎京 J】仇ソ J ﾙ'1 uυυ 仇の折り込み費用

• 一一….…一一一一一一一…一一……一一一一一一一一一一…一…一......智・-一一一…一一一一一一…一一一一一

内 容
一向白崎嗣』一日・』・--“・"“一一一伽同問占個『守山同刊一ωー…閉山一-一一

支出年月日 支 出 先 支‘出金額

2025 年 8 月 8 日 有限会社 郡山共同印刷 ,152 , 625 円

上記のとおり支出します。

議)議員氏名 遠藤隆

領収書及び料金内訳明細書等貼付欄{
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請求書
T3380002009 

有限会社郡山共同印
代表取締役

干963

福島県郡山市中町15番23号

日本共産党郡山市議団御申

~ 

ド勝

舗

乱闘
合計金額(円)

その他の』情報

有限会社郡山共同印刷

024・932・6958

金額

240,000 
138,750 

単価

6.00 

3.70 

;
e
 

制
一
枚
枚

数量

40,000 
37,500 

考備区分 内容

市議会だより 2'5年夏号

同新聞折込 8月 7 日朝刊

378,750 
37,875 

￥416.625 

小計

税 (10%)

支払いの詳細
受取人名:有限会社郡山共同印刷

銀行名:側大東銀行 本店営業部

銀行・支店コード:0514/030

口座番号:普通 1311317

※
浦
湾
3
瀦
-
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河
嚇
鳴
品
川
田
肝
向
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-
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J
O

, 

会社名

電話

携帯

電子メール a.or.jp 

作ノー

に



広報誌全体と対象外面積で按分する。

広報誌全体面積1 
-
可
i

• • • 
ma 206, 502 面=2 mmX 381 m皿×271 

対象外面積
2 
mm 血皿=m皿×

2 
mm rnm= mmX 
2 
.mm 

2 
mm 

mm= 

mm---:-

mmX 

皿皿×

mmX 

2 

①
②
③
④
⑤
 

IId 

• 11 OmIff 

rnm= 

• 、L

按分割合

E 

3 

0% 対象外按分率100 ﾗ 

対象経費算出

支出額

1. 

4 

• III 0 円0%= 対象外按分率ﾗ 円152, 625 

(1 円以下切り上げ)

円152, 625 日1円152, 625 支出額

• 
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田市議代表質問 :\1 報店

告菱
%4 

ー整備は、市直営で実施すべきです中学校給食センタ

市
長
の
政
治
姿
勢
に
つ
い
て

質
問
:
「
憲
法
と
地
方
自
治
法
を
守
る
と
い
う
戦
後
の
民
主
的
な
市
政
運
営
の
基

本
」
に
つ
い
て
、
市
長
の
見
解
は
?

回
答
:
憲
法
と
地
方
自
治
法
で
は
、
地
方
の
自
主
性
と
自
立
性
の
保
障
、
並
び
に

住
民
の
意
思
に
基
づ
い
た
行
政
運
営
に
よ
り
、
公
共
の
福
祉
の
実
現
を
目
指
す

こ
と
が
示
さ
れ
て
い
る
一
私
句
「
市
民
回
線
」
と
「
現
場
主
蟻
」
:
重
視
の
政
治
・

姿
勢
は
、
こ
れ
と
重
な
る
も
の
と
思
う
。
政
策
の
立
案
や
実
行
に
あ
た
っ
て
は
λ

、
現
場
の
実
情
に
即
し
た
柔
軟
で
実
効
性
の
あ
る
判
断
を
重
視
し
て
い
く

農
政
の
課
題
に
つ
い
て

質
問
:
コ
メ
不
足
と
価
格
高
騰
の
原
因
と
な
っ
た
、
2
0
0
4

年
の
食
糧
法
改

正
に
よ
る
2

メ
自
由
化
を
は
じ
め
と
し
た
2
0

年
に
わ
た
る
自
民
党
農
政
の

失
敗
に
主
り
、
本
市
の
農
家
戸
数
は
、
2
0
0
0

年
と
2
0
2
0

年
の
比
較

-
で2
分
の
1

に
減
少
し
て
お
り
、
本
市
農
業
は
?
存
続
の
危
機
を
迎
え

τ
い

る
。
農
家
人
口
の
減
少
対
策
、
所
得
安
定
策
な
ど
、
米
作
農
家
に
対
す
る
按

本
的
支
援
が
必
要
で
は
な
い
か
。

回
答
:
本
市
で
は
、
国
の
経
営
所
得
安
定
対
策
の
う
ち
「
水
田
活
用
の
直
接
交

払
交
付
金
」
を
活
用
し
、
そ
ば
や
大
豆
、
輸
出
用
米
や
高
収
益
野
菜
な
ど
、

水
田
を
活
用
し
転
作
し
た
農
業
者
に
支
援
し
て
き
た
。
し
か
し
、
全
国
的
に

コ
メ
.
の
販
売
価
格
が
昨
年
比
約2
倍
に
な
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
国
は
、
2

0
2
7

年
度
か
ら
コ
メ
政
策
を
根
本
的
に
見
直
す
と
し
て
い
る
の
で
、
国
の

動
向
を
注
視
し
て
い
き
た
い
。
本
市
と
し
て
も
て
農
業
者
に
と
っ
て
再
生
可

能
な
農
業
所
得
を
確
保
で
き
る
政
策
の
実
現
を
要
望
し
、
農
業
の
持
続
的
発
.

展
に
取
り
組
ん
で
い
く
。

P
F
I

事
業
に
つ
い
て

質
問
:
子
ど
も
た
ち
の
給
食
施
設
に
\
請
負
企
業
の
収
益
性
が
優
先
さ
れ
るP
F

ー
事
業
を
導
入
し
て
よ
い
の
か
、
今
の
段
階
で
再
検
討
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

答
弁
:
「
導
入
可
能
性
調
査
」
で
、
運
営
や
維
持
管
理
費
を
含
め
た
ト
ー
タ
ル
の

経
費
削
減
と
サ
ー
ビ
ス
・
の
向
上
が
期
待
で
き
る
こ
と
か
ら
、
P
F
I

手
法
・
を
採

用
す
る
。
献
立
作
成
、
食
材
調
達
、
給
食
費
の
設
定
等
に
つ
い
て
は
、
従
来
通

り
、
市
が
責
任
を
持
っ
て
実
施
す
る
。

PFI法では、基本理念に「民間事業者の収益性を

確保するJ と明記するとともに、「国及び地方公共

団体の民間事業者に対する関与を必要最小限のも

、のとするJ と、請負業者の裁量権を制限しないよう

j規定されてわる。日本自治体労働組合総連合(自

治労連〉の弁護団が2019年3月に出した「包括

的民間委託についての意見書」では、特に学校給食

について取り上げ‘「委託料には人件費に加えて企

業の利益が『管理経費』などの名目で加算される乙

とになり、結局、直営の時よりもコストが高くなる

恐れがあり、かえー...""，..，.".

って住民サービス

の低下を招く」。と

述べ、民間委託の

危険性を指摘して

いる。

PFI 事業はなぜダメなのか?

明白、

生
活
保
護
行
政
の

問
題
に
つ
い
℃

質
問
:
生
活
保
護
費
の
増
額

に
つ
い
て
-
、
本
市
と
し
て

大
至
急
、
緊
急
の
対
応
を

-
検
討
し
な
市
れ
市
枇
ら
な
­

い
事
態
で
は
な
い
か0
・
一

答
弁
:
国
の
「
社
会
保
障
審
一

議
会
生
活
保
護
基
準
部
会
」

が
5

年
に
一
度
「
全
国
家

計
構
造
調
査
」
に
基
づ
い

た
評
価
、
検
証
等
を
踏
ま

え
、
生
活
保
護
の
基
準
額

，
を
決
め
て
い
る
。
本
市
と

し
て
は
、
・
そ
の
基
準
に
基

づ
き
、
.
適
切
に
制
度
を
実

施
し
て
い
く
。

質
問
:
自
家
用
車
の
保
有
に

つ
い
て
は
、
合
理
的
か
っ

常
識
的
な
範
囲
で
保
有
を

認
め
る
べ
き
で
は
な
い
か
。

同
様
に
、
通
院
時
の
移
送

費
に
つ
い
て
、
現
状
よ
り

柔
軟
に
給
付
で
き
る
よ
う

に
十
べ
き
で
は
な
い
か
。

答
弁
:
自
家
用
車
の
保
有
は
、

「
公
共
交
通
機
関
の
利
用

が
著
し
く
困
難
な
地
域
に

居
住
す
る
被
保
険
者
の
通

.
勤
及
び
通
院
等
に
利
用
す

る
場
合
な
ど
」
認
め
ら
れ

る
と
な
っ
て
い
る
。
移
送

費
の
支
給
は
、
「
原
則
と

し
て
居
住
地
等
に
比
較
的

近
距
離
に
所
在
す
る
医
療

機
関
に
限
る
」
と
さ
れ
て
・

い
る
が
、
個
別
に
内
容
を

審
査
し
、
必
要
に
応
じ
て

給
付
し
て
い
る
。

桝H拘
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郡山市朝日一丁目 23-7
、1E 024-924-2500 : 

!時生|1了
綻活
!.Ilt 1!1 ，こ:現行の{時前、あまりに低額である:。日必、その不十分な
/. ~'"堅| 金額でさえ、水際作戦切るぞくく該当させないような指導が行þれ

a 川郡| ている。例えば、自家用車の保有、通院費の支給等、当然認められ
ー|る度| るべき状況なのに、 「献J 扱いされ却ずされてしまうJ 錦、運 s
iliH主l 用.の両面で、生活保護制度は、破綻じていると:書わざるをえなし~.a'

38 ‘仲恥

一
国
民
健
践
慌
険
制
度
の
問
題
に
つ
い
て

質
問
:
.
限
界
ま
で
き
て
い
る
加
入
者
負
担
を
軽
減
さ
せ

る
た
め
、
本
市
と
し
て
も
何
ら
か
の
取
り
組
み
を
検

討
す
る
必
要
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
。

答
弁
:
物
価
高
藤
な
ど
の
、
予
想
さ
れ
る
本
年
度
の
税

収
不
足
分
に
つ
い
て
は
、
全
額
、
財
政
調
整
基
金
か

ら
充
当
す
る
等
し
て
、
税
率
等
を
据
え
置
い
て
い
る
。

更
な
る
市
独
自
の
負
担
軽
減
策
の
実
施
は
、
加
入
者

・
以
外
に
負
担
を
求
め
る
こ
と
に
な
り
、
税
負
担
の
公

平
性
の
観
点
か
ら
、
現
時
京
で
は
考
え
て
な
い
。

質
問
:
マ
イ
ナ
保
険
証
更
新
の
聞
の
医
療
空
白
を
生
主

な
い
た
め
に
、
.
い
く
つ
か
の
自
治
体
で
実
施
し
て
い

る
よ
う
な
資
格
確
認
書
の
全
員
送
付
を
、
本
市
で
も

検
討
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

答
弁
:
国
は
、
国
民
健
康
保
険
の
被
保
険
者
は
「
後
期

高
齢
者
と
は
違
う
」
と
、
「
全
員
一
律
に
資
格
確
認

書
を
交
付
す
る
状
況
で
は
な
い
」
と
の
見
解
を
示
し

て
い
る
こ
と
か
ら
、
現
時
点
で
は
一
斉
交
付
は
考
え

て
い
な
い
。

} 
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[郡山市の情報システム標準化後@翻経費は1.!備に! 国傾倒関わ-れている:! 遠藤市議一般質問 J
• 内, 

国
策
と
し
て
進
め
ら
れ
疋
地
方
γ
ζ山
体
の
情
報
シ
ス
テ
ム
標
準
化
一

に
つ
い
て
は
、
市
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
は
な
く
、
シ
ス
テ
ム
対
応
だ
一

け
で
一
般
財
源
が
増
加
す
る
こ
と
は
議
会
へ
も
市
民
へ
も
説
明
が
一

つ
か
な
い
、
増
加
分
に
つ
い
せ
は
「
国
が
自
治
体
。
へ
補
助
す
る
し
か
一

な
い
の
で
は
な
い
か
」
と
全
国
の
自
治
体
か
ら
声
が
沸
き
あ
が
っ
て
一

い
ま
す
。
・
・
・
一

学
校
教
育
に
関
し
て
は
、
防
衛
省
の
「
は
じ
め
て
の
防
衛
白
書
」
・
一

が
小
学
校
の
図
書
館
へ
参
考
資
料
と
し
て
送
村
さ
れ
た
こ
と
に
対
一

ず
る
教
育
現
場
で
の
対
応
つ
い
て
、
ま
た
、
学
校
施
設
長
寿
命
化
の
一

交
付
金
が
削
減
さ
れ
定
問
題
に
つ
い
て
質
問
し
ま
し
た
。
一

そ
の
他
、
河
内
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
再
整
備
事
業
に
つ
い
て
、
地
一

域
経
済
の
活
性
化
の
た
め
の
、
若
い
世
代
へ
の
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
支
一

援
と
高
齢
化
が
進
む
地
域
経
済
の
事
業
承
継
支
援
に
つ
い
て
質
問

し
ま
し
疋

質
問
:
地
方
自
治
体
の
標
準
化
シ
ス
テ
ム
は
、
当
初
、
3

割
の
運
用

経
費
の
削
減
が
見
込
ま
れ
、
2
0
2
5

年
度
ま
で
に
移
行
す
れ
ば
、

そ
の
移
行
費
用
は
国
が
全
額
補
助
す
る
と
し
た
た
め
、
全
国
一
斉

に
移
行
作
業
が
進
め
ら
れ
ま
し
た
が
、20
2
5

年
度
末
ま
で
移

行
で
き
な
い
シ
ス
テ
ム
を
抱
え
る
自
治
体
が
出
%
に
も
上
り
、
移

行
支
援
期
間
を
2
0
3
0

年
度
末
ま
で
に
延
期
せ
ざ
る
を
え
ま
せ

ん
で
し
た
。
.

ま
た
、
運
用
経
費
の
増
大
は
、
中
核
市
市
長
会
よ
れ
ば
、
平
均

2
、

3

倍
に
増
嵩
べ
金
額
に
す
れ
ば
平
均
3

億
4
、

6
0
0

万
円

以
上
の
増
と
い
う
こ
と
で
、
今
年
1

月
に
政
府
に
対
し
て
「
地
方

公
共
団
体
情
報
、
〆
ス
テ
ム
標
準
化
に
関
す
る
緊
急
要
望
」
を
提
出

し
て
い
ま
す
。

-
自
治
体
シ
ス
テ
ム
標
準
化
は
国
策
と
し
て
進
め
ら
れ
た
も
の
で

あ
る
が

v

運
用
経
費
は
「
少
な
く
と
も
3

割
削
減
を
目
指
す
」
左

の
方
針
に
反
し
、
大
幅
に
増
大
す
る
見
込
み
で
あ
る
。

そ
の
要
因
ど
し
て
、
国
の
定
め
る
標
準
仕
様
の
増
大
に
よ
り
開

発
・
保
守
費
用
が
肥
大
化
し
た
こ
と
、
ま
た
シ
ス
テ
ム
の
肥
大
化

と
相
ま
っ
て
、
当
初
期
待
さ
・
れ
た
ガ
パ
メ
ン
ト
ク
ラ
ウ
ド
利
用
め

低
減
効
果
が
得
ら
れ
な
か
っ
た
こ
と
も
十
分
に
想
定
さ
れ
る
。

こ
の
た
め
、
想
定
を
上
回
る
運
用
経
費
の
増
大
に
つ
い
て
は
、
国

の
責
任
に
お
い
て
適
切
に
財
政
措
置
を
行
う
こ
と
。

答
弁
-
A

郡
山
市
の
標
準
化
シ
又
テ
ム
移
行
に
係
る
費
用
に
つ
い
て

標
準
化
シ
ス
テ
ム
移
行
対
象
別
業
務
の
う
ち
、
‘
今
年
度
・
に
移
行
完

.
寸
す
る
住
民
基
本
台
帳
シ
ス
テ
ム
等
ロ
業
務
シ
ス
テ
ム

rの
み
の
費
用

に
関
し
て
は
、
令
和
ロ
年
度
ま
で
の
契
約
期
間
に
お
け
る
総
額
は
比

億
3

、

4
9
8

万
円
に
な
り
ま
す
。

本
市
に
お
き
ま
し
で
も
、
特
定
移
行
支
援
シ
ス
テ
ム
を
除
き
、
標

準
化
移
行
後
、
年
間
約
1

、

4

倍
増
に
な
る
・
も
の
と
推
計
し
て
お
り
・

ま
す
。
今
後
も
、
あ
ら
ゆ
る
機
会
を
と
ら
え
、
国
に
対
し
て
財
政
支

援
の
要
望
を
行
う
と
と
も
に
、
運
用
費
用
の
軽
減
.
の
た
め
に
見
直
し

も
継
続
し
て
研
究
し
て
ま
い
り
ま
す
。

J 

「ωは
じ
め
て
の
防
衛
白
書
」

質
問
・
し
戦
後
加
年
を
迎
え
る
今
年
、
防
衛
省
が
全
国
の
小
学
校
に
一
冊
ず
つ
送
一

付
し
た
「
は
じ
め
て
の
防
衛
白
書
」
は
、
ス
タ
い
が
ド
オ
フ
防
衛
や
敵
基
地
攻
一

撃
、
武
器
の
写
真
付
き
紹
介
、
基
地
強
化
な
ど
軍
事
的
な
情
報
が
肯
定
的
に
一

記
さ
れ
て
い
る
と
と
も
に
、
特
定
国
を
脅
威
と
明
示
.
す
も
等
、
憲
法
の
平
和
一

主
義
や
教
育
の
中
立
性
と
の
関
係
で
問
題
が
あ
る
。
各
学
校
で
、
ど
の
よ
う
一

に
扱
う
よ
う
指
導
し
て
い
る
の
か
。

答
弁
:
教
育
的
対
応
と
し
て
は
、
現
代
の
情
報
社
会
で
は
、
-
児
童
生
徒
が
世
界

の
紛
争
状
況
を
容
易
に
知
る
こ
と
が
で
き
る
た
め
、
整
問
基
本
法
に
基
づ
き
、

平
和
教
育
を
含
む
人
格
形
成
を
重
視
心
た
教
育
活
動
を
推
進
し
て
い
る
。
今

後
も
、
児
童
生
徒
が
平
和
を
尊
重
し
希
求
す
る
態
度
を
育
む
よ
う
、
学
校
教

育
の
充
実
に
努
め
る
。

に
つ
い
て

業
校
施
設
の
長
寿
命
化
対
策
に
つ
い
て

質
問
γ

令
和
7

年
度
の
国
の
学
校
施
設
環
境
改
善
交
付
金
が
不
採
択
と
な
り
、

柴
宮
小
校
舎
と
行
徳
小
屋
内
運
動
場
の
改
修
計
画
を
見
直
す
必
要
が
生
じ
た
。

国
の
交
付
金
削
減
は
、
・
大
き
な
問
題
で
は
な
い
か
。

答
弁
:
入
札
中
止
と
な
っ
た
2

校
(
柴
宮
小
・
行
徳
小
)
に
つ
い
て
財
源
確
保

の
た
め
、
国
は
、
の
動
向
を
注
視
し
つ
つ
、
起
債
や
基
金
の
活
用
を
検
討
。

児
童
の
安
全
や
学
校
運
営
へ
の
影
響
も
考
慮
し
な
が
ら
改
修
計
画
の
見
直
し

を
進
行
中
。
中
止
と
な
っ
て
い
な
い
4

校
の
改
修
(
大
成
・
芳
賀
・
小
山
田
・

安
積
第
二
に
つ
い
て
は
継
続
事
業
と
し
て
、
計
画
通
り
改
修
工
事
を
実
施
。

入
札
は
5

居
中
旬
に
完
了
し
、
7

月
着
工
に
向
け
て
準
備
中
。
財
源
は
公
共

施
設
等
適
正
管
理
推
進
事
業
債
や
総
合
管
理
基
金
を
活
用
予
定
。
今
後
の
改

修
計
画
へ
の
影
響
に
つ
い
て
は
、
国
の
補
助
金
の
減
額
に
よ
り
、
今
後
の
改

倍
計
画
に
も
影
響
が
及
ぶ
可
能
性
あ
り
。
財
源
確
保
と
事
業
の
優
先
順
位
を

再
検
討
し
な
が
ら
、
年
次
計
画
に
基
づ
く
改
修
を
継
続
す
る
方
針
。

賛否が分かれた議案と請願.は同 町) I 

河内クリーンセンタ一再整備の基本方針一

既存施設の老朽化、災害時対応力の強化、安

定した処理体制の確保を目的に、建て替えを実
施。新たな河内施設と富久山施設の2拠点体制を

維持する。 スケジューIレは以下のとおり。

。令和6""'8年度基本計画策定

。令和s.....ll年度: PFI導入調査・事業者選定

。令和11年度:設計開始

。令和16年度:完成・供用開始

o 令和18年度:既存施設撤去完了予定

令和10年度までに環境影響評価を実施し、法令

順守に努める。ーまた、地元住民どの説明と合意

形成に努める。
埋立処分場の使用可能期間

。第3期:使用可能期間約4年

。第4期:使用可能期間約30年

焼却灰等の再資源化事業の展望:

。年間約400tを貴金属回収などで再資源化

o 最終処分場の延命、税外収入の確保、リサイ

'9 Jレ率の向上

。サーキュラーエコノミー推進にもつながる取り

組み
J -, 

立
仏

志 新 自 共
無

全k 緑
所 li れ憲

調 政 明 風 民 産 属 し、

件 名
党

郡 の 憲 わ
A ZZ 会 2品~ι d=2』E J品比b 

山
4z2z h 

、.ー
市議団が反対した議案

. 

中学校給食セン安一集約化新設 。 。 。 。 。 ﾗ 。 。 。 。

国民健康保険説の課税限度額引き上げ 。 。 。 。 。 x 。 。 。 。

市議団が賛成討論Lた請園長:
軽度・中程度難聴者への支援を求める誓願 x ﾗ x x x 。 。 町。 。 。

米の安定供給と農業支援を求める意見書提出 x ﾗ ﾗ x ﾗ 。 x x 。 。

インボイス制度廃止を求める意見書提出 ﾗ x x x x 。 。 x 。 。

消費税5%への減税を求める意見書提出 x x ﾗ x ﾗ 。 .x x 。 。
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別記第 1 号様式 支出調書
代表者 経理責任者 起案者

会派名 日本共産党郡山市議団 ⑧ ⑨ 周回哲λ ⑧3 

, >, 
区 分 事 由 費 自・金 額 小計

交通費 旅費

l 調査研究費 ，自動車燃料費 資料作成費

調査委託費 振込料 ,>, 

会場費 講師謝金

出席者負担金・会費 交通費

2 研 修 費 旅費 自動車燃料費

資料作成費 、食糧費

振込料

会場費 突通費

• 自動車燃料費 資料作成費

3 広 a 報 費館l野ょy 広報詰 t紙) 子1.6快ω 報告書等印刷費 手今Itf>62~
送料{鋳込料合む) ギ/.52/>必 掲9載ェ代プページ , 

茶菓子代 振込料

会場費 '交通費
、

4 広 聴 費 自動車燃料費 資料作成費

茶菓子代 振込料

交通費 旅費

5 要陳情活請 動費 自動車燃料費 資料作成費

、振込料
、

会場費 突通費 ι

6 会 議 費 自動車燃料費 資料作成費

振込料
t , 

翻訳料〆 印制製本費• 7 資料作成費 筆耕料 振込料

法規遺保代 参考図書代

8 資料購入費 新購聞続'料{日刊紙) 雑誌等購読料

、

等有料利用デ料ータベ}ス 振込料

賃金 社会保険料等
9 人 イヰ 費

振込料

備品購入費 事p 務-槻~代器等

問事務所費 消耗品等事務費 印刷代

振込料， 配送手数料

" 

電話料等(按分) 郵便料等
11.通自動信車運燃搬料費. r 

自〈動按分車燃)料費 その他

現支金出.出番納号簿
1 

寺今lMぇF支出年月日 物?年 n 問 l36 え 合計



/ 
〆

支出明細書兼支出証明書

別記第 2 号様式

支出番号え

費-目名

n
w飢

f
V

を

り
t
p
，
費

・
主
干
出

L仏
支

※該当ずる区分にO印

4 広聴費

8 資料購入費

分

研、修費似広報費

6 会議費 17 資料作成費‘

11 通償還撫・自動車燃料費(郵便料等)

区

.;1 2 費
一
繍
一
費

品
計
{
証
伯
一
肝
川

統
一
勝
一
一
日

縮
問
一
い
れ

1 

5 

10 

的支出

(支出事由)

自

rh. 

4才内

額

令 7 年 Il月 f3 日

金出支'
先

(有o JP~夫同印刷

出支支出年月日:

ュ 6 斗~ 00 p1 

議員氏名

上記のとおり支出します。

領収書及び料金内訳明細書等貼付欄

領収証日木久多労ZiPA44F3設国様

- ; ; J i l --i M l A lJ A i l J A i l -rf4パ汁ド'.戸戸戸戸'.三戸戸戸i三日子三j三土三fご三主、
但

4 小切ー子

手ーに形

号ポ'同.......--ー司- 白白明":"~r-ヨ"-.-1"'''- 作 一回嶋角田納"""r-_， -~. 一

GR1623 

「

/ 
/ 

-
a
ノ
-
、

1
J

田

'
'
n
u
一
/
h
H
V
園

内
u
J
L
n

ヲ

r
-

，
，
，
、
、
一
，
，
E
E
、
.

隼
す
一
隼
す
一

額
一
額
一

一
税
一
税
一

血
賞
主
晶
賀
一

中
間
同
←
中
間
吋
­

一

J
t
L
J
J
-

※複数の領収書等を貼る場合は、重ならないように貼付じてください。
※欄内に貼付できない場合は、別記第 li 号様式「領収書等整理票j に貼付してください。



浬
凶
瀦
己
中
燕
刊
行

瀦

話

溜
』
詞
嚇M
m
q精
一-
b
N
1
4

到
酒
、
省
酬
明
鳴
海
注
蓮

• • 
♂ー <-- -<.ω日同畠，昼 時 陥叫甲子句d柿，骨帽備唾骨蜘喝訓告醐極... 指摘停電国師官争尚子世也、品マ -.託、，，.;:..u;.合 主'....:"...-司-一一一

一旬 一

請求書

日本共産党郡山市議団御申
干963

福島県郡山市中町15香2

胤
仰

、
相
川
岨

4!普

ド鍵
378,750 

37;875 

小計

税 (10%) 組

澗
￥416.625 

そのイ也の4育幸民

有限会社郡山共同印刷

024・932・6958• lくyodou@sea.plala.or.jp

金額

240,000 
138,750 

単価

6.00 

3.70 

単位

枚

枚

数量

40,000 
37,500 

考備区分 内容

市議会だより 25年秋号

同新聞折込 10月 30日朝刊

合計金額(円)

会社名

電話

携帯

電子メーjレ

支払いの詳細

受取人名:有限会社郡山共同印刷

銀行名:岡大東銀行 本店営業部

銀行・支店コード: 0514/030 

口座番号:普通 1311317

※
識
階R
Q〉
崎
潤
』
河
嚇
織
品
川
容
が
瀦
吟

R
d
掛
川
町
市ν投
r
J
H
W一
川
容
ヰ
「
パ
八
河
川
明
f
J
O



広報誌全体と対象外面積で按分する。

1 広報誌全体面積

271 mmX 381 阻X 2 面 206 ， 502 rnIff 

2 対象外面積

① mmX mm= rnIfi 

② mmX mm= mm 2 

③ mmX mmニ IIlIi 

④ mmX mm= mm 2 

⑤ m皿× mm= rnIff 

• OmIff・・・ 2

3 按分割合

五 --;- i X 100 対象外按分率 O. % 

4 

4 対象経費算出

支出額 264， 000 円 ﾗ 対象外按分率 0%=  0 円・・・出

(1 円以下切り上げ)

支出額 264， 000 円一世=対象経費 264， 000 円

• 



9月議会
報告

• 
女性にも選ばれるまちづくりを

• 
地域の子育て環境を充実し、

之ワ!

内V\IW\

D
X

の
推
進
に
つ
い
て

【
質
問
】
情
報
シ
ス
テ
ム
の
標
準
化
の
移
行
作
業
の
進
捗
と
今
後
の
ス

ケ
ジ
ュ
ー
ル
、
基
幹
シ
ス
テ
ム
標
準
化
に
お
け
る
見
積
も
り
精
査
支
援

"
に
関
す
る
本
市
の
対
応
や
影
響
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。
，

a

【
答
弁
】
本
年
度
内
巴
吃
業
務
の
シ
ス
テ
ム
の
移
行
を
完
ゴ
す
る
予
定
。

税
総
合
シ
ス
テ
ム
等
6

業
務
に
つ
い
て
は
令
和
ロ
年
度
末
ま
で
に
。
戸

籍
関
係
2

業
務
に
つ
い
て
は
国
の
検
討
結
果
を
踏
ま
え
て
移
行
時
期
を

判
断
す
る
。
ま
た
、
国
の
見
積
も
り
精
査
支
援
を
必
要
に
応
じ
て
活
用

し
、
標
準
化
に
か
か
る
経
費
全
体
の
コ
ス
ト
最
適
化
を
図
る
。

【
質
問
】
生
成
A
I
活
用
に
つ
い
て
、
本
市
の
現
在
の
取
り
組
み
状
況

と
、
そ
れ
が
業
務
効
率
化
に
ど
の
よ
う
に
寄
与
し
て
い
る
の
か
、
ま

た
、
生
成
A
I
の
活
用
は
今
後
ど
の
よ
う
に
進
展
さ
せ
て
い
く
考
え
な

の
か
を
伺
い
ま
す
。

【
答
弁
】
今
年
度
、
保
健
福
祉
部
及
び
こ
ど
も
部
で
生
成A
I

を
活
用

し
た
相
談
内
容
要
約
シ
ス
テ
ム
を
導
入
す
る
。
市
民
部
で
は
マ
イ
ナ
ン

バ
ー
カ
l

ド
の
手
続
き
案
内
等
を
行
う
A
I

ア
バ
タ
ー
に
よ
る
窓
口
案

内
シ
ス
テ
ム
を
導
入
す
る
予
定
。

ユ
以
快
晴
閣
内
除
問
川
は
ほ
阿
川
代

7
1
1
j

【
質
問
】
公
共
施
設
等
総
合
管
理
計
画
お
よ
び
個
別
施
設
計
画
の
見
直

し
に
お
い
て
、
次
世
代
へ
の
投
資
、
次
世
代
に
向
け
た
備
え
と
い
う
視

点
も
必
要
か
と
考
え
ま
す
が
、
当
局
の
見
解
を
伺
い
ま
す
。

【
答
弁
】
令
和
8

年
度
か
ら
令
和
幻
年
度
ま
で
の
計
画
期
間
で
公
共
施

設
等
総
合
管
理
計
画
の
見
直
し
を
進
め
る
。
「
縮
充
」
の
考
え
方
に
基

づ
き
、
公
共
施
設
の
総
量
縮
減
と
機
能
充
実
を
両
立
さ
せ
る
。
新
た
な

施
設
整
備
に
お
い
て
は
「
ス
ク
ラ
ッ
プ
・
ア
ン
ド
・
ピ
ル
ド
」
の
原
則

を
適
用
す
る
。
叩
月
か
ら
住
民
説
明
会
を
開
催
し
、
公
共
施
設
マ
ネ
ジ
メ

ン
ト
の
取
り
組
み
巴
つ
い
て
市
民
巴
説
明
す
る
。

【
質
問
】
使
用
料
・
手
数
料
の
毘
直
し
に
あ
た
っ
て
、
市
全
体
の
あ

ら
ゆ
る
経
費
に
つ
い
て
、
地
方
自
治
法
に
あ
る
最
小
の
経
費
で
最
大
の

効
果
の
考
え
の
さ
ら
な
る
徹
底
や
、
よ
り
厳
格
な
財
政
規
律
が
求
め
ら

れ
る
と
考
え
ま
す
が
、
当
局
の
見
解
を
伺
い
ま
す
。

【
答
弁
】
使
用
料
の
見
直
し
を
行
い
、
統
一
的
な
基
準
に
基
づ
.
く
適
正

価
格
化
を
図
る
。
市
民
負
担
が
急
激
に
上
昇
し
な
い
よ
う
、
2

倍
を
超

え
る
場
合
は
2

倍
以
下
と
な
る
よ
う
激
変
緩
和
措
置
を
講
じ
る
。

ー
{
川
崎
ゆ
庁
清
同
嶋
崎
川
凶
川
同

γ
|
|
J

【
質
問
】
地
域
の
子
育
て
環
境
に
つ
い
て
、
持
続
可
能
な
も
の
と
す
る

た
め
、
地
域
保
護
者
、
市
民
活
動
団
体
、

d
行
政
な
ど
が
連
携
し
、
子
ど

も
会
活
動
へ
の
支
援
等
を
継
続
的
に
取
り
組
む
必
要
が
あ
る
と
考
え
ま

す
が
、
当
局
の
見
解
を
伺

U
ま
す
。

【
答
弁
】
少
子
化
や
核
家
族
化
、
共
働
き
世
帯
の
増
加
、
子
ど
も
の
習

い
事
に
よ
る
多
忙
化
な
ど
の
要
因
に
よ
り
、
子
ど
も
会
へ
の
加
入
率
は

減
少
傾
向
に
あ
り
、
現
在
は
全
児
童
数
の
約
却
%
と
な
っ
て
い
る
。
ま

た
、
郡
山
市
の
子
ど
も
会
育
成
連
絡
協
議
会
へ
の
加
入
団
体
数
も
5

年

前
の
2
1
7

団
体
か
ら
1
5
4

団
体
に
減
少
し
て
い
る
。
子
ど
も
会
が

地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
形
成
に
寄
与
し
、
子
ど
も
た
ち
の
健
全
育
成
に
重

要
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
育
成
連
絡
協
議
会
を
通
じ
て
地
域
の
意
見
を
把

握
し
、
引
き
続
き
支
援
を
行
う
方
針
で
あ
る
。
ま
た
、
地
域
の
公
民
館

を
中
心
と
す
る
青
少
年
健
全
育
成
推
進
地
区
協
議
会
や
ス
ポ
ー
ツ
少
年

団
、
子
ど
も
食
堂
な
ど
と
の
連
携
強
化
も
含
め
、
よ
り
良
い
支
援
の
あ

り
方
を
検
討
し
て
い
く
。
)

安男女平等と回答した割合
学校教育の場 63. 1 % 
社会全体 16. 7%  

女役割分担で主として妻が行う割合

家事の分野 5 1. 0% 
育児の分野 37. 5% 

「男女平等意識」についての
市民意識調査結果(令和 6 年度)

郡山市朝日一丁目 23・7
丁目 024-924-2500
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【
質
問
】
子
ど
も
の
居
場
所
づ
く
り
に
つ
い
て
は
、
さ
ま
ざ
ま
な

視
点
か
ら
の
検
討
の
も
と
、
多
様
な
居
場
所
づ
く
り
に
取
り
組
む

べ
き
と
考
え
ま
す
が
、
当
局
の
見
解
を
伺
い
ま
す
。

【
答
弁
】
子
ど
も
の
居
場
所
づ
く
り
に
関
す
る
指
針
に
基
づ
き
、

子
ど
あ
の
居
場
所
が
物
理
的
な
場
所
だ
け
で
な
く
、
遊
び
ゃ
体

験
、
活
動
な
ど
多
様
な
形
態
を
取
り
得
る
も
の
で
あ
る

1
特
に
放

課
後
児
童
ク
ラ
ブ
は
、
保
護
者
が
就
労
等
で
昼
間
家
庭
に
い
な
い

場
合
の
子
ど
も
た
ち
の
安
全
で
充
実
し
た
居
場
所
と
し
て
重
要
で

あ
る
、
ま
た
、
子
ど
も
食
堂
は
食
事
提
供
だ
け
で
な
く
、
体
験
活

λ

動
や
ク
リ
ス
マ
ス
会
な
ど
の
イ
ベ
ン
ト
を
通
じ
て
地
域
と
の
交
流

の
場
と
な
っ
て
い
る
。
今
後
も
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
活
用
し
な
が

ら
、
学
校
、
公
民
館
、
図
書
館
、
児
童
セ
ン
タ
ー
な
ど
め
地
域
資

源
を
活
用
し
、
子
ど
も
の
視
点
に
立
っ
た
多
様
な
居
場
所
づ
く
り

を
推
進
し
て
い
く
。

う ø¥ fW'. iVV' 

L
W
は
げ
噂
ほ
同
庁

T
l

【
質
問
】
ジ
エ
ン
ダ
!
平
等
に
つ
い
て
の
本
市
の
基
本
的
な
考
え

方
と
、
ジ
エ
ン
ダ

l

平
等
の
実
現
に
向
け
た
、
こ
れ
ま
で
の
取
り

組
み
ゃ
成
果
、
課
題
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

【
答
弁
】
郡
山
市
で
は
、
市
民
一
人
一
人
が
性
別
に
関
わ
ら
ず
人

権
が
尊
重
さ
れ
、
あ
ら
ゆ
る
分
野
で
平
等
な
男
女
共
同
参
画
の
ま

ち
の
実
現
を
目
指
し
て
い
る
。
性
別
に
よ
る
固
定
的
な
役
割
に
縛

ら
れ
る
こ
と
な
く
、
自
己
の
意
思
と
責
任
に
よ
り
多
様
な
生
き
方

を
選
択
で
き
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
と
い
う
認
、
識
の
も
と
、
ジ
土

ン
ダ
l

平
等
実
現
に
向
け
た
取
り
組
み
と
し
て
、
男
女
共
同
参
画

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
の
開
催
、
広
報
誌
や
ウ
エ
プ
サ
イ
ト
に
よ
る
啓

発
、
出
前
講
座
の
実
施
な
ど
を
行
っ
て
き
た
が
、
男
女
の
不
平
等

感
や
固
定
的
な
性
別
役
割
分
担
意
識
、
ア
ン
コ
ン
シ
ヤ
ス
バ
イ
ア

ス
の
解
消
が
課
題
で
あ
る
と
認
識
し
て
い
る
。
第
4

次
郡
山
男
女

共
同
参
画
プ
ラ
ン
の
策
定
作
業
を
踏
ま
え
、
よ
り
効
果
的
な
施
策

を
多
角
的
に
検
討
し
て
い
く
。

E圏置置置置醤盟
(決算特別委員会で現地調査)

ゲリラ豪雨や台風等による浸水被害の軽減を

耳下めの事業.郡山中央工業団地内の雨水
幹事正や貯留管と接続し、谷田川へ毎分 360m3 で
排水可能となる。事業費は令和 4年度から 7
年度迄で18億6千万円。

湖世ゲ

主司
石撮樋門(建陵中)

し 11寸すー下司酔c;w.;.:;.":ξ云lI!f.ti
........ BE .......... II~ 

rilま必孟~

ピ: 、 .一一~ー_Jíii
L ぺiIi[jjjE\三十 -
I 士一ー幅十件11
一逆性主空 -

ポンプゲート{建陵中)



• • 

¥ 

ユ
女
性
に
も
選
ば
れ
る
ま
ち

9

つ
く
り
に
で
い
て

」
ー

【
質
問
】
女
性
が
望
む
仕
事
や
生
活
を
自
由
に
選
べ
、
地
域
の
特
性
や
そ
れ

ぞ
れ
の
能
力
を
十
分
に
活
か
せ
る
機
会
が
あ
り
、
生
き
が
い
を
感
じ
な
が
ら

暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
す
べ
き
と
考
え
ま
す
が
、
当
局
の
考
え
を
伺

い
ま
す
。

【
答
弁
】
女
性
の
活
躍
促
進
の
た
め
の
具
体
的
な
取
り
組
み
に
つ
い
て
、
事

業
者
の
意
識
向
上
を
図
る
「
男
女
共
同
参
画
推
進
事
業
者
表
彰
ム
の
実
施

や
、
女
性
の
進
出
が
少
な
い
理
工
系
分
野
へ
の
興
味
を
促
進
す
る
「
理
工
系

女
子
支
援
事
業
」
の
実
施
、
女
性
起
業
家
へ
の
創
業
支
援
や
人
材
育
成
、
就

労
環
境
の
整
備
に
も
取
り
組
ん
で
い
る
。
ま
た
、
子
育
て
や
健
康
づ
く
り
の

支
援
策
の
充
実
、
困
難
な
問
題
を
抱
え
る
女
性
が
安
心
し
て
相
談
で
き
る
体

制
の
整
備
な
ど
、
プ
ラ
ン
の
基
本
目
標
で
あ
る
「
安
全
・
安
心
な
暮
ら
し
の

実
現
」
に
向
け
た
施
策
に
も
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い
る
。
さ
ら
に
「
誰
も

が
個
性
と
能
力
を
十
分
に
発
揮
し
、
生
き
が
い
を
感
じ
ら
れ
る
町
」
「
選
ば

れ
る
町
・
郡
山
」
の
実
現
を
目
指
す
。

市議会だより

ム
ぼ
崎
清
は
ぼ
」

【
質
問
〕
若
年
層
の
流
出
を
防
ぎ
流
入
を
促
進
す
る
た
め
の
企
業
誘
致
動
向

調
査
に
つ
い
て
、
就
職
先
と
し
て
希
望
す
る
企
業
の
選
定
方
法
や
調
査
結
果

を
踏
ま
え
た
効
果
的
な
企
業
誘
致
の
進
め
方
と
、
本
市
の
立
地
ポ
テ
ン
シ
ャ

ル
を
生
か
し
た
戦
略
的
な
企
業
誘
致
を
ど
の
よ
う
に
展
開
し
て
い
く
の
か
、

当
局
の
考
え
を
伺
い
ま
す
。

【
答
弁
】
民
間
調
査
会
社
や
公
的
機
関
の
調
査
結
果
か
ら
若
者
の
就
職
動
向

を
分
析
し
、
条
件
に
合
う
首
都
圏
所
在
企
業
を
選
定
す
る
予
定
一
ア
ン
ケ
ー

ト
調
査
を
通
じ
て
企
業
が
地
方
進
出
を
検
討
す
る
際
の
重
要
条
件
や
期
待
す

る
支
援
策
を
調
査
・
分
析
し
、
効
果
的
な
企
業
誘
致
施
策
を
検
討
・
展
開
す

る
。
医
療
関
連
産
業
や
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
な
ど
タ
ー
ゲ
ッ
ト
を
明
確
に

し
た
展
示
会
等
に
出
展
・
P
R

す
る
。
若
者
が
希
望
す
る
業
種

h
の
ア
プ

ロ
ー
チ
な
ど
、
次
世
代
を
見
据
え
た
持
続
可
能
な
地
域
経
済
発
展
の
た
め
の

戦
略
的
な
企
業
誘
致
活
動
を
展
開
す
る
。

岡
田
議
員
が3
つ
の
請
願
の
採
択
を
求
め
て
行
っ
た
反
対
討
論

2025年秋月

首
直
閣
は
ぽ
崎
市
は
ほ
ぼ
注
目
置

石
破
政
権
は
、
2
0
2
5

年
の
防
衛
費
を
8

・
7

兆
円
ま
で
拡
大
し
、
中

国
・
北
朝
鮮
・
ロ
シ
ア
な
ど
と
の
緊
張
激
化
を
口
実
に
、
自
衛
隊
基
地
の
地
下

移
設
化
、
沖
縄
南
西
諸
島
を
は
じ
め
、
日
本
本
土
に
も6
カ
所
の
ミ
サ
イ
ル
基

地
を
新
設
す
る
計
画
を
発
表
す
る
等
、
戦
争
準
備
に
力
を
入
れ
て
い
ま
す
。
戦

争
に
な
れ
ば
、
何
の
罪
も
な
い
一
般
国
民
が
大
勢
犠
牲
に
な
り
、
そ
れ
ま
で
築

き
上
げ
た
文
明
も
、
美
し
い
自
然
も
破
壊
さ
れ
て
し
ま
い
ま
す
。
軍
備
の
拡
大

は
戦
争
の
準
備
で
あ
p

、
決
し
て
国
民
の
平
和
を
守
る
力
に
は
な
り
ま
せ
ん
。

東
南
ア
ジ
ア
諸
国
連
合

(
A
S
E
A
N
)
が
実
践
し
て
い
る
平
和
の
地
域
共
同

体
づ
く
り
の
方
向
こ
そ
、
平
和
憲
法
を
持
つ
日
本
が
と
る
べ
き
安
全
保
障
政
策

で
は
記
い
で
し
ょ
う
か
。
軍
事
費
の
大
幅
拡
大
政
策
と
戦
争
準
備
の
政
策
を
た

だ
ち
に
中
止
し
、
国
民
生
活
支
援
に
予
算
を
振
り
向
け
る
こ
と
を
求
め
ま
す
。
〆

世
界
平
和
を
め
ぐ
る
、
も
う
一
つ
の
緊
急
課
題
に
核
戦
争
の
阻
止
が
あ
り
ま

す
。
ト
ラ
ン
プ
大
統
領
も
、
プ
l

チ
ン
大
統
領
も
、
核
の
先
制
使
用
を
否
定
し

て
は
い
ま
せ
ん
。
「
核
抑
止
力
論
」
自
体
も
、
い
ざ
と
い
う
時
の
核
使
用
を
前

提
と
し
た
も
の
で
あ
り
、
核
戦
争
を
起
こ
さ
せ
な
い
唯
一
の
保
証
は
、
核
兵
器

の
廃
絶
を
実
現
さ
せ
る
こ
と
で
す
。
こ
の
核
兵
器
禁
止
条
約
が
、
国
連
加
盟
国

の
多
数
が
参
加
す
る
条
約
と
し
て
現
実
の
力
を
発
揮
す
る
ま
で
、
・
あ
と
少
し
の

地
点
に
来
て
い
ま
す
。
日
本
政
府
が
、
核
保
有
国
と
の
「
橋
渡
し
」
役
を
果
た

す
と
い
う
な
ら
、
条
約
批
准
国
に
入
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
は
じ
め
て
そ
の
力
を

発
揮
で
き
る
と
い
う
こ
と
を
、
強
調
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

| 賛否が分かれた議案と請願(ご)は賛成×
「
消
費
秘
率5%
m
j
)
へ
の
減
税
を
求
め
る
意
見
書
」
を
政
府
に
送
付

す
る
ζ

と
を
求
め
る
請
願
書

7

月
の
参
院
選
挙
で
、
国
民
は
、
石
破
政
権
が
示
し
た
2

万
円
給
付
案
よ

り
、
全
て
の
野
党
が
主
張
し
た
何
ら
か
の

e

形
の
消
費
税
引
き
下
げ
案
を
支
持

し
ま
し
た
。
今
、
多
く
の
国
民
の
生
活
は
、
本
当
に
困
難
な
状
況
に
あ
り
ま

す
。
根
本
の
原
因
は
、
初
年
以
上
の
長
き
に
わ
た
っ
て
-
べ
働
く
人
の
賃
金
が

減
り
続
け
て
き
た
と
い
う
、
・
世
界
に
類
例
を
み
な
い
国
民
い
じ
め
の
政
策
に

あ
り
ま
す
が
、
こ
れ
に
、
と
ど
め
を
刺
し
た
の
が
、
安
倍
政
権
が
実
施
し
た

2

度
の
消
費
税
の
引
き
上
げ
で
し
た
ι

最
低
賃
金
の
大
幅
引
き
上
げ
、
年
金

の
引
き
上
げ
な
ど
と
と
も
に
、
消
費
税
を
せ
め
て5%
に
戻
し
て
い
く
、
そ

の
た
め
に
富
裕
層
や
大
企
業
本
位
に
ゆ
が
め
ら
れ
た
税
制
度
を
、
適
正
な
負

担
状
況
に
戻
し
て
い
く
努
力
が
必
要
で
す
。
。

¥ 

「
適
格
請
求
書
保
存
方
式
(
イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
)
の
廃
止
を
求
め
る
意
見
書
」
を

政
府
に
送
付
す
る
こ
と
を
求
め
る
請
願

課
税
売
上
高
が
1
0
0
0

万
円
以
下
の
小
規
模
事
業
者
は
、
こ
れ
ま
で
消

費
税
の
負
担
は
免
除
さ
れ
て
き
ま
し
た
。
2
0
2
3

年
1
0

月
の
イ
ン
ボ
イ

ス
制
度
の
導
入
か
ら
、
適
格
請
求
書
を
発
行
で
き
な
い
免
税
業
者
は
、
取
引

関
係
か
ら
排
除
さ
れ
る
危
険
が
高
ま
り
ま
し
た
。
一
方
イ
ン
ボ
イ
ス
登
録
す

れ
ば
、
多
額
の
消
費
税
負
担
が
の
し
か
か
っ
て
き
ま
す
。2
0
2
6

年
9

月

と
言
わ
れ
る
2

割
特
例
が
終
了
す
れ
ば
、
廃
業
・
倒
産
の
増
加
は
、
必
至
と

言
わ
れ
て
い
ま
す
。
中
小
事
業
者
を
淘
汰
す
る
よ
う
な
、
イ
ン
ボ
イ
ス
制
度

は
直
ち
に
廃
止
す
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

も

志 事庁 公 緑 自 共
立 無

憲 所 立 れ

期 政 明 風 民 産 属 い
件 名

4z2= h 
郡 の 憲azaz h dz』= 党 ~ ~ 
山

dz』z 

、

市議団が賛成し、採択された請願

不安な未め来請を願希書望に変えるためよ郡山市への制度創
設を求る 。 ﾗ ﾗ 。 x 。 。 。 。 。

市議回が採択を求めて討論した請願請願

軍書事提予出算の削請減願書と核兵器禁止条約の署名を求める意見
x X x ﾗ ﾗ 。 。 X 。 。

「消費付税 5%以下へのめ減税を求める意見書J を政府
ﾗ X ﾗ ﾗ ﾗ 。 X ﾗ 。 。

に送することを求る請願

意「適見格書請j 求書政等府保存方付式(インポイE求スめ制る度瀬)の願廃書止を求める x ﾗ ﾗ ﾗ ﾗ 。 。 X 。 。

を に送することを



別記第 2 号様式

1 調査研究費
一一一一

5 要請・陳情活動費

10 事務所費

支出目的

(支出事由〉

支出明細書兼支出証明書

区分

.;1 2 研修費~ (3) 広報費
"・←-.-自由・'.暢叩仰』・ー叫伊叩目白---曲目叩碑→-.. 戸-・山ー間町一-.......，・』司....... 一一ーー

6 会議費げ資料作成費

11. 通信運搬・自動車燃料費(郵便料等)

会

支出番号ス

費目名明
一
費
慎

一
一
一
聴
一
嶋

一
…
一
広
一
間

保
」
:
f
i

※
一
\
4
2

支出費目を声入

内

}Oo孝久m
rh:. 

"f:::t' 

支出年月日 支 r 出先 額
一
同

金
一
巧

出
一
泊
、

支
←
ターク年問。日 jt布)~Ù-17t同~リ

上記のとおり支出します。

議員氏名 j司回

領収書及び料金内訳明細書等貼付欄

t:'l"!.'" 司・ 7・同~ 、 。

ー予百三 一
~ 

内訳

乳金

小切手

手形

消費税額等( %) 

消費税額等( %) 

ぐずつ

領収 No. 

/ 
/ 

み; 41:.玄年 /1 月 13 日 上記正に領収いたしま

宵砂成制繕島県着手山市中町15-~ゐ

諾郡山共同印樹
敦締役社長
電稽 (0

量録番号
GR1623 

※複数の領収書等を貼る場合は、重ならないように貼付してください。
※欄内に貼付できない場合は、別記第 li 号様式「領収書等整理票j に貼付してください。



出
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四
鴻
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中
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刊
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』
河
酬
明
知
-
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精
一
・
恥

N
1
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温
掛
田
州
嶋
崎
晴
海
今
議
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一一一一

ーι ーーーー，ー・:一一' 一一一-~-:苛 P 九日「ー?プ・......，..-雫r九マヲー~--ーー一

請求書

日本共産党郡山市議団御申
干963-8

福島県郡山市中町15香

金額

240,000 
138,750 川

抑
‘
相
川
岨

41毎

持母
378,750 

37~875 

小計

税 (10%) 組

同
町
U
4
4
 

￥416.625 

そのイ包の1情季限

有限会社郡山共同印刷

024-932 -6958 

単価

6.00 

3.70 

靴
一
枚
枚

数量

40,000 
37,500 

区分 内容 備考

市議会だより 25年秋号

同新聞折込 10月30日朝刊

合計金額(円〉

会社名

電話

携帯

電子メール

支払いの詳細

受取人名:有限会社郡山共同印刷

銀行名:側大東銀行 本店営業部

銀行・支店コード: 0514/030 

口座番号:普通 1311317

※
議
糊
狩
合
〉
強
気
嚇
機
創
刊
吾
川
び
統
ゆ
昇

d
同
陣
内nO
砂
F
Jい
ハ
ヨ
内
田
肝
4
4「
パ
ハ
河
川
明r
J
O

kyodou@s~a.plala.or.jp 
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広報誌全体と対象外面積で按分する。

1 広報誌全体面積

271 mmX 381 mmX 2 面 206 ， 502 mIfi 

2 対象外面積

① mmX( mm= ITIlt 

② mmX m皿= IIld 

③ m皿× mm:::;;:: mm 2 
ヘ

④ mmX mm= mm 2 

⑤ 皿mX mm= InIi 

• o mIfi . .・並

3 按分割合

E っ一 X 100 対象外按分率 o % 

4 対象経費算出

支出額 152, 625 円 ﾗ 対象外按分率 0%== 0 円・・・温

( 1 円以下切り上げ)

支出額 152 ， 625 円一巡=対象経費 152 ， 625 円

• 



9月議会
報告

• 
女性にも選ばれるまちづくりを!

• 
地域の子育て環境を充実し、

之ワ i
柑ñ lW\.

注
目
皆
同
ゆ
市
川
片
隅
百
四
川
川
川
崎

ι
目
ゆ
怪
市
」

ム

X
の
推
進
に
つ
い
て
司
二
回T
I
l
i
-
-
J

【
質
問
】
報
シ
ス
午
f
Aの
標
準
化
の
移
行
作
業
の
進
捗
と
今
後
の
ス
γ一

ケ
ジ
ュ
ー
ル
、
基
幹
シ
ス
テ
ム
標
準
化
に
お
け
る
見
積
も
り
精
査
支
援
一

に
関
す
る
本
市
の
対
応
や
影
響
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。
白
一

塁
ロ
弁
】
本
年
度
内
巴
吃
業
務
の
シ
ス
テ
ム
の
移
行
主
2
9
る
ま
ι。
ー

税
総
合
シ
ス
テ
ム
等
6

業
務
に
つ
い
て
は
令
和
ロ
年
度
末
ま
で
に
。
戸

籍
関
係
2

業
務
に
つ
い
て
は
国
の
検
討
結
果
を
踏
ま
え
て
移
行
時
期
を

判
断
す
る
。
ま
た
、
国
の
見
積
も
り
精
査
支
援
を
必
要
に
応
じ
て
活
用

し
、
標
準
化
に
か
か
る
経
費
全
体
の
コ
ス
ト
最
適
化
を
図
る
。

【
質
問
】
生
成
A
I
活
用
に
つ
い
て
、
本
市
の
現
在
の
取
り
組
み
状
況

と
、
そ
れ
が
業
務
効
率
化
に
ど
の
よ
う
に
寄
与
し
て
い
る
の
か
、
・
ま

た
、
生
成
A
I
の
活
用
は
今
後
ど
の
よ
う
に
進
展
さ
せ
て
い
く
考
え
な

の
か
を
伺
い
ま
す
。

.
【
答
弁
】
今
年
度
、
保
健
福
祉
部
及
び
こ
ど
も
部
で
生
成
A
I
を
活
用

し
た
相
談
内
容
要
約
シ
ス
テ
ム
を
導
入
す
る
。
市
民
部
で
は
マ
イ
ナ
ン

バ
ー
ヵ
l

ド
の
手
続
き
案
内
等
を
行
う
A
I
ア
バ
タ
ー
に
よ
る
窓
口
案

内
シ
ス
テ
ム
を
導
入
す
る
予
定
。

法
議
時
限
ほ
肢
は
け
寸

I
j

【
質
問
】
公
共
施
設
等
総
合
管
理
計
画
お
よ
び
個
別
施
設
計
画
の
見
直
・

し
に
お
い
て
、
次
世
代
へ
の
投
資
、
次
世
代
に
向
け
た
備
え
と
い
う
視
・

点
も
必
要
か
と
考
え
ま
す
が
、
当
局
の
見
解
を
伺
い
ま
す
。

【
答
弁
】
令
和8
年
度
か
ら
令
和
幻
年
度
ま
で
の
計
画
期
間
で
公
共
施

設
等
総
合
管
理
計
画
の
見
直
L

を
進
め
る
。
「
縮
充
」
の
考
え
方
に
基

づ
き
、
公
共
施
設
の
総
量
縮
減
と
機
能
充
実
を
両
立
さ
せ
る
。
新
た
な

施
設
整
備
に
お
い
て
は
「
ス
ク
ラ
・
ツ
プ
・
ア
ン
ド
・
ピ
ル
ド
」
の
原
則

を
適
用
す
る
。
叩
月
か
ら
住
民
説
明
会
を
開
催
し
、
公
共
施
設
マ
ネ
ジ
メ

ン
ト
の
取
り
組
み
巴
つ
い
て
市
民
巴
説
明
す
る
。

【
質
問
】
使
用
料
・
手
数
料
の
見
直
し
に
あ
た
っ
・
て
、
市
全
体
の
あ

ら
ゆ
る
経
費
に
つ
い
て
、
地
方
自
治
法
に
あ
る
最
小
の
経
費
で
最
大
の

効
果
の
考
え
の
さ
ら
な
る
徹
底
や
、
よ
り
厳
格
な
財
政
規
律
が
求
め
ら

れ
る
と
考
え
ま
す
が
、
当
局
の
見
解
を
伺
い
ま
す
。

【
答
弁
】
使
用
料
の
見
直
し
を
行
い
、
統
一
的
な
基
準
に
基
づ
く
適
正

価
格
化
を
図
る
。
市
民
負
担
が
急
激
に
上
昇
し
な
い
よ
う
、2
倍
を
超

え
る
場
合
は
2
倍
以
下
と
な
る
よ
う
激
変
夢
和
措
置
を
講
じ
.
る
。

よ
川
崎
ぽ
清
頃
虐
は
同
」lj

【
質
問
】
地
域
の
子
育
て
環
境
に
つ
い
て
、
持
続
可
能
な
も
の
と
す
る

た
め
、
地
域
保
護
者
、
市
民
活
動
団
体
、
行
政
な
ど
が
連
携
し
、
子
ど

も
会
活
動
へ
の
支
援
等
を
継
続
的
に
取
り
組
む
必
要
が
あ
る
と
考
え
ま

す
が
、
当
局
の
見
解
を
伺
い
ま
す
。

【
答
弁
】
少
子
化
や
核
家
族
化
、
共
働
き
世
帯
の
増
加
、
子
ど
も
の
習

い
事
に
よ
る
多
忙
化
な
ど
の
要
因
は
よ
り
、
子
ど
も
会
へ
の
加
入
率
は

減
少
傾
向
に
あ
り
、
現
在
は
全
児
童
数
の
約
加
%
と
な
っ
て
い
る
。
ま

た
、
郡
山
市
の
子
ど
も
会
育
成
連
絡
協
議
会
へ
の
加
入
団
体
数
も

5

年

3

前
の
2
1
7

団
体
か
ら
1
5
4

団
体
に
減
少
し
て
い
る
。
子
ど
も
会
が

地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
形
成
に
寄
与
し
、
子
ど
も
た
ち
の
健
全
育
成
に
重

要
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
育
成
連
絡
協
議
会
を
通
じ
て
地
域
の
意
見
を
把

握
し
、
引
き
続
き
支
援
を
行
う
方
針
で
あ
る
。
ま
た
、
地
域
の
公
民
館

を
中
心
と
す
る
青
少
年
健
全
育
成
推
進
地
区
協
議
会
や
ス
ポ
ー
ツ
少
年

団
、
子
ど
も
食
堂
な
ど
と
の
連
携
強
化
も
含
め
、
よ
り
良
い
支
援
の
あ

り
方
を
検
討
し
て
い
く
。
"
)

安男女平等と回答じた割合
学校教育の場 63.1 % 
社会全体 16. 7% 

大役割分担で主として妻が行う割合

家事の分野 5 1. 0% 
育児の分野 37. 5% 

郡山市朝日一丁目 23-7
丁目 024・924-2500

一

一、­一

司監F・!!'1"，~

司布、F

「男女平等意識」についでの
市民意識調査結果(令和 6年度)

川
v
l

団
号

i
F
L開
請

$
6

1
6

市
年

断
、
仙
一m

，
，
活
討

会
一
一ω

議
一
一
州

市

【
質
問
】
子
ど
も
・
の
居
場
所
づ
く
り
に
つ
い
て
は
、
さ
ま
ざ
ま
な

視
点
か
ら
の
検
討
の
も
と
、
多
棒
な
居
場
所
づ
・
く
り
に
取
り
組
む

べ
き
と
考
え
ま
す
が
、
当
局
の
見
解
を
伺
い
ま
す
。

【
答
弁
】
子
ど
も
の
居
場
所
づ
く
り
に
関
す
る
指
針
に
基
づ
き
、

子
ど
も
の
居
場
所
が
物
理
的
な
場
所
だ
け
で
な
く
、
遊
び
ゃ
体

験
、
活
動
な
ど
多
様
な
形
態
を
取
り
得
る
も
の
で
あ
る
J
特
に
放

課
後
児
童
ク
ラ
ブ
は
、
保
護
者
が
就
労
等
で
昼
間
家
庭
に
い
な
い

場
・
合
の
子
ど
も
た
ち
の
安
全
で
充
実
し
た
居
場
所
と
し
て
重
要
で

あ
る
ー
ま
た
、
子
ど
も
食
堂
は
食
事
提
供
だ
け
で
な
く
、
体
験
活

動
や
ク
リ
ス
マ
ス
会
な
ど
の
イ
ベ
ン
ト
を
通
じ
て
地
域
と
の
交
流

『
の
場
と
な
っ
て
い
る
。
ム
可
後
も
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
活
用
し
な
が

7
b
、
学
校
、
民
館
、
書
館
、
児
童
セ
ン
タ
ー
な
ど
め
地
域
資

一
源
喜
用
し
、
子
y
γ
も
の
視
点
に
立
っ
た
多
様
な
居
場
所
づ
く
り

十
を
推
進
し
て
い
く
。

i
l

ト
同
岡
山
閣
問
問
l
l
l
}
j

【
質
問
】
ジ
ェ
ン
ダl
平
等
に
つ
い
て
の
本
市
の
基
本
的
な
考
え

方
と
、
・
ジ
エ
ン
ダ
l

平
等
の
実
現
に
向
け
た
、
こ
れ
ま
で
の
取
り

組
み
ゃ
成
果
、
課
題
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

【
答
弁
】
郡
山
市
で
は
、
市
民
一
人
一
人
が
性
別
に
関
わ
ら
ず
人

権
が
尊
重
さ
れ
、
あ
ら
ゆ
る
分
野
で
平
等
な
男
女
共
同
参
画
の
ま

ち
の
実
現
を
目
指
し
て
い
る
。
性
別
に
よ
る
固
定
的
な
役
割
に
縛

ら
れ
る
こ
と
な
く
、
自
己
の
意
思
と
責
任
に
よ
り
多
様
な
生
き
方

を
選
択
で
き
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
と
い
う
認
識
の
も
と
、
・
ジ
エ

ン
・
ダl
平
・
等
実
現
に
向
け
た
取
り
絶
み
と
し
て
、
男
女
共
同
参
画

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
の
開
催
、
広
報
誌
や
ワ
ェ
プ
サ
イ
ト
に
よ
る
啓

発
、
出
前
講
座
の
実
施
な
ど
を
行
っ
て
き
た
が
、
男
女
の
不
平
等

感
や
固
定
的
な
性
別
役
割
分
担
意
識
、
ア
ン
コ
ン
シ
ヤ
ス
バ
イ
ア

ス
の
解
消
が
-
課
題
で
あ
る
と
認
識
し
て
い
る
。
第

4

次
郡
山
男
女

共
同
参
画
プ
ラ
ン
の
策
定
作
業
を
踏
ま
え
、
よ
り
効
果
的
な
施
策

を
多
角
的
に
検
討
し
て
い
く
。

うS\~~

園園田園-冨富国
I決算特別委員会で現地調査)

ゲリラ豪雨や台風等による浸水被害の軽減を

耳予めの事業.郡山中央工業団地内の雨水
幹婦や貯留管と接続じ、谷田川へ毎分 360m3 で
排水可能となる.事業費は令和 4年度から 7
年度迄で18億6千万円。

噌主?

究斗

114E4 
土 ~~U.. 工よ旦胴~

ポンプゲート{建設中)

石塚樋門{産量量中)
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(2) 

女
性
ぷ
も
選
ば
れ
る
ま
ち
づ
く
り
に
で
い
て

【
質
問
】
女
性
が
望
む
仕
事
や
生
活
を
自
由
は
選
べ
、
地
域
の
特
性
や
そ
れ

ぞ
れ
の
能
力
を
十
分
に
活
か
せ
る
機
会
が
あ
り
、
生
き
が
い
を
感
じ
な
が
ら

暮
ら
せ
る
ま
ち
.
つ
く
り
を
推
進
す
べ
き
と
考
え
ま
す
が
、
当
局
の
考
え
を
伺

い
ま
す
・
。

【
答
弁
】
女
性
の
活
躍
促
進
の
た
め
の
具
体
的
な
取
り
組
み
・
に
つ
い
て
、
事

業
者
の
意
識
向
上
を
図
る
「
男
女
共
同
参
画
推
進
事
業
者
表
彰
」
の
実
施

や
、
女
性
の
進
出
が
少
な
い
理
工
系
分
野
へ
の
興
味
を
促
進
す
る
「
理
工
系

女
子
支
援
事
業
」
の
実
施
、
女
性
起
業
家
へ
の
創
業
支
援
や
人
材
育
成
、
就

労
環
境
の
整
備
に
も
取
り
組
ん
で
い
る
。
ま
た
、
子
育
て
や
健
康
づ
く
り
の

支
援
策
の
充
実
、
困
難
な
問
題
を
抱
え
る
女
性
が
安
心
し
て
相
談
で
・
き
る
体

制
の
整
備
な
ど
、
プ
ラ
ン
の
基
本
目
標
で
あ
る
「
安
全
・
安
心
な
暮
ら
し
の

実
現
」
に
向
け
た
施
・
策
に
も
積
極
的
に
取
り
組
ん
だ
い
る
。
さ
ら
に
「
誰
も

が
個
性
と
能
力
を
十
分
に
発
揮
し
、
生
き
が
い
を
感
じ
ら
れ
る
町
」
「
選
ば

れ
る
町
・
郡
山
」
の
実
現
を
目
指
す
。

• 市議会だより

企
業
誘
致
に
つ
い
て

【
質
問
】
若
年
層
の
流
出
を
防
ぎ
流
入
を
促
進
す
る
た
め
の
企
業
誘
致
動
向

調
査
に
つ
い
て
、
就
職
先
とL
.て
希
望
す
る
企
業
の
選
定
方
法
や
調
査
結
果

を
踏
ま
え
た
効
果
的
な
企
業
誘
致
の
進
め
方
と
、
本
市
の
立
地
ポ
テ
ン
シ
ャ

ル
を
生
か
し
た
戦
略
的
な
企
業
誘
致
を
ど
の
よ
う
に
展
開
し
・
て
い
く
の
か
、
­

当
局
の
考
え
を
伺
い
ま
す
。

-
a

【
答
弁
】
民
間
調
査
会
社
や
公
的
機
関
の
調
査
結
果
か
ら
若
者
の
就
職
動
向

を
分
析
し
、
条
件
に
合
う
首
都
圏
所
在
企
業
を
選
定
す
る
予
定
。
・
ア
ン
ケ
ー

ト
調
査
を
通
じ
て
企
業
が
地
方
進
出
を
検
討
す
る
際
の
重
要
条
件
や
期
待
す

る
支
援
策
を
調
査
・
分
析
し
、
効
果
的
な
企
業
誘
致
施
策
を
検
討
・
展
開
す

る
。
医
療
関
連
産
業
や
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
な
ど
タ
ー
ゲ
ッ
ト
を
明
確
に

し
た
，
展
示
会
等
に
出
展
・PR

す
る
。
若
者
が
希
望
す
る
業
種
へ
・
の
ア
プ

ロ
ー
チ
な
ど
、
次
世
代
を
見
据
え
た
持
続
可
能
な
地
域
経
済
発
展
の
た
め
の

戦
略
的
な
企
業
誘
致
活
動
を
展
開
す
る
。

• 
岡
田
議
員
が3
つ
の
請
願
の
採
択
を
求
め
て
行
っ
た
反
対
討
論

2025年秋月

軍
事
予
算
削
減
と
核
兵
器
禁
止
条
約
の
署
名
を
求
め
る
意
見
書
提
出
の
請
願
書

4
2
t
'ー
'
4
V十
l
i
l
t
s
a
l
t
-
』
1
3
1
1
E
S
E
t
B
E
l
a
-
-
s
z
a
E
E
E
B
L
E
B
'
'
B
E
E
S
S
'
s
I
E
E
E
E
E
E
E
B
B
I
t
-
E
2
4
E
E
E
E
E
B
E
E
'
E
s
-
-
t
t
E

石
破
政
権
は
、
.
2
0
2
5

年
の
防
衛
費
を
8

・
7

兆
円
ま
で
拡
大
し
、
中

国
・
北
朝
鮮
・
ロ
シ
ア
な
ど
と
の
緊
張
激
化
を
口
実
に
、
.
自
衛
隊
基
地
の
地
下

移
設
化
、
沖
縄
南
西
諸
島
を
は
じ
め
、
日
本
本
土
に
も
6

カ
所
の
ミ
サ
イ
ル
基

地
を
新
設
す
る
計
画
を
発
表
す
る
等
、
戦
争
準
備
に
力
を
入
れ
て
い
ま
す
。
戦

争
に
な
れ
ば
、
何
の
罪
も
な
い
一
般
国
民
が
大
勢
犠
牲
に
な
り
、
そ
れ
ま
で
築

き
上
げ
た
文
明
も
、
美
し
い
自
然
も
破
壊
さ
れ
て
し
ま
い
ま
す
。
軍
備
の
拡
大

は
戦
争
の
準
備
で
あ
p

、
決
し
て
国
民
の
平
和
を
守
る
力
に
は
な
り
ま
せ
ん
。

東
南
ア
ジ
ア
諸
国
連
合
(
A
S
E
A
N
)
が
実
践
し
て
い
る
平
和
の
地
域
共
同

体
づ
く
り
の
方
向
こ
そ
、
平
和
憲
法
を
持
つ
日
本
が
と
る
べ
き
安
全
保
障
政
策

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
軍
事
費
の
大
幅
拡
大
政
策
と
戦
争
準
備
の
政
策
を
た

だ
ち
に
中
止
し
、
国
民
生
活
支
援
に
予
算
を
振
り
向
け
る
こ
と
を
求
め
ま
す
。

世
界
平
和
を
め
マ
る
、
も
う
一
つ
の
緊
急
課
題
に
核
戦
争
の
阻
止
が
あ
り
ま

す
。
ト
ラ
ン
プ
大
統
領
も
、
プl
チ
ン
大
統
領
も
、
核
の
先
制
使
用
を
否
定
し

て
は
い
ま
せ
ん
。
「
核
抑
止
力
論
」
自
体
も
、
い
ざ
と
い
う
時
の
核
使
用
を
前

提
と
し
た
も
の
で
あ
り
、
核
戦
争
を
起
こ
さ
せ
な
い
唯
一
の
保
証
は
、
核
兵
器
'

の
廃
絶
を
実
現
さ
せ
る
こ
と
で
す
。
ご
の
核
兵
器
禁
止
条
約
が
、
国
連
加
盟
国

の
多
数
が
参
加
す
る
条
約
と
し
て
現
実
の
カ
を
発
揮
す
る
ま
で
、
・
あ
と
少
し
の

地
点
に
来
て
い
ま
す
。
日
本
政
府
が
、
核
保
有
国
と
の
「
橋
渡
し
」
役
を
果
た

す
と
い
う
な
ら
、
条
約
批
准
国
に
入
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
は
じ
め
て
そ
の
カ
を

発
揮
で
き
る
.
と
い
う
こ
と
を
、
強
調
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

f" 

i 賛否が分かれた議案と請願 c= は賛成 〈は反対
「
消
費
一
部
率

5
%
m

リ
へ
の
減
税
を
求
め
る
意
見
書
」
を
政
府
に
送
付

す
る
苫
と
を
求
め
.
る
請
願
書
・

7
月
の
参
院
選
挙
で
、
国
民
は
、
石
破
政
権
が
示
し
た
2

万
円
給
付
案
よ

り
、
全
て
の
野
党
が
主
張
し
た
何
ら
か
の
・
形
の
消
費
税
引
き
下
げ
案
を
支
持

し
ま
し
た
。
今
、
多
く
の
国
民
の
生
活
は
、
本
当
に
圏
難
な
状
況
に
あ
り
ま

す
。
根
本
の
原
因
は
、
叩
年
以
上
の
長
き
に
わ
た
っ
て
パ
;
働
く
人
の
賃
金
が

減
り
続
け
て
き
た
と
い
う
、
・
世
界
に
類
例
を
み
な
い
国
民
い
じ
め
の
政
策
に

あ
り
ま
す
が
、
こ
れ
に
、
と
ど
め
を
刺
し
た
の
が
、
安
倍
政
権
が
実
施
し
た

2

度
の
消
費
税
の
引
き
上
げ
で
し
たι
最
低
賃
金
の
大
幅
引
き
上
げ
、
年
金

の
引
き
上
げ
な
ど
と
と
も
に
、
消
費
税
を
せ
め
て5
%

に
戻
し
て
い
く
、
そ

の
た
め
に
富
裕
層
や
大
企
業
本
位
に
ゆ
が
め
ら
れ
た
税
制
度
を
、

a
適
正
な
負

.
担
状
況
に
戻
し
て
い
く
努
力
が
必
要
で
す
。

」下

「
適
格
請
求
書
保
存
方
式
(
イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
)
の
廃
止
を
求
め
る
意
見
書
」
を

政
府
民
送
付
す
る
ご
と
を
求
ぬ
る
請
願

課
税
売
上
高
が
I
0
0
0

万
円
以
下
の
小
規
模
事
業
者
は
、
こ
れ
ま
マ
消

費
税
の
負
担
は
免
除
さ
れ
て
き
ま
し
た
。20
2
3

年
1
0

月
の
イ
ン
ボ
イ

ス
制
度
の
導
入
か
ら
、
適
格
請
求
書
を
発
行
で
き
な
い
免
税
業
者
は
、
取
引

関
係
か
ら
排
除
さ
れ
る
危
険
が
高
ま
り
ま
し
た
。
一
方
イ
ン
ボ
イ
ス
登
録
す

れ
ば
、
.
多
額
の
消
費
税
負
担
が
の
し
か
か
っ
て
き
ま
す
。

2
0
2
6

年
9

月

と
言
わ
れ
る
2

割
特
例
が
終
了
す
れ
ば
、
廃
業
・
倒
産
の
増
加
は
、
必
至
と

言
わ
れ
て
い
ま
す
。
中
小
事
業
者
を
淘
汰
す
る
よ
う
な
、
イ
ン
ボ
イ
ス
制
度

は
直
ち
に
廃
止
す
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

志 新 公 緑 自 共
4ームz ‘無

，謹Ii!':.呈 所 立 れ

期 政 明 風 民 産 属 い
件 名

4z』z J品tt
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市議団が賛成し、採択された請願

設不安を求な未め来る請を希願望書に変えるため、郡山市への制度創
。 x ﾗ 。 ﾗ O' 。 。 。 。

市議団が採択を求めて討論した請願請願

軍書事提予出算の削請減願書と核兵器禁止条約の署名を求める意見
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意「適見格書請J 求を書政等府保に存送方付式する(イこンとポをイ求スめ制る度瀬)の願廃書止を求める ﾗ x x ﾗ ﾗ 。 。 x 。
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別記第 1 号様式 支出調書

会派名 日本共産党郡山市議団
)葱， fi官

区分 事 由 費目・金額 店計

. ¥ 
査研究

修費

。 lb?繋f~~Jy ギ与 J66比

旅費

資料作成費

支出年月日同明，~刈 強謹す 13 合計 午 4- lbó l.!>



別記第 2 号様式

支出明細書兼支出証明書
J
一
一同

問 名費※該当する区分にO印分区

研修

一
駅
臥

欄
問

費

5 

聴

資料購入費

広4 

8 

費

資料作成費

通信運搬・自動車燃料費(郵便料等)

報広費

費議A. 
';z::;;' 

2 

6 

調査研究費

要請 a 陳情活動費

事務所費

1 

11 

「

10 

白台自出支

(支出事由)

rhc喰

4ゴ・内

額金出支先

F自)初~c47与問ríf~リ

出支

す年/
之O

2， 6 今一.ofJ V 円

議員氏名

上記のとおり支出します。

! 領収是正也似産〆初出キ室長田様 No
ドヨコ ‘三;三令一ミ

|:f::三.. 主:三三三三ご竺幸妥羽抗'~I主r~之22〈込)::.、悌以(:1防rL5β夕; 防防凶:プ'=1同ti三 • 
l 内訳、 l 
i 乳金 但 1刈議会ωフ句創作
| 十初手二 / )ð;込五年ノ月お目 上記正に領収いたし主

手形 / 憎い糊~.~{!l;.側勝;ー-
f-糊引) 令 控二組:共;鶴

，-て消費税務cZ7F 調戸ム 一
雄創両国主:.~~!*，;.p R:Ó'恵三和:，r"' ~.:..____ 

領収書及び料金内訳明細書等貼付欄

GR1623 ・

-
も~
r
d

A
'
J
P
E
a
 

l

-

-

※複数の領収書等を貼る場合は、重ならないように貼付してください。

※欄内に貼付できない場合は、別記第 11 号様式「領収書等整理票j に貼付してください。
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請求書

...,...(l." 

澗
日本共産党郡山市議団御申

干963・8004

福島県郡山市中町15番2
話

E締

41毎

ド牒

J 

油

~(副240,000 

24,000 

小計

税 (10%)

※
識
階
舟
見
〉
崎
別
売
嚇
織
品
川
田
肝
が
緬
ゆ
存

d
同
開
砂
川U合
τ

」H
W
F
H油
貯
ヰ
戸
、
パ
八
%
代
前

τ
。

金額

240,000 

単価

6.00 

単位

枚

数量

40;000 

考備区分 内容

市議会だより 12月議会

合計金額(円) ￥264.000 

その他の情報

有限会社郡山共同印刷

024-932・6958

会社名

電話

携帯

支払いの詳細

受取人名:有限会社郡山共同印刷

銀行名: ~樹大東銀行 本店営業部

銀行・支店コード: 0514/030 



広報誌全体と対象外面積で按分する口

』、

1 広報誌全体面積

271 mmX 381 mmX 2 面二 206, 502 nnfi 

2 対象外面積

① m皿× mm= nnfi 

② mmX mm= mm 2 

③ mmX m皿= mm 2 

④ mmX mm= mm 2 

⑤ mmX mm= mm 2 

• o nnfi .・・五

3 按分割合

証 7 i X 100 対象外按分率 o % 

4 対象経費算出

支出額 264, 000 円 ﾗ 対象外按分率 0%=  0 円. . . m 

(1 円以下切り上げ)

支出額 264， 000 円一出=対象経費 264.000 円

• 



12月議会
報告ビスの拡充を-• 市職員の待遇改善と公務サ

.)..7/ 

1ft'"花

ロ
月
定
例
会
が
れ
月
お
日
よ
り
ロ
月
市
日
ま
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
4
日
に
行
わ
れ
た
岡
田
議
員
の

一
市
政
一
般
質
問
で
は
、
教
育
現
場
で
の
働
き
方
の
問
題
に
つ
い
て
、
ま
た
、
生
活
保
護
に
関
す
る
問
題

一
に
つ
い
て
質
し
ま
し
た
。
討
論
で
は
岡
田
議
員
が
議
案
第

1
6
6

号
「
令
和
7
年
度
郡
山
市
一
般
会
計

補
正
予
算
(
第
6

号
〉
」
ハ
債
務
負
担
行
為
の
補
正
)
中
「
学
校
用
務
員
業
務
委
託
料
(
令
和

7

年
度

一
分
)
」
と
、
郡
山
市
議
会
議
員
と
市
長
等
特
別
職
の
ボ
ー
ナ
ス
ア
ッ
プ
に
関
す
る
議
案
A

件
に
反
対
す

る
討
論
、
常
任
委
員
会
審
査
で
不
採
択
と
な
っ
疋
請
願
第
m
m号
の
採
択
を
求
め
る
討
論
を
行
い
ま
し

一
た
。

間
回
議
員
の
市
政
一
般
質
問

II 同司 ，園町司

I1 た答雇とな質し均と答学事け質
II め弁用しけ問てよ答弁校をれ問

昭和35年から始まった人事院勧告制度(地方公務員は人事委員会勧 11 、】形てれ】いりえ】司そぼ】
! 1 長 5 態もば特る 3 て令書の最学

告)は、その完全実施を求める労働者のたたかいも相まって、民間企! 1 期年を十な別 。ポお和の程低校
業労働者に比較し劣悪だった公務労働者の勤務条件や給与を改善する I1 休問 、分ら支 イり 7 専度限司
役割を果たした。 rプラザ合意J による急激な円高の進行、公共事業 11 暇・の通なな援 ン 、年門のの書
拡大政策と低金利政策によるパプル経済の隆盛とその崩壊を経て、財 i 1 の経年役い教 ト勤度性も仕の

|前過雇割状育 以務のの句事週
界・大企業は、相対的に高くなった圏内の労働力を見捨て、安い労働! 1 後措用を況補 上時堂賃 は 25
力を求めて海外進出を企図、圏内の産業空洞化と言われる現象を引き! 1 1 置に果に助 高開校金主で時
起こした。国内では工場や営業所の閉鎖などが相次ぎ、労働者の解雇! I 日の改たあ員 くの訪面 28 き問
、非正規詰働者への置き換えが急速に進んだ v れγ より 民間労働 í 1 を後めする・ 、中間に完な勤

。_o4 '-'r '-o 、 ー! 1 勤、るた。学 令ででおヤい務
!者の賃金水準が急激に低下し、公務員賃金が民間賃金を上回るといっ i 1 務学べめこ校 和適実けよ k の
i 逆転現象を生んだ。 1998年からの 0%台という低額勧告の後、 2002年 i I 日期きにれ生 5 切施る宮い給
!からは、本給部分のマイナス勧告が実施された。それでも、民間賃金 i I と雇で同で活 年にし評器う与
;との格差を埋められないとわ切と、 2006年、民間の比較対象企業規 i I す用は は支 度業や価型声は
i 模を rlO叫上」から「似以上」に引き下げて、公務員給与表の !l tt 均一賞 作ERSsz
i 大改悪を実施した。これ以降、民間の景気の動向に関係なく、公務員 iI とやか休立は の行司学だるり

i 間i;23器官裂を会議ftfZ725iiu 。払 ZZ即時
r100人以上」に戻したことがあげられる。安倍政権が行付生活保! 1 す務 量一年 司ての蚕う.=1t:n>l"。時 個 4 書き面官認 1 円

;護費の引き下げは最高裁判決で「法律違反」だと断罪された。 r民間 iI ~関 与人月 全て談妥識日で
i 準拠」の基本である比較対象規模を強引に引き下げたこの 1 9 年間の! I の時 のとか 校いに 35F5 あ
i 人事院勧告制度は、その違法性を関われてしかるべきではないか。!I 補 情しら 配売お箭 d 時り

一一一一一一一一..-" 1 助週 報て全 置
ーL....， 1 員 29 共安員 に全て遇ののと

いいのちのす斡決 1 認325民自医I1 訪問盛期i
e いのちのとりで裁判」の最高裁判 jl 定をれジ】容】|に φ11 員ら 導生雇 質で中必更十立

;完32iiiii251引弔問lii 告単語i
;て報告書を出させ、引き下げ前に遡 11 踏る今、必 しトモ.11 . ~分 等と長 壁き司か語るる
;って全利用者に対して改めて 2. -:90/0 II まの後自要今た 1 孟.11 回に のは期 型の書。脊そこ
j 減額する基準の再改定を行い、その 11 えで、治と後対十墾'.1 1 研な 時で休 蓄児が まのと
j 上で、安倍政権が引き下げた一律マ 11 、、厚体なの応十判 "11 修つ 聞き業 が童業 三根は
;ィナス 4.78弛からこの 2.49%分を 11 適本労がる市策| ζ11 会た がな中 推生務 込本で
j 差し引き 2.29%分、約10万円を支給 11 切市省行事のは I .:島 11 を。 保いは 進徒量 おにき
:するという補償金の値切りを行つ! I 長 tEi耕一| 寄付実情 証。、 でのに 発はな
:た。さらに、原告には特別給付金川|応て治体内 lさま| 劃|ぞ支 持怒 号署管 区しj
jZ525謡館主足立22ぷ|主吋開店1:' ~II ~奪三早暮れ居間宮
j ないとわう、支援者を含めた裁判関 11 い厚対事実 浅十巻 11 る研 き支を と全は に書時
j 係者に分断を持ち込むという最悪の! I く。労し項施 ま[白の 11 ~修 だ援探 認固な もの問
;対応策を決定した。 II 省説がの し Lー『ー..J I の 。員さ 識平い・ 、仕な

入
輪
開
制
度
の
問
題
に
つ
い
て

【
質
問
】
労
働
基
本
権
制
約
の
代
償
機
関
と
し
て
設
置
さ
れ
た
は
ず
の
人
事
院
・
人
事
委
員
会
が
行
っ
た
本
給
マ

イ
ナ
ス
勧
告
と
比
較
対
象
企
業
規
模
の
引
き
下
げ
が
、
公
務
員
給
与
引
き
下
げ
の
最
大
の
要
因
だ
っ
た
の
で

は
な
い
か
。

【
答
弁
】
入
勧
制
度
は
、
公
務
員
の
勤
務
条
件
を
社
会
一
般
の
情
勢
に
適
応
さ
せ
る

m情
勢
適
応
の
原
則
」
が
基

本
で
あ
り
、
官
民
給
与
の
比
較
に
お
け
る
企
業
規
模
の
見
置
し
に
つ
い
て
も
、
制
度
の
趣
旨
を
踏
ま
え
行
わ
れ

て
い
る
も
の
と
認
識
し
て
い
る
。

【
質
問
】
今
年
、
比
較
民
間
企
業
規
模
が
「
1
0
0

人
以
上
」
に
引
き
上
げ
ら
れ
た
が
、
例
え
ば
郡
山
市
の
職
員

数
3
3
0
0

人
を
考
え
れ
ば
、
そ
れ
で
も
足
り
な
い
の
で
は
な
い
か
。
現
に
今
年
の
人
勧
で
も
、
中
央
官
庁
に

勤
務
す
る
職
員
に
は
「
東
京
特
別
区
の
企
業
規
模
1
0
0
0

人
以
上
の
本
店
事
業
所
の
従
業
員
と
対
応
さ
せ
る

こ
と
巳
し
た
」
と
改
善
が
行
わ
れ
た
。
マ
イ
ナ
ス
人
勧
の
実
施
と
言
い
、
四
年
間
の
根
拠
な
い
比
較
対
象
企
業

規
模
の
引
き
下
げ
と
言
い
、
人
事
院
勧
告
制
度
(
人
事
委
員
会
勧
告
制
度
)
は
、
も
は
や
限
界
に
き
て
い
る
の

で
は
な
い
か
。
新
し
い
公
務
員
の
賃
金
体
系
の
検
討
が
必
要
な
の
で
は
な
い
か
。

【
答
弁
】
本
市
職
員
の
給
与
に
つ
い
て
は
、
地
方
公
務
員
法
に
よ
り
、
人
事
院
及
び
県
人
事
委
員
会
に
よ
る
給
与

勧
告
の
内
容
を
尊
重
し
、
国
及
び
県
に
準
拠
し
た
給
与
体
系
を
維
持
し
て
い
く
こ
と
が
基
本
と
認
識
し
て
い
る
。

学
校
司
書
、
補
助
員
・
支
援
員
の
待
遇
改
善
に
つ
い
て

v ラ

川
M
V

|
同
l

団
、
月

よ
幡
恥

だ
伽
問

会
一
一
引

議
制
M

E
-
-

日
|

市
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(2) 

ユ
権
利
と
し
な
生
活
保
合
言
広
三
，

t
一
一

L 

【
質
問
】
政
府
の
.
国
連
勧
告
へ
の
対
応
、
国
民
の
意
識
状
況
を
考
え
れ
ば
、

「
生
活
保
護
受
給
は
市
民
の
権
利
」
で
あ
る
こ
と
を
.
周
知
さ
せ
る
に
は
、

権
利
ポ
ス
タ
ー
作
成
の
よ
う
な
抜
本
的
取
り
組
み
強
化
が
必
要
で
は
な
い

、
刀

【
答
弁
】
本
市
に
お
い
て
は
、
市
の
ウ
エ
プ
サ
イ
ト
の
掲
載
を
は
じ
め
、
生

活
保
護
制
度
を
分
か
り
ゃ
す
ぐ
説
明
し
た
「
生
活
保
護
の
し
お
り
」
を
作

成
し
:
各
行
政
セ
ン
タ
ー
等
窓
口
へ
配
置
す
る
と
と
も
に
、
広
く
周
知
に

努
め
て
い
る
。
生
活
保
護
受
給
を
検
討
し
て
い
る
方
々
は
、
様
々
な
課
題

を
抱
え
て
い
る
乙
と
か
ら
、
お
一
人
お
一
人
の
悩
み
を
傾
聴
し
、
適
切
な

ア
セ
ス
メ
ン
ト
(
評
価
ぺ
査
定
)
を
行
っ
た
上
でν

利
用
に
つ
な
げ
る
こ

と
が
大
事
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。
・
.
・
一

【
質
問
】
福
島
市
と
い
わ
き
市
の
同
僚
議
員
に
、
自
家
用
車
所
有
者
の
件
数
、

移
送
費
の
実
績
の
2

件
に
つ
い
て
調
査
し
て
も
ら
っ
た
と
こ
ろ
、
福
島
市

の
場
合
、
自
家
用
車
所
有
は
加
入
、
移
送
費
の
実
績
は
4
3
9
3

件
(
昨

年
度
v
。
い
わ
き
市
の
場
合
、
今
年
4
/
l
時
点
の
自
家
用
車
所
有
引
件
、i

移
送
費
実
績
は
今
年
半
年
で
1
5
1
3

件
と
の
回
答
が
あ
っ
た
。
本
市
の

場
合
、
以
前
の
答
弁
で
、
自
家
用
車
所
有
日
件
、
移
送
費
実
績
1
3
6

件

と
報
.
告
さ
れ
た
が
、
両
.
市
と
比
較
す
れ
ば
、
本
市
の
対
応
の
改
善
が
必
要

‘, •• 
で
は
な
い
か
。

4
・
司
、
【
答
弁
】
福
島
市
と
い
わ
き
市
の
実
績
に
は
、
医
師
や
看
護
師
の
訪
問
診
療
・

看
護
に
か
か
る
交
通
費
も
含
ま
れ
τ
い
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
た
。
本
市
も

同
様
に
集
計
す
れ
ば
、
令
和6
年
度
の
場
合
1
8
3
1

件
と
な
る
。

本
市
の
対
応
で
あ
る
が
、
国
の
実
施
要
領
、
\
運
営
要
領
に
従
っ
て
適
切
に

制
度
を
運
用
し
て
い
る
。

一
【
質
問
】
以
前
か
ら
問
題
に
し
て
き
た
福
島
市
・
い
わ
き
市
と
比
較
し
低
す

ぎ
る
住
宅
扶
助
費
、
臼
中
核
市
中
、
郡
山
市
、
い
わ
き
市
、
八
戸
市
の

3

市
の
み
と
言
わ
れ
る
不
平
等
な
級
地
指
定
の
改
善
は
、
待
っ
た
な
し
の
課

題
で
は
な
い
か
。
-
-
.
，

【
答
.
弁
】
.
ど
ち
ち
も
、
他
の
類
似
す
る
自
治
体
と
比
較
し
、
低
く
設
定
さ
れ

て
い
る
こ
と
か
ら
、
令
和
3

年
度
以
来
見
置
し
の
要
望
を
行
っτ
お
り
.
、

本
年
も
4

月
と

8

月
に
要
望
書
の
提
出
を
行
っ
た
。
今
後
も
、
国
へ
の
要

望
を
継
続
し
て
実
施
し
て
い
く
。

市議会だより~. 
なぜ生活保護が権利として広がらないのかー

日本共産党発行の「議会と自治体J 1 2 月号が生活保護の特集を組み、なぜ生活

保護が権利として広がらないのか、その背景を探っている。 rいのちのとりで裁

判J で最高裁での勝利判決を伝えたニュースにも、 「裁判オる気力があるなら働

け1・「生活保護に私たちが納税した税金を充てられていることに納得できない」な

どの声が寄せられたり、 2007年の世界意識調査で「自力で生活できない人を政

府が助けてあげる必要があるかJ の質問に、 「政府が助けてあげる必要は全くな

しリ 「必要があるとは思わないJ の合計が、日本は 38%でダントツ 1 位。 2位は

アメ D カで 28%、世界各国は 7"-'10%程度で、特lと日本では自己責任論が蔓延

していることがわかる。また、 2 0 1 3 年に国連の社会規約委員会が日本に行った

「生活保護の申請手続を簡素化し、かっ申請者が尊厳をも

って扱われることを確保するための措置をとるよう J r公

的な福祉的給付に付随したスティグマ(熔印)をなくす観

点から国民を教育する日」という勧告を、政府は内政干~室奈義務ずご
渉だと反発し、取り合わなかった。・ I t 乙民訴訟協pち

2026年1 月

回

-
H
m
町
均
産
業
廃
物
最
終
処
抑
揚
漣
設
む
つ
い
て

【
質
問
】
す
で
に
、
表
れ
て
い
る
こ
れ
ら
.
の
状
況
は
、
.
「
建
設
申
請
を
さ
せ

な
い
」
「
取
り
下
げ
て
も
ら
う
」
理
由
と
し
て
十
分
で
あ
り
、
そ
れ
-
で
も

申
請
が
な
さ
れ
た
場
合
は
、
市
と
し
て
許
可
じ
な
い
と
い
う
勇
気
あ
る
決

断
が
求
め
ら
れ
る
の
で
は
な
い
か
。

【
答
書
}
産
廃
処
分
場
の
設
置
許
可
に
あ
た
っ
て
は
、
「
廃
棄
物
処
理
及
び

清
掃
に
関
す
る
法
律
」
でA

「
公
平
・
公
正
か
つ
中
立
的
な
立
場
」
で
適

切
に
審
査
す
る
と
さ
れ
て
お
り
、
許
可
権
者
に
は
要
件
を
満
た
し
て
い
る

申
請
を
不
許
可
と
す
る
裁
量
権
は
な
い
。
し
か
し
、
本
市
と
し
て
は
、
こ

れ
ま
で
も
事
業
者
に
対
し
河
川
や
井
戸
水
を
含
め
た
水
質
、
ィ
悪
臭
や
粉
塵

の
発
生
に
よ
る
大
気
の
状
況
等
、
環
境
へ
の
配
慮
に
つ
い
て
指
導
す
る
と

と
も
に
、
住
民
へ
の
十
分
か
つ
丁
寧
な
説
明
実
施
を
求
め
て
き
た
。
。
加
え

て
、
国
に
た
い
し
・
て
最
終
処
分
場
の
過
度
な
集
中
立
地
の
抑
制
や
住
民
説

明
会
の
仕
組
み
の
構
築
な
ど
に
つ
い
て
、
福
島
県
と
と
も
に
働
き
か
け
を

行
っ
て
き
た
。
今
後
も
、
住
民
の
思
い
が
置
き
去
り
に
さ
れ
る
こ
と
が
な

い
よ
う
、
寄
り
添
っ
た
取
り
組
み
を
行
っ
て
い
く
。

f 

産廃施設建設で、すでに出て

いる深刻な影響

現在稼働中の施設が 1 施設、建設中の

臨設が 1 施設、計画中の 3 カ所自の産廃

施設は、より田村町の中IL'地に近く、周

辺住居も 30数戸、すべて井戸水を使用

しており、掘削が始まれば井戸水の濁り

や枯渇などで重大な影響が出るのではと

懸念されている。また、計画が明らかに

なる前、建設予定地北東に隣接する形で

24 区画の団地建設が計画され 5 戸まで

は順調に入居ポ決定したのだが、建設が

持表されるとパタッと動きがとまってし

まっ・た。先日実施された 2 回目の説明会

に参加した人の中でも、 「もし、建設が，.

決定したらよおれは田村町を出ていく」

と言っていた人もいた。

(田村町S さんから情報提供)

賛否が分かれた議案と請願(凶成

名

J1耕線対し;可決された議案についτ
人事異動に伴う用務員業務め委託に係る債務負担行為
について

件

。

x 市長及び特別職、.議員の期末手当の引き上げについて

kT績開が慨を求めて討謝した請願について
学校給食の放射性物質の検査の再開と、学校給食に使用
する食材(米、野菜)を育てる圏場の土壌の放射能測定を
求める請願

i
l
i
-
-
I
l
l
i
t
-
-
l
a
 

• 

・
・

.
 

• ・

岡
田
議
員
の
討
論

岡
田
議
員
は
、
次
の

3

点
に
つ
い
て
明
確
に

反
対
・
要
望
を
示
し
ま

し
た
。

要
豹

-
学
校
用
務
員
の
民

問
委
託
に
反
対

異
動
し
た
ば
か
り
の

職
員
を
再
び
動
か
す
の

は
不
当
で
あ
り
、
災
害

対
応
な
ど
で
技
能
労
.
務

職
員
百
重
要
性
が
再
評

価
さ
れ
て
い
る
こ
と
か

ら
、
公
務
員
と
し
て
雇

用
を
維
持
す
べ
き
と
主

張
。
.

2

市
長
等
特
別
職
・

市
議
会
議
員
の
ボ
ー
ナ

ス
増
額
に
反
対
。

物
価
高
勝
で
市
民
生

活
が
苦
し
い
中
、
行
政

側
が
自
ら
の
報
酬
を
上

げ
る
べ
き
で
は
な
い
と

指
摘
。

3

学
校
給
食
の
放
射

能
検
査
の
再
開
を
求
め

る

地
産
地
消
を
進
め
る

に
は
検
査
継
続
が
不
可

欠
で
あ
り
、
他
市
で
は

続
け
て
い
る
こ
と
か

ら
、
郡
山
市
で
も
子
ど

も
の
安
全
の
た
め
再
開

す
べ
き
と
主
張
。



別記第 2 号様式

支出明細書兼支出証明書

1 調査研究費

5 要請・陳情活動費

10 事務所費

※該当する区分にO印

4 広聴費

8 資料購入費

支出番号 3

費目名

支出目的

(支出事由〉

区分

.;1 2 研修費 (3) 広報費
..jーザ_...-・-・甲山山町一・，-'・四……ω・.-一一・明，~+__;J，側一一一』一...j 吋-..~・ F一......山

6 会議費 j7 資料作成費‘

11 通信運搬・自動車燃料費(郵便料等)

~r!-"'I.tJ ，へ-

支出費目を記入

3ry~oo枚《
内/容

年
一
/

出
一
年

支
←
rA

々

支出先 支出金額

ユo
(有J1p山英同印刷 j タょμEC阿

上記のとおり支出します。

議員氏名 問岡敬入

領収書及び料金内訳明細書等貼付欄

託尋

証日本一支え主泡1j争点字禄:図様

内訳

琉金

小初予

手形

/ 
/ 

u
n
一
山
川
河

H守
一
H守

額
一
額

税
一
税

島
只
一
&
賀

北
同
一
市
川

3
 
2
 
6
 
1
i
 
R
 

G
d
l

、

※複数の領収書等を貼る場合は、重ならないように貼付してください。
※欄内に貼付できない場合は、別記第 1i 号様式「領収書等整理票J に貼付してください。
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日本共産党郡山市議団御申

罰

仙
川

市
川
幽

4t尊

ド勝
138,750 3.70 枚37,500 

組

引.Im-
税(10%)

※
市
阿
継
舟
見
)
拘
凪

F一
河
嚇
輔
副
川
涯
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F
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請求書

金額単価単位数量考備区分 内容

市議会だより 12月議会

新聞折込 1月 18日朝刊

138,750 
13,875 

小計

合計金額(円) ￥152.625 

その他の情報

有限会社郡山共同印刷

024・932・6958

会社名

電話

携帯

支払いの詳細

受取人名:有限会社郡山共同印刷

銀行名:制大東銀行 本店営業部

銀行・支店コード: 0514/030 

, 
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広報誌全体と対象外面積で按分する。

1 広報誌全体面積

271 mmX 381 mmX 2 面= 206, 502 nufi ・・・ 1

2 対象外面積

① mmX m皿= m面

② mmX mm= IId 

③ mmX mm= mm 2 

④ mmX mm= mm 2 

⑤ mmX mm= IIla 

• o nufi • • .五

3 按分割合

主 --;-. X 100' 対象外按分率 0%  

4 対象経費算出

支出額 152, 625 円 ﾗ 対象外按分率 0%=  0 円・・・出

( 1 円以下切り上げ)

支出額 152， 625 円一世=対象経費 152， 625 円

• 



12月議会
報告ビスの拡充を

¥. 
市職員の待遇改善と公務サ-

J ク/

タ事汐乙

一
ロ
月
定
例
会
が
れ
月
m
m
日
よ
り
ロ
月
巧
日
ま
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
4

日
に
行
わ
れ
た
岡
田
議
員
の

一
市
政
一
般
質
問
で
は
、
教
育
現
場
で
の
働
き
方
の
問
題
に
つ
い
て
、
ま
た
、
生
活
保
護
に
関
す
る
問
題

一
に
つ
い
て
質
し
ま
し
た
。
討
論
で
は
岡
田
議
員
が
議
案
第

1
6
6

号
「
令
和
7

年
度
郡
山
市
一
般
会
計

一
補
正
予
算
(
第
6

号
)
」
(
債
務
負
担
行
為
の
補
正
)
中
「
学
校
用
務
員
業
務
委
託
料
(
令
和

7

年
度

分
)
」
と
、
郡
山
市
議
会
議
員
と
市
長
等
特
別
職
の
ボ
ー
ナ
ス
ア
ッ
プ
に
関
す
る
議
案
4

件
に
反
対
す

る
討
論
、
常
任
委
員
会
審
査
で
不
採
択
と
な
っ
た
請
願
第
お
号
の
採
択
を
求
め
る
討
論
を
行
い
ま
し

疋
。

岡
田
議
員
の
市
政
一
般
質
問

一
人
勧
制
度
の
問
題
に
つ
い
尤

【
質
問
】
労
働
基
本
権
制
約
の
代
償
機
関
と
し
て
設
置
さ
れ
た
は
ず
の
人
事
院
・
人
事
委
員
会
が
行
っ
た
本
給
マ

イ
ナ
ス
勧
告
と
比
較
対
象
企
業
規
模
の
引
き
下
げ
が
、
公
務
員
給
与
引
き
下
げ
の
最
大
の
要
因
だ
っ
た
の
で

は
な
い
か
。
ー

【
答
弁
】
大
勧
制
度
は
、
公
務
員
の
勤
務
条
件
を
社
会
一
般
の
情
勢
に
適
応
さ
せ
る
「
情
勢
適
応
め
原
則
」
が
基

本
で
あ
り
、
官
民
給
与
の
比
較
に
お
け
る
企
業
規
模
の
見
置
し
に
つ
い
て
も
、
制
度
の
趣
旨
を
踏
ま
え
行
わ
れ

て
い
る
も
の
と
認
識
し
て
い
る
。
。

【
質
問
】
今
年
、
比
較
民
間
企
業
規
模
が
「
1
0
0

人
以
上
」
に
引
き
上
げ
ら
れ
た
が
、
例
え
ば
郡
山
市
の
職
員

数
3
3
0
0

人
を
考
え
れ
ば
、
・
そ
れ
で
も
足
り
な
い
の
で
は
な
い
か
。e現
に
今
年
の
λ
勧
で
も
、
中
央
官
庁
に

勤
務
す
る
職
員
に
は
「
東
京
特
別
区
の
企
業
規
模
1
0
0
0

人
以
上
の
本
店
事
業
玩
の
従
業
員
と
対
応
さ
せ
る

ニ
と
院
し
た
」
と
改
善
が
行
わ
れ
た
。
マ
イ
ナ
ス
人
勧
の
実
施
と
言
い
、
四
年
間
の
根
拠
な
い
比
較
対
象
企
業

規
模
の
引
き
下
げ
と
言
い
、
人
事
院
勧
告
制
度
(
人
事
委
員
会
勧
告
制
度
)
は
、
も
は
や
限
界
に
き
て
い
る
の

で
は
な
い
か
。
新
し
い
公
務
員
の
賃
金
体
系
の
検
討
が
必
要
怠
の
で
は
な
い
か
。

【
答
弁
】
本
市
職
員
の
給
与
に
つ
い
て
は
、
地
方
公
務
員
法
に
よ
り
、
人
事
院
及
び
県
人
事
委
員
会
に
よ
る
給
与

勧
告
の
内
容
を
尊
重
し
、
国
及
び
県
に
準
拠
し
た
給
与
体
系
を
維
持
し
て
い
く
こ
と
が
基
本
と
認
識
し
て
い
る
。

学
校
司
書
、
補
助
員
・
支
援
員
の
待
遇
改
善
に
つ
い
て

川
M
V

l

回
月

よ
時
恥

だ
伽
側

会
一
一
引

議
一
一
州

市

郡山市朝日-T目 23-7
丁目 024-924目2500

【
質
問
】
学
校
司
書
の
週
刊ω時
間
勤
務
の
給
与
は
手
取
り
叩
数
万
円
で
あ
り
、
と
て
も
自
立
し
て
生
活
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
.
週
初
時
間
な

け
れ
ば
最
低
限
の
仕
事
は
で
き
な
い
と
い
う
声
も
あ
る
中
で
、
1

日

5

時
間
の
勤
務
で
十
分
だ
と
考
え
る
そ
の
根
本
に
は
、
学
校
司
書
の
仕

事
を
そ
の
程
度
の
も
の
、
女
性
が
行
う
補
助
的
な
仕
事
だ
と
い
う
認
識
は
な
い
の
か
。
本
市
の
学
校
図
書
館
教
育
の
今
後
の
発
展
の
た
め
に
も
、

学
校
司
書
の
専
門
性
の
賃
金
面
に
お
け
る
評
価
な
ど
、
学
校
司
書
の
抜
本
的
待
遇
改
善
が
必
要
で
は
な
い
か
。

【
答
弁
】
令
和
7

年
度
の
学
校
訪
問
で
実
施
し
た
学
校
司
書
と
の
面
談
に
お
い
て
、

M
人
中
部
人
の
学
校
司
書
が
業
務
量
に
特
に
問
題
は
な
い

と
答
え
て
お
り
、
勤
務
時
間
の
中
で
適
切
に
業
務
が
行
わ
れ
て
き
て
い
る
。
全
国
調
査
で
も
、
読
書
好
き
の
児
童
生
徒
の
割
合
は
、
全
国
平

均
よ
り
3

ポ
イ
ン
ト
以
上
高
く
、
令
和

5

年
度
か
ら
の
学
校
司
書
全
校
配
置
に
よ
り
、
質
の
高
い
図
書
館
教
育
が
推
進
で
き
て
い
る
一
と
認
識

し
て
い
る
。
.

【
質
問
】
特
別
支
援
教
育
補
助
員
・
学
校
生
活
支
援
員
は
、
今
年

4

月
か
ら
全
員
が
学
期
雇
用
と
な
り
、
長
期
休
業
中
は
、
別
の
仕
事
を
探
さ

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
状
況
に
あ
る
。
こ
れ
で
は
、
-
独
立
し
た
一
個
人
と
し
て
安
定
し
た
生
活
を
送
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
補
助
員
・
支
援
員

と
し
て
も
十
分
な
役
割
を
果
た
す
た
め
に
は
、
長
期
休
業
中
に
教
員
と
の
情
報
共
有
、
指
導
方
法
の
研
究
等
の
時
聞
が
保
証
さ
れ
る
べ
き
だ
。

雇
用
形
態
を
、
通
年
雇
用
に
改
め
る
べ
き
で
は
な
い
か
。
-

【
答
弁
】
5

年
間
の
経
過
措
置
の
後
、
学
期
雇
用
と
し
た
。
勤
務
時
間
は
、
週
却
時
聞
か
ら
週
詑
時
間
叩
分
に
な
っ
た
。
情
報
共
有
や
研
修
の

た
め
、
長
期
休
暇
の
前
後
1

日
を
勤
務
日
と
す
る
と
と
も
に
、
す
べ
て
の
補
助
員
-
・
支
援
員
を
対
象
に
年
3

回
研
修
会
を
実
施
し
て
い
る
。

昭和35年から始まった人事院勧告制度(地方公務員は人事委員会勧

告)は、その完全実施を求める労働者のたたかいも相まって、民間企

業労働者に比較し劣悪だった公務労働者の勤務条件や給与を改善する
i 役割を果たした。 fプラザ合意」による急激な円高の進行、公共事業
i 拡大政策と低金利政策によるバブル経済の隆盛とその崩壊を経て、財
i 界・大企業は、相対的に高くなった圏内の労働力を見捨て、安い労働
i 力を求めて海外進出を企図、圏内の産業空洞化と言われる現象を引き
に起こした。園内では工場や営業所の閉鎖などが相次ぎ、労働者の解雇
や非正規労働者への置き換えが急速に進んだ。これにより、民間労働
!者の賃金水準が急激に低下し、公務員賃金が民間賃金を上回るという
!逆転現象を生んだ。 1998年からの 0%台としづ低額勧告の後、 2002年

i からは、本給部分のマイナス勧告-が実施された。それでも、民間賃金

j との格差を埋められないとわかると、 2006年、民間の比較対象企業規

i 模を f100人以上」から f50人以上J に引き下げて、公務員給与表の
i 大改悪を実施した。これ以降、民間の景気の動向に関係なく、公務員
!給与はほとんど上がらない状況が続いた。今年、給与とボーナスが大

!きく引き上がった要因に、比較対象企業規模を f50人以上」から

f100人以上」に戻したことがあげられる。安倍政権が行った生活保
!護費の引き下げは最高裁判決で「法律違反」だと断罪された。 r民間
!準拠」の基本である比較対象規模を強引に引き下げたこの 1 9 年間の
i 人事院勧告制度は、その違樹主を関われてしかるべきではないか。 i

「いのちのとりで裁判J
最高裁判決

: -いのちのとりで裁判J の最高裁判;
:決が 6 月に出され、安倍政権が行っ i
.た最大 1 割の大幅な保護費の減額が j

「違法」だったと断罪された。しか:
し、高市政権は専門委員会を設置し i
て報告書を出させ、引き下げ前に遡 i
って全利用者に対して改めて 2.49% 1 
減額する基準の再改定を行い、その;
どで、安倍政権が引き下げた一律マ
イナス 4.78%からこの 2.49%分を
差し引き 2.29%分、約10万円を支給

j するという補償金の値切りを行つ
i た。さらに、原告には特別給付金10
j 万円を追加支給オるが、裁判中亡く
i なった利用者には補償金さえ支給し
i ないとわう、支援者を含めた裁判関
j 係者に分断を持ち込むという最悪の
:対応策を決定した。

誌
の
ち
の
と
りJで
裁
判
」J，
最
高
裁
判
決
の

対
応
に
つ
い
て
、
十

【
質
問
】
政
府
が
決
定
し
た
対
応
策
は
、
あ
ま
り
に
浅
ま
し

い
内
容
だ
と
思
う
が
、
今
後
の
市
の
対
応
は
。

【
答
弁
】
現
時
点
で
、
必
要
と
な
る
事
務
の
内
容
や
実
施
の

ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
な
ど
、
自
治
体
が
行
う
具
体
的
な
事
項
が

示
さ
れ
て
い
な
い
。
今
後
、
厚
労
省
で
自
治
体
に
対
し
説

明
会
を
予
定
し
て
い
る
の
で
、
本
市
と
し
・
て
は
、
厚
労
省

が
決
定
す
.
石
内
容
を
踏
ま
え
、
適
切
に
対
応
し
て
い
く
。

ーテ4g-/ 何仇
ノ
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.ー市議会だより
• 

(2) 

【
質
問
】
政
府
の
国
連
勧
告
へ
の
対
応
、
国
民
の
意
識
状
況
を
考
え
れ
ば
、

「
生
活
保
護
受
給
は
市
民
の
権
利
」
で
あ
る
こ
と
をa

周
知
さ
せ
る
に
は
、

権
利
ポ
ス
タ
ー
作
成
の
よ
う
な
抜
本
的
取
り
組
み
強
化
が
必
要
で
は
な
い

4
U
 

【
答
弁
】
本
市
に
お
い
て
は
、
市
の
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
の
掲
載
を
は
じ
め
、
生

活
保
護
制
度
を
分
か
り
ゃ
す
く
説
明
し
た
「
生
活
保
護
の
し
お
り
」
を
作

成
し
、
‘
各
行
政
セ
ン
タ
ー
等
窓
口
へ
配
置
す
る
と
と
も
に
、
広
く
周
知
に

努
め
て
い
る
。
生
活
保
護
受
給
を
検
討
し
て
い
る
方
々
は
、
様
々
な
課
題

を
抱
え
て
い
る
こ
と
か
ら
、
お
一
人
お
一
人
の
悩
み
を
傾
聴
し
、
適
切
な

ア
セ
ス
メ
ン
ト
(
評
価
・
査
定
)
を
行
っ
た
上
で
、
利
用
に
つ
な
げ
る
こ

と
が
大
事
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

【
質
問
】
福
島
市
と
い
わ
き
市
の
同
僚
議
員
に
、
自
家
用
車
所
有
者
の
件
数
、

移
送
費
の
実
績
の
2

件
に
つ
い
て
調
査
し
て
も
ら
っ
た
と
こ
ろ
、
福
島
市

の
場
合
、
自
家
用
車
所
有
は
加
入
、
移
送
費
の
実
績
は4
3
9
3
件
(
昨

年
度
v
。
い
わ
き
市
の
場
合
、
今
年
4
/
l
時
点
の
自
家
用
車
所
有
引
件
、

移
送
費
実
績
は
今
年
半
年
で
1
5
1
3

件
と
の
回
答
が
あ
っ
た
。
本
市
の

場
合
、
以
前
の
答
弁
で
、
自
家
用
車
所
有
日
件
、
移
送
費
実
績1
3
6

件

と
報
告
さ
れ
た
が
、
両
・
市
と
比
較
す
れ
ば
、
本
市
の
対
応
の
改
善
が
必
要

で
は
な
い
か
。

【
答
弁
】
福
島
市
と
い
わ
き
市
の
実
績
に
は
、
医
師
や
看
護
師
の
訪
問
診
療
・

看
護
に
か
か
る
交
通
費
も
含
ま
れ
て
い
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
た
。
本
市
も

同
様
に
集
計
す
れ
ば
、
令
和
6

年
度
の
場
合
1
8
3
1

件
と
な
る
。

本
市
の
対
応
で
あ
る
が
、
国
の
実
施
要
領
、
・
運
営
要
領
に
従
っ
て
適
切
に

制
度
を
運
用
し
て
い
る
。

【
質
問
】
以
前
か
ら
問
題
に
し
て
き
た
福
島
市
・
い
わ
き
市
と
比
較
し
低
す

ぎ
る
住
宅
扶
助
費
、
回
中
核
市
中
、
郡
山
市
、
い
わ
き
市
、
八
戸
市
の
3

市
の
み
と
言
わ
れ
る
不
平
等
な
級
地
指
定
の
改
善
は
、
待
っ
た
な
し
の
課

題
で
は
な
い
か
。

【
答
芥
】
ど
ち
ら
も
、
他
の
類
似
す
る
自
治
体
と
比
較
し
、
低
く
設
定
さ
れ

て
い
る
こ
と
か
ら
、
令
和
3

年
度
以
来
見
直
じ
の
要
望
を
行
っ
て
お
り
、

本
年
も
4

月
と
8

月
に
要
望
書
の
提
出
を
行
っ
た
。
今
後
も
、
国
へ
の
要

望
を
継
続
し
て
実
施
し
て
い
く
。

2026年 1 月

なぜ生活保護が権利として広がらないのか
p権
利
と
し
て
の
生
活
保
護
受
給
に
つ
い
℃

日本共産党発行の「議会と自治体J 1 2 月号が生活保護の特集を組み、なぜ生活

保護が権利として広がらないのか、その背景を探っている。 rし、のちのとりで裁

判」で最高裁での勝利判決を伝えたニュースにも、 「裁判する気力があるなら働

けJ r生活保護に私たちが納税した税金を充てられていることに納得できない」な

どの声が寄せられたり、 200 7 年の世界意識調査で「自力で生活できない人を政

府が助けてあげる必要があるかJ の質問に、 「政府が助けてあげる必要は全くな

しリ 「必要があるとは思わなしリの合計が、日本は 38%でダントツ 1 位。 2位は

アメ 9 カで 28%、世界各国は 7"-10%程度で、特に日本では自己責任論が蔓延

していることがわかる。また、 201 3 年に国連の社会規約委員会が日本に行った

「生活保護の申請手続を簡素化し、かっ申請者が尊厳をも

って扱われることを確保するための措置をとるよう公

的な福祉的給付に付随したスティグマ(熔印)をなくす観

点から国民を教育すること」という勧告を、政府は内政干

渉だと反発し、取り合わなかった。

田
村
町
の
産
業
廃
:
物
最
終
処
分
場
建
設
に
つ
い
て

【
質
問
】
す
で
に
、
表
れ
て
い
る
こ
れ
ら
の
状
況
は
、
「
建
設
申
請
を
さ
せ

な
い
」
「
取
り
下
げ
て
も
ら
う
」
理
由
と
し
て
十
分
で
あ
り
、
そ
れ
で
も

申
請
が
な
さ
れ
た
場
合
は
、
市
と
し
て
許
可
じ
な
い
と
い
う
勇
気
あ
る
決

断
が
求
め
ら
れ
る
の
で
は
な
い
か
。

【
答
弁
】
産
廃
処
分
場
の
設
置
許
可
に
あ
た
っ
て
は
、
「
廃
棄
物
処
理
及
び

清
掃
に
関
す
る
法
律
」
で
、
「
公
平
・
公
正
か
つ
中
立
的
な
立
場
」
で
適

切
に
審
査
す
る
と
さ
れ
て
お
り
、
許
可
権
者
に
は
要
件
を
満
た
し
て
い
る

申
請
を
不
許
可
と
す
る
裁
量
権
は
な
い
。
し
か
し
、
本
市
と
し
て
は
、
こ

れ
ま
で
も
事
業
者
に
対
し
河
川
や
井
戸
水
を
含
め
た
水
質
、
"
悪
臭
や
粉
塵

の
発
生
に
よ
る
大
気
の
状
況
等
、
環
境
へ
の
配
慮
に
つ
い
て
.
指
導
す
る
と

と
も
に
、
住
民
へ
の
十
分
か
つ
丁
寧
な
説
明
実
施
を
求
め
て
き
た
。
加
え
止

て
、
国
に
た
い
し
て
最
終
処
分
場
の
過
度
な
集
中
立
地
の
抑
制
や
住
民
説

明
会
の
仕
組
み
の
構
築
な
ど
に
つ
い
て
、
福
島
県
と
と
も
に
働
き
か
け
を

行
っ
て
き
た
。
今
後
も
、
住
民
の
思
い
が
置
き
去
り
に
さ
れ
る
こ
と
が
な

い
よ
う
、
寄
り
添
っ
た
取
り
組
み
を
行
っ
て
い
く
。

産廃施設建設で、すでに出て

いる深刻な影響

現在稼働中の施設が 1 施設、建設中の

施設が 1 施設、計画中の 3 カ所目の産廃

描設は、より田村町の中心地に近く、周

辺住居も 3 0 数戸、すべて井戸水を使用

しており、掘削が始まれば井戸水の濁り

や枯渇などで重大な影響が出るのではと

懸念されている。また、計画が明らかに

なる前、建設予定地北東に隣接する形で

24 区画の団地建設が計画され 5 戸まで

は順調に入居が決定したのだが、建設が

発表されるとパタッと動きがとまってし

まっーた。先日実施された 2 回目の説明会

に参加した人の中でも、 「もし、建設が

決定したら、おれは田村町を出ていく」

と言っていた人もいた。

(田村町 S さんから情報提供)

i 賛否が分かれた議案と請願{'=附成×

市長及び特別職、議員の期末手当の引き上げについて

戸 庁制力1採択を求めて討議した請願につがて
学校給食の放射性物質の検査の再開と、学校給食に使用
する食材(米、野菜)を育てる圃場の土壌の放射能測定を
求める請願

."J. 

。

。

ﾗ 

名

市議団が反対し、可決された議案について

人事異動に伴う用務員業務の委託に係る債務負担行為
について

件

岡
田
議
員
の
討
論

岡
田
議
員
は
、
次
の

3

点
に
つ
ド
て
明
確
に

反
対
・
要
望
を
示
し
ま

し
た
。

要
豹

-
学
校
用
務
員
の
民

問
委
託
に
反
対

異
動
し
た
ば
か
り
の

職
員
を
再
び
動
か
す
の

は
不
当
で
あ
り
、
災
害

対
応
な
ど
で
技
能
労
務

職
員
の
重
要
性
が
再
評

価
さ
れ
て
い
る
こ
と
か

ら
、
公
務
員
と
し
て
雇

用
を
維
持
す
べ
き
と
主

張
。
一

2

市
長
等
特
別
職
・

市
議
会
議
員
の
ボ
ー
ナ

ス
増
額
に
反
対
。

物
価
高
騰
で
市
民
生

活
が
苦
し
い
中
、
行
政

側
が
自
ら
の
報
酬
を
上

げ
る
べ
き
で
は
な
い
と

指
摘
。

3

学
校
給
食
の
放
射

能
検
査
の
再
開
を
求
め

る

地
産
地
消
を
進
め
る

に
は
検
査
継
続
が
不
可

欠
で
あ
り
、
他
市
で
は

続
け
て
い
る
こ
と
か

ら
、
郡
山
市
で
も
子
ど

も
の
安
全
の
た
め
再
開

す
べ
き
と
主
張
。



別記第 1 号様式 支出調書

会派名 i 日本共産党郡山市議団

区分 費-自・金額事 -由

調査研究費 費料
費
一
均
一

通
一
動

交
一
自

修 費
一

料
一

!
町車

一
費

動
一
一
糧

自
一
食

報

新聞r菓KJlt湖

イ言運機'
動車燃料費

支出年月日 将 3 同 5'S 警告諸島簿| 斗 合計

IJ' 許

~. キ 8只 8

ヤ~:~~~



別記第 2 号様式

支出明細書兼支出証明書

1 調査研究費

5 要請・陳情活動費

10 事務所費

区 分 ※該当ずる区分にO印 費 -目 名

jl 2 研修費 13 広報費 4 広聴費

料も等購i新自会議主巴資料作成費 ~資料購入費
11 通信運搬・自動車燃料費(郵便料等) 支出費慣を声入

支出目的

(支出事由)

内 t 容

支出年月日

各io '6年主月会日

支出先 支出金額

~.pム~元男i-民注 子玄、ぢÓ~

上記のとおり支出します。

議員氏名 阿国哲

領収書及び料金内訳明細書等貼付欄
f 

領収 主
日

-会費は当月分を 10日までに支部会計ヘ!!

No 

202b 年 3 月号日

上記の金額たしかにいただきました
ご協力ありがとうございました

e歪霊3 郡山地方農
福島県郡山市大槻町字古屋
電話 .FAX ( 

係

会 費to.2.町長4軒、A 月分守1斗何吋2'r~ 円
207.b!!:+ 3同月分 ~，鴨宮円

円

円

ー...._-.......0晶』目~~・~~ドー~.ー話叫苧-ーーー-・.-ー-島」ー--一 ー白司ーー ーーーーー一 ...・ー. 

※複数の領収書等を貼る場合は、重ならないように貼付してください。
※欄内}と貼付できない場合は、別記第 li 号様式「領収書等整理票j に貼付してください。



淫
叫
出
獄
己
中
萩
刊
行
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)ffi1 

競
売
嚇
N
N
G挙
臥N
1
4部
活
醤
嚇
載
記
今
蓮

• • 
2025年12月 8日

下記の通りご請求申し上げます。

￥8 ， 568-ご請求金額
克

E脚

4尊

ド糠

ヨ回

同封の郵便局振込用紙でお振込みいただくか、下記口座にお振込みください。
郡山信用金庫東支店普通1088117 /福島さくら農協中田支店普通0004599

民
d

山

9

.
郡
斗

ト
コ

1
2

『
』
ノ
ハυ
0

地
位
以

山
一
三

t
J
t
L
 

n
n
u
r
nヲ
ご
司

王
七
千
引

様

請求書

日本共産党郡山市議団

錨

(消費税対象外)

内 台円』 数量 単位 単価 金額 備考

新聞「農民」 12 ヶ月 714 8 ,568 

2025年4月 ~2-026年3月

合計 8 ,568 
L一一 '-

※
議
継R
S強
】
河
嚇
崎
明
創
刊
澗
叶
内
い
結
玲
一
件

J
同
N
n
O社
F
J」μ
ヨ
n
翠
ヰ
「
ペ
〈
浅
川
明
τ

。



別記第 1 号様式 支出調書

会派名!日本共産党郡山市議団

区分 由事

査研究

修費

聴費

|司印有夫
費目・金額

費
費
一
愉

通
・
一
一
料

交
一
一
資

山計

料作成

'1t~晴海J時新

イ言運機，
動車燃料費

支出年月日
現金出納簿
支出番号

, 
v , 
v 

翻訳料

5 合計

I~之助 子 \qLJ;') 0



別記第 2 号様式

支出番号 s­

費日名

支出明細書兼支出証明書

辺
司
J

を

磁
倶
知

区 一分 ※該当する区分にO印

研修一費 13 J1;.二日 14-531 
1竺議費 t7 資制械費 f@) 資料購入費
j11 通信運搬・自動車燃料費(郵便料等)

L立教\乙色偽4盛土

1 調査班究費

5 要請・陳情活動費

10 事務所費-

，-ー ・ ・・ー・ー・司-.・・・司~-~同副-・・町p・・蜘噌酬掴副'・・・・・・4凶圃崎個-岨-・・"ム
ツ
‘
ー

ム
M
M

、
，出

回
事
出
出支

ぽ

L~ LYミ刊さ\々設担民主-(金2冊分) 一一一一_-.1

支

~ 

廿

支出年月日

.内

額
一
同

金
一

P

一
。

出
一
乙

A

-

-

a

 

-
、

支
←
9
1
J
f
'
 

先

福島協同慌荷弘前
上記のとおり.支出します。

出

倒的年初(0 日

す六\議員氏名 r

領収書及び料金内訳明細書等貼付繍

一
~
め

'
L
F
寄
れt

、
告V
}
r
i
r
 

-
-
r
i
t、

司

i向

、

t
H
V

一
五
か

ノ

一
-
-
九
J十
、
い

J
h
-
p
p
 

一
一
一
一
'
A

‘
メ

?
一
一
-
茸
γ

一
、6
n
i

ペ
タ

一
三
一
三
、

1
t
F

一
…
一
一
五
日
~
証

一
一
…
一
山
一
一
謀
議
一
一
三
一
一
一

一
一
…
一
言
慎
一
一
一
一
一
一

i

-

* H/(、 μrl--
: ヌ事;t7iLU4-iNd-ぺ Y43~ω什 3d左近 êJ.~ffl1.~ぬいて戸

9t.tJぷる年 J 月、 /ρ ー目 上記正に領収いたしました

ι ~~Ri:' ?!?9F i zz-J 7 11 1 i J i !:jj;UjJJj;三ヨjj;三jλfAよ勾悌{?匂句悌;礼司硝硝抑桝為詩排祢抑桝桝:存h如灼刷ル~削附附昨Wid均ねψ卸(旬匂WW詩升ννμ川令j〆必jJ必?令;
三主i主:空き竺竺竺.:~三三ζ"正"三人三""'~:j\不宍;不夫叶不毛刊、、[.: .r:.~..-~~一矧::1:1| 銭!滅抑主鉱拘誌均予科科拘込戸点>. '，".伺;一 :己.:-三;三三己，.三.'己一一;じ子キ身的1'10
'1 :'::~!I ，~~:三三煎 ;I~ 三:弘|糊繍十三三・三一:一

三::烹?lヨを~]p県日二一し:ーこ一

※複数の領収書等を貼る場合Jば\重ならないように貼付-じてください。
※欄内に貼付できない場合ば、別記第 II 号様式「領収書等整理票j に貼付してください。



2026年3月 1 日発行(毎月 1 日)通巻755号/昭和38年10月 10日第三種郵便物認可 ーを地方…代に③

.' 、/.

/ 2026. MAR. 

L1UMIN T ロL1 1 ロ HI MONTHLY 

..獣害対策と自治体
野生動物から暮らしを守り、共存するために 山本麻希

人口減少時代の野生動物対策羽澄俊裕

獣害を起点に地域の再生と新たなつながりを一実践の現場から 鈴木克哉

有害鳥獣捕獲とガバメントハンター (語り)島田慎吾

獣害対策の現場から一新子錯誤しながら地域と寄り添う 山中成元

毎災害という新たな困難をどのように乗り越えるか 波川崎

FOCUS 2026年度政府予算案と地方財政対策のポイント
一少数与党下での編成は地方に何をもたらすか 楽団但馬

FOCUS 独立採算制の限界領域に揺れる下水道事業(下) 太田 正

FOCUS 子育て支援のその先へーリプロの権利と自治体の役割 塚原久美

臨冨医翠闘笛E掴

編
集
副



íJ!J記第 1 号様式 支 出 調
代表者

主主
巨ヨ

経理責任者 起案者

会派名 日本共産党郡山市議団

⑧ ⑧ 岡田哲夫③
区 分 事 由 費 目 金 額 小計

交通費 旅費

1 調査研究費 自動車燃料費 資料作成費

調査委託費 振込料

会場費 講師謝金

~席者負担金・会費 突通費

2 研 修 費 旅費 自動車燃料費

資料作成費 食糧費

振込料

• 会場費 突通費

費金No者輪..({，2.:脅会すTrfよゴ
自動車燃料費 資料作成費

3 広 報 広報誌(紙) 2-6 件。。 報告書等印刷費

15'ぇLょタ 掲ウ載ェ代プページ 料/，~'6之タ i送料(折込料含む

茶菓子代 振込料

会場費 交通費

4 広、聴 費 島動車燃料費 資料作成費

茶菓子代 振込料

突通費 旅費

5、陳要情活請動費・ 白動車燃料費 資料作成費

、振込料

会場費 交通費

6 会 議 費 自動車燃料費 資料作成費

振込料 ‘ 
ーー~\\ト~• 印刷製本費 翻訳料 -句--

7 資料作成費
筆耕料 振込料

法規追録代 参考図書代

8 資料購入費 R新街聞路料(日刊紙) 雑誌等購読料

等有利料デ用料ータペース 振込料

賃金 社会保険料等
9 人 件 費

、 振込料

備品購入費 事ヲ務ー機ス器代等 ‘ 

10 事務所費 消耗品等事務費 印刷代

振込料 配送手数料

通自動信車運燃搬料費・
電話料等(按会) 郵便料等

11 

自i盤動分車燃i 料費 その他 L 

支出年月日 今lD8与 3 月1( 日 現支金出出番納号簿 合計 手与 (66 之タ
、

一一
1 ___~一一一



別記第 2 号様式

支出明細書兼支出証明書

区 分 ※該当する区分にO印

l 調査研究費 )1 2 研修費 iβ〉広報費 1: 4 広聴費-

7言語:両面iiF11一五Eff両両瓦UJf両副広報誌備え)
10 事務所費 111 通信運搬・自動車燃料費(郵便料等 .1 支出費目を，a入

\工生畿会白山並T^P\側 一一一 一一一_-.，---.;

支出番号・ 6
費目名

自句支出

(支出事由)

自

容内.'¥ 2 

・・・-'・・・m帽- ・・ー-・・-'-槍働・ー・・ー~・・M・輔 鏑陶:....哨陣ー四ー四--喝叫・・・"ーザ切伺句-・4・4四・・・・ー曲目ーー"・・"・・帽--副司・~・『・・・・・-網目・・-ー----伺嗣帽『・・・桐・・・m・・e伽併輔副--崎_..胸均h・司副『・l
目・ ・・ , 

』一、

一
先

額

。。O
P
 

江
t
.
'

I
h
ν
 

え記
寸
，t

金出支出

有p凶手工手Pι共同'fp事1

支ー支出年月'日

V年3M( 日

上記のとおり支出します。

議員氏名

領収書及び料金内訳明細書等貼付欄

P 

目白{拘・?ャー"司句ー、，ーげ‘守炉~-，司ー司-~..'''''' ーで'句、-_.，，-，.ー、明 ・・j 守‘句'ー--山崎~・~.，-でーー『守町向 j・e 卸 ・『喝ー弔問~，-‘ーー守-，'..........・.._-ー「、Fー目、吋τ--.司F ー

ー， . 
1 

GR1S23 

:τ 領収証日本:民主党j都内争議却様 No
去記;込ぷ三ト己万、ゾ三イ、二三;ン、

;日三三'.. 三三三三主主主jイヲ-づ子三言三三\
| 内 J 不 : 但之員会条々、反 J t) 印る'.Ì 何
乳金

， i 初子三 九一 / :?$ì之6:年 3 月ヲ/日
手形一 / 

寸
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
J

一
氏
一

-
必

9

司

-
円
「
一

-
t
r
F

一

一
入
一
一
収
一

.-:;,-. 

消費税額手( %) 

消費税額手(%)

.� 

※複数の領収書等を-貼る場合は、重ならないように貼付してください。
※欄内 lと貼付できない場合は、別記第 li 号様式「領収書等整理票j に貼付してください。



笠
間
滞
己
中
議
凶
作
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lfu't 

論
澗
戸
河
嚇
M同
門w
挙
恥N
1
4剛
河
温
醤
嚇
織
田
肝
ヰ
蓮

.) 
i¥. 

一ーー，占司a申叫喝頃世・・帽帽胴-・・占込町ー河F守・ーーーーー

請求書
登録番号 T3380002009370 

有限会社
取締役
干963-8004

福島県郡山市中町1

へ〉

日本共産党郡山市議団御申

活

嚇

4!尊

ド牒

油

湘

※
満
糊
舟δ
瀦
-
河
嚇
機
内
田
岳
山
ω
計
部
爪w一
件J
跡
狩
伊
対
r
J
竹
山
市
刊
記
寺
「
パ
ハ
河
川
明
f
J
O

2-026奪3月 27日

単価

6.00 

単位

枚

枚

数量

40,000 
考イ蒲区分 内容

市議会だより 2月議会印刷代

240 ,000 
24,000 

小計

税 (10%)

合計金額(円) ￥264.000 

その他の情報

有限会社郡山共同印刷

024-932 -6958 

会社名

電話

携帯

支払いの詳細

受取人名:有限会社郡山共同印刷

銀行名:側大東銀行 本店嘗業部

銀行・支店コード: 0514/030 



広報誌全体と対象外面積で按分する。

1 広報誌全体面積

271 mmX 381 mm X 2 面 206， 502 rnIfi 

2 対象外面積

① m皿× m皿= mm 2 

② mmX mm= mm 2 

③ mmX mm= rnIfi 

④ mmX mm= IId 

⑤ mmX mm= mm 2 

• Om通・・・註

3 按分割合

ii -;- i X 100 対象外按分率 o % 

4 対象経費算出

支出額 264， 000 円 ﾗ 対象外按分率 0%=  0 円・・・温

( 1 円以下切り上げ)

支出額 264, 000 円 - 温 =対象経費 264, 000 円

• 



• • .、

生品

施策の実施をー人一人の市民の声を取り上げて、
岡
田
議
員
の
代
表
質
問

公
共
施
設
ヲ
ネ
ジ
ヌ
シ
"
ト
に
つ
い
-
て

【
質
問
】
.
廃
止
方
拘
と
さ
れ
る
施
設
一
つ
一
つ
に
つ
い
て
、
再
度
住
民
の
意
見
を
聞
い
て
、
で
き
る
だ
け
住
民
の
意
見

を
尊
重
す
る
-
方
向
で
・
検
討
し
て
い
く
こ
と
が
必
要
で
は
な
い
か
。
・
'

【
答
弁
】
各
公
共
施
設
の
目
的
や
役
割
を
十
分
に
踏
ま
え
、
代
替
施
設
の
有
無
や
近
隣
施
設
と
の
集
約
・
複
合
化
に
よ

る
代
替
の
可
能
性
等
を
検
討
し
、
地
域
に
必
要
な
機
能
の
確
保
に
努
め
る
。
施
設
利
用
者
を
は
芯
均

a

地
域
の
住
民
と

タ
ウ
ン
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
等
の
対
話
型
の
手
法
を
積
極
的
に
導
・
入
し
、
個
別
具
体
的
な
話
し
合
い
を
設
け
、
理
解
を
得
る

よ
う
丁
寧
に
進
め
て
い
く
。

臨
村
町
産
廃
処
分
場
建
設
問
題
に
つ
い
て

【
質
問
】
田
村
町
で
暮
ら
す
住
民
の
生
活
と
権
利
を
守
る
立
場
に
立
っ
て
、
産
廃
処
分
場
の
設
置
予
定
事
業
者
に
処
分

場
建
設
か
ら
の
撤
退
を
進
書
す
る
の
が
、
郡
山
市
の
役
割
で
は
な
い
か
。

【
答
弁
】
.
設
置
許
可
は
、
国
か
ら
の
法
定
受
託
事
務
で
あ
り
、
要
件
を
満
た
す
申
請
を
不
許
可
と
す
る
裁
量
は
、
許
可

権
者
に
は
な
い
と
さ
れ
て
い
る
。
し
か
じ
、
地
元
の
懸
念
を
重
く
受
け
止
め
、2
月
凶
日
に
は
、
こ
れ
ま
で
の4
度
に

わ
た
る
指
導
内
容
な
ど
を
改
め
て
整
理
し
、
行
政
指
導
文
書
と
し
て
事
業
者
に
対
じ
、
本
市
の
強
い
姿
勢
を
示
す
か
た

ち
で
、
直
接
手
渡
し
た
。
制
度
の
改
正
に
つ
い
て
も
、
県
や
県
内
中
核
市
と
連
携
し
な
が
ら
、
国
へ
の
要
望
を
準
備
し

て
い
る
?
今
後
も
、
住
民
の
思
い
が
置
き
去
り
に
さ
れ
な
い
よ
う
、
寄
切
添
い
な
が
ら
取
り
組
ん
で
い
く
。

一
小
中
学
生
日
べ
の
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防

接
種
の
補
助
に
つ
い
て

川
M
V

I

回
月

園
詮
誠
司

O

l
-
-

市
年

M
M
M
m
 

，
，
沼
旬
以

会
一
一
位

:
'
 

議
戸
川

J
1
1

日
|

市

タ
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十
」
生
活
保
護
費
の
移
送
費
と
自
家
用
車
保
有
に
「l

一
一
，
ヲ
ぬτ
f
r
・
-
-
一

J
\
;

プ

【
質
問
】
前
回
の
質
問
で
、
福
島
市
、
・
い
わ
き
市
と
比
較L
、
本
市
の
(
通

院
)
移
送
費
と
自
家
用
車
所
有
が
非
常
に
少
な
い
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た

が
、
市
民
の
生
活
保
護
受
給
の
権
利
が
守
ら
れ
τ
い
な
い
の
で
は
な
い
が
。

【
答
弁
】
医
療
機
関
の
受
診
は
、
原
則
と
し
て
居
住
地
に
比
較
的
近
距
離
に

所
在
す
る
医
療
機
関
を
基
本
と
し
て
、
-
主
治
医
の
意
見
を
確
認
し
て
、
個
別

に
内
容
を
審
査
し
決
定
七
て
い
る
。
自
家
用
車
所
有
は
、
原
則
と
し
て
認
め

ら
れ
な
い
が
、
障
害
者
の
通
院
や
、
公
共
交
通
機
関
の
利
用
が
著
し
く
困
難

な
地
域
に
居
住
し
て
い
る
場
合
の
通
勤
や
通
院
の
た
め
の
保
有
は
、
一
定
の

要
件
を
満
た
す
場
合
に
限
り
認
め
ら
れ
る
。
(
な
ぜ
、
郡
山
市
の
適
用
が
少

な
い
か
に
つ
い
て
は
答
弁
し
て
い
な
い
)

匝
団
帰
ほ
川
河
川
崎
鴻

【
質
問
】
住
宅
用
太
陽
光
発
電
の
普
及
促
進
に
つ
い
て

【
答
弁
】
平
成
四
年
度
か
ら
「
エ
ネ
ル
ギ
ー
3
R

補
助
金
」
に
よ
り
太
陽

光
・
省
エ
ネ
設
備
を
支
援
。
令
和
3

年
度
か
ら
太
陽
光
+
蓄
電
池
へ
最
大
日

万
円
補
助
1
令
和
7

年
度
実
績
:
1
1
6

件
・
1
、

5
0
8

万
円
。

【
質
問
】
事
業
者
用
太
陽
光
発
電
導
入
の
支
援
に
つ
い
て

【
答
弁
】
令
和5
年
度
か
ら
事
業
者
向
け
補
助
を
追
加
。
令
和
8

年
度
は
蓄

電
池
導
入
補
助
を
新
設
、
Z
E
B

取
得
時
の
補
助
も
追
加
。
市
域
全
体
の
再

エ
ネ
導
ズ
を
進
め
、20
5
0

年
カ
ト
ポ
ン
ニ
.
ュ
l

ト
ラ
ル
を
目
指
す
。

【
質
問
】
ヅl
ラ
l

シ
ェ
ア
リ
ン
グ
の
導
入

・
【
答
弁
】
国
の
方
針
に
基
づ
き
推
進
。
.
た
だ
し
農
地
転
用
皐
続
き
や
作
業
効

率
低
下
が
課
題
。
主
国
の
導
入
面
積
はl
、

3
6
2
M
だ
が
、
令
和
5

年
初
め

(
裏
へ
続
く
)

【
質
問
】
コ
ロ
ナ
禍
以
降
、
学
校
内
で
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
流
行
が

拡
大
し
、
学
級
閉
鎖
な
ど
教
育
活
動
に
も
重
大
な
影
響
が
出
て
い

る
。
児
童
生
徒
に
は
補
助
制
度
が
な
く
4
0
0
0

円
の
自
己
負
担
が

重
い
こ
と
も
、
流
行
の
一
要
因
と
な
っ
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。
行
政

に
よ
る
補
助
が
必
要
な
の
で
は
な
い
か
。

【
答
弁
】
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接
種
は
、
平
成6
年
の
予
防
接
種

法
の
改
正
で
定
期
接
種
の
対
象
か
ら
除
外
さ
れ
、
そ
の
後
審
議
の
対

象
に
な
っ
て
い
な
い
。
ワ
ク
チ
ン
の
公
的
接
種
は
国
の
制
度
に
基
づ

き
統
一
的
に
実
施
さ
れ
る
べ
き
と
い
う
観
点
か
ら
、
小
児
の
助
成
に

つ
い
て
実
施
は
予
定
し
て
い
な
い
。

(
遠
藤
議
員
の
市
政
一
般
質
問

一
敬
老
祝
金
の
減
額
、
被
聴
器
購
入
補
助
制
度
に

つ
い
て

【
質
問
】
今
回
、
高
齢
者
施
策
に
お
い
て
、
補
聴
器
購
・
入
補
助
制
度

の
実
現
、
市
歳
以
上
の
健
康
長
寿
サ
ポ
ー
ト
券
の
2
0
0
0

円
増
額

な
ど
改
善
策
が
提
示
さ
れ
た
が
、
一
方
で
敬
老
祝
金
の
減
額
な
ど
給

付
減
が
行
わ
れ
る
。
敬
者
祝
金
の
減
額
に
つ
い
て
は
、
今
回
は
見
送

り
金
額
の
再
検
討
を
す
べ
き
で
は
な
い
か

【
答
弁
】
補
聴
器
購
入
補
助
制
度
の
創
設
と
，
健
康
長
寿
サ
ポ
ー
ト
券

の
2
0
0
0

円
増
額
は
、
よ
り
多
く
の
高
齢
者
に
恩
恵
が
あ
る
も
の

と
思
わ
れ
る
し
、
敬
老
祝
金
は
見
直
し
後
の
合
計
支
給
額
で
も
、
県

内
四
市
中
3

位
、
全
国
田
中
核
市
中
2

位
と
上
位
に
位
置
し
て
い

る
。

丁
伝



(2) 

て
件
数
減
少
。
本
市
独
自
補
助
は
「
慎
重
に
検
討
」
。
.
中
談
窓
口
は
国
・
県
の

団
体
が
対
応
。
市
内
設
置
件
数
の
幻
覧
が
農
家
主
体
。
「
水
稲
・
果
樹
な
ど
遮

光
に
弱
い
作
物
に
は
不
向
き
」
。
気
候
変
動
で
遮
光
が
有
効
に
な
る
可
能
性
が

あ
り
、
研
究
は
継
続
。

【
質
問
】
再
手
ネ
発
電
施
設
の
適
切
な
設
置
・
管
理
条
例
に
つ
い
て
、
国
の

規
制
強
化
に
伴
い
、
市
と
じ
て
の
対
応
と
事
業
者
管
理
の
強
化
を
ど
う
進
め
る

の
か
-
【
答
弁
】
国
が
太
陽
光
発
電
の
規
律
強
化
へ
動
き
、
環
境
影
響
評
価
・
森
林

法
・
種
の
保
存
法
な
ど
の
規
制
強
化
を
進
行
。
2
0
2
7

年
度
以
降
、
地
上

設
置
型
太
陽
光
へ
の
F
I
T

廃
止
も
検
討
。
市
は
国
動
向
を
注
視
し
つ
つ
、
事

業
者
へ
了
寧
な
説
明
と
規
律
強
化
を
求
め
る
。

J

農
業
の
総
合
戦
略

【
質
問
】
・
食
に
関
す
る
イ
ン
キ
ュ
ベ
1

・
シ
ヨ
ン
セ
ン
タ
ー
に
つ
い
て

【
答
弁
】
令
和8
1

日
年
度
の
「
6

次
産
業
化
・
農
商
工
連
携
計
画
」
を
策

定
中
。
日
大
工
学
部
内
の
既
存
イ
ン
キ
ュ
ベ
ー
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー

J
が
食
品
関

連
に
つ
い
て
も
十
分
機
能
を
持
つ
と
評
価
。
食
品
加
工
な
ど
の
起
業
者
を
同

セ
ン
タ
ー
へ
誘
導
し
、
農
業
と
の
連
携
を
強
化
。

【
寛
間
】
オl
ガ
ニ
ツ
ク
ピ
レ
ツ
-
ジ
に
つ
い
て

【
答
弁
】
国
の
制
度
に
基
づ
き
推
進
。
市
内
の
有
機
農
地
は

0

・

4
M
m
(引

出
)
で
認
定
に
は
課
題
。
都
市
部
の
有
機
志
向
者
に
着
目
し
、
地
域
ぐ
る
み

の
体
制
構
築
を
検
討
。

【
質
問
】
農
業
の
総
合
戦
略
(
第
五
次
食
と
農
の
基
本
計
画
)
に
つ
い
て

【
・
答
弁
山
令
和81
1

年
度
の
4

年
間
J

「
食
料
安
全
保
障
」
・h付
加
価
値

向
上
」
「
環
境
調
和
型
農
業
」
な
ど
5

目
標
を
設
定
。
農
家
所
得
向
上
・
新

規
就
農
者
育
成
な
・
ど
に
一
体
的
に
取
り
組
む
。

市議会だより

バ
リ
ア
ヲ
リ
l

の
推
進

【
質
問
】
歩
道
の
段
差
解
消
・
幅
員
確
保

【
答
弁
】
利
用
者
の
多
い
歩
道
を
中
心
に
段
差
解
消
・
誘
導
ブ
ロ
ッ
ク
設
置
一

を
実
施
。
総
合
交
通
計
画
に
基
づ
き
、
駅
周
辺4
地
区
を
・
「
移
動
等
円
滑
化
一

促
進
地
区
」
に
設
定
。
西
口
駅
前
広
場p
ニ
ュ
i

ア
ル
で
切
れ
目
な
い
歩
行
一

空
間
を
整
備
。
一
一

【
質
問
】
公
共
交
通
と
の
接
続
改
善
\
・
'
一

円
答
弁
】
ベ
デ
ス
ト
リ
ア
ン
デ
ッ
キ
整
備
、
ェ
レJ
m
lタ
l

・
エ
ス
カ
レ
ー

タ
ー
設
置
な
ど
を
推
進
。
関
係
機
関
と
連
携
し
、
面
的
な
バ
リ
ア
フ
リ
!
化

を
進
め
る
。

【
質
問
】
歩
道
の
破
損
・
傾
斜
補
修

【
答
弁
】
パ
ト
ロ
ー
ル
や
市
民
通
報
で
把
握
し
、
必
要
に
応
じ
補
修
。
主
要

-
道
路
や
公
共
施
設
周
辺
を
優
先
し
年
次
計
画
で
改
修
。

~. 

ゴ
ミ
集
積
所
の
状
況
把
握

2026年3月

【
質
問
】
ご
み
集
積
所
の
状
況
把
握
に
つ
い
て

【
答
弁
】
条
例
に
よ
り
「
利
用
者
が
設
置
・
清
潔
保
持
」
・
。
パ
ト
ロ
ー
ル
・

相
談
・
出
前
講
座
で
課
題
を
把
握
。
新
た
な
適
地
確
保
が
困
難
な
集
積
所
に

は
立
会
指
導
や
掲
示
物
配
布
で
対
応
。
・
.

【
質
伺
】
町
内
会
未
加
入
者
の
利
用
問
題
に
つ
い
て
・

【
答
弁
】
未
加
入
者
も
利
用
す
る
場
合
は
「
加
入
・
管
理
参
加
・
負
担
金
」

を
依
頼
。
カ
レ
ン
ダ
ー
や
掲
示
板
で
事
前
相
談
を
促
寸
。
宅
建
協
会
等
と
連

携
し
、
集
合
住
宅
入
居
者
へ
の
周
知
を
強
化
。

【
質
問
】
リ
ユl

ス
ス
ポ
ッ
ト
つ
い
て

【
答
弁
】
リ
ユ
l

ス
只
ポ
ッ
ド
事
業
を
実
施
(
来
場
7

、

8
3
5

人
、
幻
・

5
t

リ
干
!
と
。
大
学
・
専
門
学
校
に
も
学
内
開
催
を
働
き
か
け
.
る
。

'
F
T
 
r
 

r
川
市
営
住
宅
の
高
齢
化
調
路
:
一
一
一
吋
)

【
質
問
】
地
域
作
業
の
担
い
手
不
足
に
つ
い
て

【
答
弁
】
入
居
者
が
日
常
管
理
を
行
う
が
、
危
険
箇
所
ば
指
定
管
理
者
が
対

応
。
今
後
も
連
携
し
て
支
援
。

【
質
問
】
介
護
車
両
の
駐
車
ス
ベ
ト
ス
に
つ
い
て

【
答
弁
】
高
齢
化
に
伴
う
介
護
車
両
の
駐
車
ニ
i

ズ
増
加
を
踏
ま
え
、
実
態
調

査
と
他
州
自
治
体
事
例
を
参
考
に
検
討
を
進
め
る
。

中
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー

、
む

令
和
郡
年
ま
で
の
口
年
間
で
契
約
金
額
1
2
5

億
円
の
予
算
で
、
中
学
校
給
食
セ

ン
タ
ー
の
整
備
・
運
営
を
、
P
F
I

手
法
に
よ
り
実
施
す
る
。
民
間
企
業
に
市
の
役

割
の
一
部
を
委
託
す
る
こ
と
は
、
民
間
企
業
の
本
質
で
あ
る
一
定
の
利
潤
確
保
が
織

り
込
ま
れ
る
わ
け
だ
か
ら
、
他
の
コ
ス
ド
を
い
く
ら
削
減
し
よ
う
と
、
直
営
の
場
合

よ
り
予
算
削
減
が
難
し
い
。
日
本
自
治
体
労
働
組
合
総
連
合
(
自
治
労
連
)
の
顧
問

弁
護
団
が
、
2
0
1
9

年
3

月
.
に
出
し
た
包
括
的
民
問
委
託
に
つ
い
て
の
意
見
書
め

中
で
.
「
学
校
給
食
調
理
で
は
民
間
委
託
の
結
果
、
か
え
っ
て
経
費
が
膨
ら
ん
で
い
る

自
治
体
が
少
な
く
な
い
。
直
営
の
時
よ
り
も
か
え
っ
て
住
民
サ
ー
ビ
ス
の
低
下
を
招

く
」
と
P
F
I

方
式
等
に
よ
る
学
校
給
食
の
包
括
的
民
問
委
託
を
批
判
し
て
い
る
。

敬
老
祝
金
削
減

こ
の
4
月
1

日
か
ら
敬
老
祝
金
が
汁
歳
で1
万
円
か
ら
0

に
、
回
歳
で
5

万
円
が

3

万
円
に
減
額
さ
れ
る
。
収
入
が
少
な
く
こ
の
間
の
物
価
高
騰
に
苦
し
む
高
齢
者
に

と
っ
て
は
、
削
減
告
れ
る
l
i
2

万
の
重
み
は
、
現
役
世
代
の
想
像
以
上
と
言
わ
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。
給
付
が
減
る
場
合
、
一
般
に
突
然
句
提
示
と
実
施
を
強
行
す
る

こ
と
は
せ
ず
、
経
過
措
置
な
ど
配
慮
を
行
う
。
経
費
節
約
よ
り
重
要
な
こ
と
で
は
な

し
カ放

課
後
児
童
ク
ラ
ヲ
使
'
用
料
引
き
上
げ
(
実
施
は
来
年

4

月
)

放
課
後
児
童
ク
ラ
プ
使
用
料
の
改
正
と
し
て
、
現
行
一
人
月
額4

、

8
0
0

円
を

6
、

2
0
0

円
に
引
き
上
げ
る
提
案
が
さ
れ
T
い
る
。
少
子
高
齢
化
が
確
実
に
進
む

中
、
子
育
て
広
か
か
る
負
担
を
で
き
る
だ
け
軽
減
し
、
こ
ど
も
を
産
み
育
て
や
す
い

環
境
を
整
備
じ
て
い
く
流
れ
が
、
郡
山
で
も
強
ま
っ
て
い
る
。
こ
れ
に
逆
行
す
る
よ

う
な
、
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
使
用
料
の
引
き
上
げ
は
行
う
べ
き
で
は
な
い
。

湖
南
地
区
下
水
道
事
業
に
ウ
ォ
ー
タ
ーp
p
p

議
案
第
日
号
「
下
水
道
事
業
予
算
」
の
(
債
務
負
担
行
為
)
の
中
で
「
湖
南
地
区

の
下
水
道
事
業
に
ウ
ォ
ー
タ
ー
p
p
p

方
式
を
導
入
す
る
た
め
の
発
注
ア
ド
バ
イ
ザ

リ
l

業
務
委
託
の
予
算
が
計
上
さ
れ
て
い
る
。
p
p
p
-
P
F
I

方
式
と
い
う
包
括

的
民
問
委
託
は
、
宜
営
の
時
よ
り
も
コ
ス
ト
が
高
く
な
る
お
そ
れ
が
あ
り
一
か
え
っ

て
住
民
サ
ー
ビ
ス
の
低
下
を
招
く
。
そ
も
そ
も
、
行
政
の
役
割
は
住
民
サ
ー
ビ
ス
で

あ
り
、
一
方
、
民
間
企
業
の
一
番
の
目
的
は
ペ
利
益
を
あ
げ
.
る
こ
と
。
市
民
利
益
に

反
し
て
も
、
企
業
が
利
益
を
拡
大
で
き
る
余
地
が
あ
石
包
括
的
民
問
委
託
の
導
入

は
、
地
方
自
治
体
が
そ
の
公
的
責
任
を
放
棄
す
る
も
の
に
等
し
い
。

イ
ラ
ン
先
制
攻
撃
に
抗
議

本
目
、
高
市
首
相
は
、
ト
ラ
ン
プ
大
統
領
と
の
日
米
首
脳
会
談
に
臨
み
む
。
ト
ラ

ン
プ
大
統
領
は
「
中
園
、
一
7
ラ
ン
ス
、
日
本
、

e

韓
国
、
英
国
民
を
名
指
し
し
て
軍
艦

派
遣
を
求
め
「
日
本
は
(
ホ
ル
ム
ズ
海
峡
を
通
過
す
る
原
油
に
)
町
%
依
存
し
て
い

る
」
「
わ
れ
わ
れ
が
こ
れ
ら
の
国
を
守
っ
て
い
る
こ
と
を
思
い
起
こ
し
て
ほ
し
い
」

な
ど
と
も
述
べ
て
い
る
。
ア
メ
リ
カ
と
イ
ス
ラ
エ
ル
が
行
っ
た
イ
ラ
ン
へ
の
先
制
攻

撃
は
、
国
連
憲
章
・
国
際
法
違
反
の
犯
罪
行
為
。
万
が
一
に
も
、
高
市
首
相
が
‘
ト

ラ
ン
プ
大
統
領
に
協
力
す
る
こ
と
に
な
れ
ば
、
・
イ
ラ
ン
に
と
っ
て
は
敵
対
行
為
と
・
み

な
さ
れ
、
原
油
の
入
手
は
一
層
困
難
に
な
る
。
ホ
ル
ム
ズ
海
峡
の
最
大
の
安
全
確
保

策
は
、
ア
メ
リ
カ
と
イ
ス
ラ
エ
ル
が
イ
ラ
ン
へ
の
攻
撃
を
直
ち
に
や
め
る
こ
と
で
あ

る
。 岡

田
議
員
の
討
苛

(...;....1 r討論J って何ですか?

i 市から提出されだすべての議案、柑提案のすべての請願は、一般質問の;
最終日に 4つの常任委員会に付託され、翌日の常任委員会で議案が、 2 日目 i

i に請願が審議されます。各常.任委員会は 9 .......10人で構成され、議案(請願)ご;
j とに賛成・反対が(挙手により)決定されます(これが本会議にかけられる原 j 
案)。この本会議に掛けられる原案に賛成できない場合、本会議の採決前に、!

; 原案反対の意見を述べるのが討論です。-. 

|賛否か分かれた議案と詰願(，=は賛成 X は反対 二は一部賛成)

名件



別記第 2 号様式

支出明細書兼支出証明書

支出目的

(支出事由)

区 分 ※該当する区分にO印

l.~ 研修1盟主報費 i 4 広-E竺
三三一議費 t~~~帥閥 18'二資料臥費
11 通信運搬・自動車桝費(郵便料等) , | 支出費肩を声入

一会回議愛f.~vt江主明子除'jJ増リJふる跡一一一一一

支出番号 b

費呂名

1 調査研究費

5 要請・陳情活動費

10 事務所費

〆会 LnJ髭白山9.~Cο わ糊)拘M~
.内

H骨

骨
F 

l・........ ・嶋田町商"""'---日・一"・・ ー・即日ー・---・吋』略

支出年月日 支'出先 額
←金

一
江

出
一
足
、
、

支
←
J
W

ぷ
十l

• 

宮年J ~:5(日 !本際会ネ主~J>ム犬同印刷

上記のとおり支出します。

議員氏名 同日

※複数の領収書等を貼る場合は、重ならないように貼付してください。
※欄内}と貼付できない場合は、別記第 li 号様式「領収書等整理票J ~と貼付してください。



沼
郡
満
州
己
中
燕
刊
行

事態

強
』
河
嚇N間
Q
挙
除
去
潤
温
蓄
嚇
柳
田
肘
ヰ
蓮

., • 
一一--守問--ー.

請求書

日本共産党郡山市議団御申
持干963-8004

福島県郡山市中町15
M
W
 

初
出

4t億

ド慢

錨

~IHt 
138,750 

13,875 

小計

税 (10%)

※
議
蝉
δ

誼
-
釘
酬
明
棋
品
川
容
が
部
ゆ
存

d
側
砂
市
〉
狩r
J
I円一
こ
門
田
肝
ヰ
戸
、
ペ
ハ
河
川

m
f
J
O

138,750 

単価

3.70 

単位

枚

数量

37,500 

考備

..:.-

区分 内容

市議会だより 2月議会

新聞折込代 3月 31日朝刊

合計金額(円) ￥152.625 

支払いの詳細

受取人名:有限会社郡山共同印刷

銀行名:制大東銀行 本店営業部、

銀行・支店コード: 0514/030 

その他の情報

有限会社郡山共同印刷

024-932-6958 

会社名

電話

携帯



広報誌全体と対象外面積で按分する。

1 広報誌全体面積

271 mmX 381 mmX ~面 206， 502 mIfi.. 

2 対象外面積

① E皿× mm= mm 2 

② mmX m皿= mIfi 

③ mmX mm= mm z 

④ mmX m皿= mm 2 

⑤ mmX mm= mm 2 

• o nufi • ，.・孟

3 按分割合

E - 1 ﾗ 100 対象外按分率 o % 

4 対象経費算出

支出額 152, 625 円 ﾗ 対象外按分率 0%0 円・・・出

( 1 円以下切り上げ)

支出額 152, 625 円 III =対象経費 152, 625 円

• 



• • nも-

施策の実施をー人ー人の市民の声を取り上げて‘

/゙L111. 

岡
田
議
員
の
代
表
質
問

公
共
施
設
ヲ
ネ
ジ
メ
シ
ト
に
つ
い
て

【
質
問
】
廃
止
方
舟
と
さ
れ
る
施
設
一
つ
一
つ
に
つ
い
て
、
再
度
住
民
の
意
見
を
聞
い
て
、
で
き
る
だ
け
住
民
の
意
見h

を
尊
重
す
る
一
方
向
で
検
討
し
て
い
く
こ
と
が
必
要
で
は
な
い
か
。

e

m答
弁
】
各
公
共
施
設
の
目
的
や
役
割
を
十
分
に
踏
ま
え
、
代
替
施
設
の
有
無
や
近
隣
施
設
と
の
集
約
・
複
合
化
に
よ

る
代
替
の
可
能
性
等
を
検
討
し
、
地
域
に
必
要
な
機
能
の
確
保
に
努
め
る
。
施
設
利
用
者
を
は
じ
め
、
地
域
の
住
民
と

タ
ウ
ン
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
等
の
対
話
型
の
手
法
を
積
極
的
に
導
入
し
、
個
別
具
体
的
な
話
し
合
い
を
設
け
、
理
解
を
得
る

よ
う
丁
寧
に
進
め
て
い
く
。

田
村
町
産
廃
処
分
場
建
設
問
題
に
つ
い
て

【
質
問
】
田
村
町
で
暮
ら
す
住
民
の
生
活
と
権
利
を
守
る
立
場
に
泣
っ
て
、
産
廃
処
分
場
の
設
置
予
定
事
業
者
に
処
分

場
建
設
か
ら
の
撤
退
を
進
書
す
る
の
が
、
郡
山
市
の
役
割
で
は
な
い
か
。

【
答
弁
}
設
置
許
可
は
、
国
か
ら
の
法
定
受
託
事
務
で
あ
り
、
要
件
を
満
た
す
申
請
を
不
許
可
と
す
る
裁
量
は
、
許
可

権
者
に
は
な
い
と
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
地
元
の
懸
念
を
重
く
受
け
止
め
、

2

月
日
日
に
は
、
こ
れ
ま
で
の
4
度
に

わ
た
る
指
導
内
容
な
ど
を
改
め
て
整
理
し
、
行
政
指
導
文
書
と
し
て
事
業
者
に
対
し
、
本
市
の
強
い
姿
勢
を
示
す
か
た

ち
で
、
直
接
手
渡
し
た
。
制
度
の
改
正
に
つ
い
て
も
、
県
や
県
内
中
核
市
と
連
携
し
な
が
ら
、
国
へ
の
要
望
を
準
備
し

て
い
る
。
今
後
も
、
住
民
の
思
い
が
置
き
去
り
に
さ
れ
な
い
よ
う
、
寄
り
添
い
な
が
ら
取
り
組
ん
で
い
く
。

小
中
学
生
ベ
の
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防

接
種
の
補
助
に
つ
い
て

r

生
活
保
護
費
の
移
送
費
と
自
家
用
車
保
有
に

3
い
て

η
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回福田

面旨掴

【
質
問
】
コ
ロ
ナ
禍
以
降
、
学
校
内
で
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
流
行
が

拡
大
し
、
学
級
閉
鎖
な
ど
教
育
活
動
に
も
重
大
な
影
響
が
出
て
い

る
。
児
童
生
徒
に
は
補
助
制
度
が
な
く
4
0
0
0

円
の
自
己
負
担
が

重
い
こ
と
も
、
流
行
の
一
要
因
と
な
っ
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。
行
政

に
よ
る
補
助
が
必
要
な
の
で
は
な
い
か
。

【
答
弁
】
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接
種
は
、
平
成
6

年
の
予
防
接
種

法
の
改
正
で
定
期
接
種
の
対
象
か
ら
除
外
さ
れ
、
そ
の
後
審
議
の
対

象
に
な
っ
て
い
な
い
。
ワ
ク
チ
ン
の
公
的
接
種
は
国
の
制
度
に
基
づ

き
統
一
的
に
実
施
さ
れ
る
べ
き
と
い
う
観
点
か
ら
、
小
児
の
助
成
に

つ
い
て
実
施
は
予
定
し
て
い
な
い
。

【
質
問
】
前
回
の
質
問
で
、
福
島
市
、
い
わ
き
市
と
比
較
し
、
本
市
の
(
通

院
)
移
送
費
と
自
家
用
車
所
有
が
非
常
に
少
な
い
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た

が
、
市
民
の
生
活
保
護
受
給
の
権
利
が
守
ら
れ
τ
い
な
い
の
で
は
な
い
か
。

【
答
弁
】
医
療
機
関
の
受
診
は
、
原
則
と
し
て
居
住
地
に
比
較
的
近
距
離
に

所
在
す
る
医
療
機
関
を
基
本
と
し
て
、
主
治
医
の
意
見
を
確
認
し
て
、
個
別

に
内
容
を
審
査
し
決
定
し
て
い
る
。
自
家
用
車
所
有
は
、
原
則
と
し
て
認
め

ら
れ
な
い
が
、
障
害
者
の
通
院
や
、
公
共
交
通
機
関
の
利
用
が
著
し
く
困
難

な
地
域
に
居
住
し
て
い
る
場
合
の
通
勤
や
通
院
の
た
め
の
保
有
は
、
一
定
の

要
件
を
満
た
す
場
合
に
限
り
認
め
ら
れ
る
。
(
な
ぜ
、
郡
山
市
の
適
用
が
少

な
い
か
に
つ
い
て
は
答
弁
し
て
い
な
い
)

遠
藤
議
員
の
市
政
一
般
質
問

敬
老
祝
金
の
減
額
、
補
聴
器
購
入
補
助
制
度
に

つ
い
て

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策

【
質
問
】
今
回
、
高
齢
者
施
策
に
お
い
て
、
補
聴
器
購
入
補
助
制
度

の
実
現
、
布
歳
以
上
の
健
康
長
寿
サ
ポ
ー
ト
券
の
2
0
0
0

円
増
額

な
ど
改
善
策
が
提
示
さ
れ
た
が
、
一
方
で
敬
老
祝
金
の
減
額
な
ど
給

付
減
が
行
わ
れ
る
。
敬
老
祝
金
の
減
額
に
つ
い
て
は
、
今
回
は
見
送

り
金
額
の
再
検
討
を
す
べ
き
で
は
な
い
か

【
答
弁
】
補
聴
器
購
入
補
助
制
度
の
創
設
と
健
康
長
寿
サ
ポ
ー
ト
券

の
2
0
0
0

円
増
額
は
、
よ
り
多
く
の
高
齢
者
に
思
恵
が
あ
る
も
の

と
思
わ
れ
る
し
、
敬
老
祝
金
は
見
直
し
後
の
合
計
支
給
額
で
も
、
県

内
日
市
中
3
位
、
全
国
臼
・
中
核
市
中
2

位
と
上
位
に
位
置
し
て
い

ず
匂
。

【
質
問
】
住
宅
用
太
陽
光
発
電
の
普
及
促
進
に
つ
い
て

【
答
弁
】
平
成
四
年
度
か
ら
「
エ
ネ
ル
ギ
ー

3
R

補
助
金
」
に
よ
り
太
陽

光
・
省
エ
ネ
設
備
を
支
援
。
令
和
3
年
度
か
ら
太
陽
光
+
蓄
電
池
へ
最
大
日

万
円
補
助
。
令
和
7

年
度
実
績
:
1
1
6

件
・
1

、

5
0
8

万
円
。

【
質
問
】
事
業
者
用
太
陽
光
発
電
導
入
の
支
援
に
つ
い
て

【
答
弁
】
令
和
5

年
度
か
ら
事
業
者
向
け
補
助
を
追
加
。
令
和
8

年
度
は
蓄

電
池
導
入
補
助
を
新
設
、
Z
E
B

取
得
時
の
補
助
も
追
加
。
市
域
全
体
の
再

エ
ネ
導
入
を
進
め
、
2
0
5
0

年
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
を
目
指
す
。

【
質
問
】
ソ
ー
ラ
ー
シ
ェ
ア
リ
ン
グ
の
導
入

【
答
弁
】
国
の
方
針
に
基
づ
き
推
進
。
た
だ
し
農
地
転
用
手
続
き
や
作
業
効

率
低
下
が
課
題
。
主
国
の
導
入
面
積
は1

、

3
6
2
M
だ
が
、
令
和
5

年
初
め

(
裏
へ
続
く
)

ぜ



(2) 

て
件
数
減
少
。
本
市
独
自
補
助
は
「
慎
重
に
検
討
」
。
.
中
談
窓
口
は
国
・
県
の

団
体
が
対
応
。
市
内
設
置
件
数
の
幻
免
が
農
家
主
体
。
「
水
稲
・
果
樹
な
ど
遮

光
に
弱
い
作
物
に
は
不
向
き
ι」
。
気
候
変
動
で
遮
光
が
有
効
に
な
る
可
能
性
が

あ
り
、
研
究
は
継
続
。

【
質
問
】
再
エ
・
ネ
発
電
施
設
の
適
切
な
設
置
・
管
理
条
例
に
つ
い
て
、
国
の

規
制
強
化
に
伴
い
、
市
と
し
て
の
対
応
と
事
業
者
管
理
の
強
化
を
ど
う
進
め
る

の
か【

答
弁
】
国
が
太
陽
光
発
電
の
規
律
強
化
へ
動
き
、
環
境
影
響
評
価
・
森
林

法
・
種
の
保
存
法
な
ど
の
規
制
強
化
を
進
行
。20
2
7

年
度
以
降
、
地
上

設
置
型
太
陽
光
へ
の
F
I
T

廃
止
も
検
討
。
市
は
国
動
向
を
注
視
し
つ
つ
、
事

業
者
へ
丁
寧
な
説
明
と
規
律
強
化
を
求
め
る
。

農
業
の
総
合
戦
略

【
質
問
】
食
に
関
す
る
イ
ン
キ
ュ
ベ
ー
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
に
つ
い
て

【
答
弁
】
令
和8
1
U

年
度
の
「
6

次
産
業
化
・
農
商
工
連
携
計
画
」
を
策

定
中
。
日
大
工
学
部
内
の
既
存
イ
ン
キ
ュ
ベ
ー
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
が
食
品
関

連
に
つ
い
て
も
十
分
機
能
を
持
っ
と
評
価
。
食
品
加
工
な
ど
の
起
業
者
を
同

セ
ン
タ
ー
へ
誘
導
し
、
農
業
と
の
連
携
を
強
化
。

【
質
問
】
オi
ガ
ニ
ツ
ク
ピ
レ
ッ
ジ
に
つ
い
て

【
答
弁
】
国
の
制
度
に
基
づ
き
推
進
。
市
内
の
有
機
農
地
は

0

・

4
M
m
(引

回
)
で
認
定
に
は
課
題
。
都
市
部
の
有
機
志
向
者
に
着
目
し
、
地
域
ぐ
る
み

ム
の
体
制
構
築
を
検
討
。

.
，
【
質
問
】
農
業
の
総
合
戦
略
(
第
五
次
食
と
農
の
基
本
計
画
)
に
つ
い
て

a

司
一
【
答
弁
】
令
和81
1
年
度
の
4

年
間
。
「
食
料
安
全
保
障
」
門
付
加
価
値

向
上
」
「
環
境
調
和
型
農
業
」
な
ど
5

目
標
を
設
定
。
農
家
所
得
向
上
・
新

規
就
農
者
育
成
な
ど
に
一
体
的
に
取
り
組
む
。

市議会だより

【
質
問
】
歩
道
の
段
差
解
消
・
幅
員
確
保

【
答
弁
】
利
用
者
の
多
い
歩
道
を
中
心
に
段
差
解
消
・
誘
導
ブ
ロ
ッ
ク
設
置

を
実
施
。
総
合
交
通
計
画
に
基
づ
き
、
駅
周
辺
4

地
区
を
「
移
動
等
円
滑
化

促
進
地
区
」
に
設
定
。
西
口
駅
前
広
場
リ
ニ
ュl
ア
ル
で
切
れ
目
な
い
歩
行

空
間
を
整
備
。

【
質
問
】
公
共
交
通
と
の
接
続
改
善

窪
田
弁
】
ペ
デ
ス
ト
リ
ア
ン
デ
ッ
キ
整
備
、
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
・
エ
ス
カ
レ
ー

タ
ー
設
置
な
ど
を
推
進
。
関
係
機
関
と
連
携
し
、
面
的
な
バ
リ
ア
フ
リ
!
化

を
進
め
る
。

【
質
問
】
歩
道
の
破
損
・
傾
斜
補
修

【
答
弁
】
パ
ト
ロ
ー
ル
や
市
民
通
報
で
把
握
し
、
必
要
に
応
じ
補
修
。
主
要

道
路
や
公
共
施
設
周
辺
を
優
先
し
年
次
許
画
で
改
修
。

バ
リ
ア
フ
リ
ー
の
推
進

• ゴ
ミ
集
積
所
の
状
況
把
握

2026年3月

【
質
問
】
ご
み
集
積
所
の
状
況
把
握
に
つ
い
て

【
答
弁
】
条
例
に
よ
り
「
利
用
者
が
設
置
・
清
潔
保
持
」
。
。
の
ト
ロ
ー
ル
・

相
談
・
出
前
講
座
で
課
題
を
把
握
。
新
た
な
適
地
確
保
が
困
難
な
集
積
所
に

は
立
会
指
導
や
掲
示
物
配
布
で
対
応
。

【
質
問
】
町
内
会
未
加
入
者
の
利
用
問
題
に
つ
い
て

【
答
弁
】
未
加
入
者
も
利
用
す
る
場
合
は
「
加
入
・
管
理
参
加
・
負
担
金
」

を
依
頼
。
カ
レ
ン
ダ
ー
や
掲
示
板
で
事
前
相
談
を
促
す
。
宅
建
協
会
等
と
連

携
し
、
集
合
住
宅
入
居
者
へ
の
周
知
を
強
化
。

【
質
問
】
リ
ユi

ス
ス
ポ
ッ
ト
つ
い
て

【
答
弁
】
リ
ユ1

ス
ヌ
ポ
ッ
ト
事
業
を
実
施
(
来
場
7

、

8
3
5

人
、
お
・

5
t

リ
ユ
l

ス
)
。
大
学
・
専
門
学
校
に
も
学
内
開
催
を
働
き
か
け
る
。

市
営
住
宅
の
高
齢
化
問
題

r

【
質
問
】
地
域
作
業
の
担
い
手
不
足
に
つ
い
て

【
答
弁
】
入
居
者
が
日
常
管
理
を
行
う
が
、
危
険
箇
所
は
指
定
管
理
者
が
対

応
。
今
後
も
連
携
し
て
支
援
。

【
質
問
】
介
護
車
両
の
駐
車
ス
ペ
ー
ス
に
つ
い
て

【
答
弁
】
高
齢
化
に
伴
う
介
護
車
両
の
駐
車
ニl
ズ
増
加
を
踏
ま
え
、
実
態
調

査
と
他
自
治
体
事
例
を
参
考
に
検
討
を
進
め
る
。

中
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー

1・

令
和
お
年
ま
で
の
口
年
間
で
契
約
金
額1
2
5

億
円
の
予
算
で
、
中
学
校
給
食
セ

ン
タ
ー
の
整
備
・
運
営
を
、

P
F
I

手
法
に
よ
り
実
施
す
る
。
民
間
企
業
に
市
の
役

割
の
一
部
を
委
託
す
る
こ
と
は
、
民
間
企
業
の
本
質
で
あ
る
一
定
の
利
潤
確
保
が
織

り
込
ま
れ
る
わ
け
だ
か
ら
、
他
の
コ
ス
ド
を
い
く
ら
削
減
し
よ
う
と
、
直
営
の
場
合

よ
り
予
算
削
減
が
難
し
い
。
日
本
自
治
体
労
働
組
合
総
連
合
(
自
治
労
連
)
の
顧
問

弁
護
団
が
、
2
0
1
9

年
3

月
に
出
し
た
包
括
的
民
間
委
託
に
つ
い
て
の
意
見
書
の

中
で
「
学
校
給
食
調
理
で
は
民
間
委
託
の
結
果
、
か
え
っ
て
経
費
が
膨
ら
ん
で
い
る

自
治
体
が
少
な
く
な
い
。
直
営
の
時
よ
り
も
か
え
っ
て
住
民
サ
ー
ビ
ス
の
低
下
を
招

く
」
と

P
F
I

方
式
等
に
よ
る
学
校
給
食
の
包
括
的
民
問
委
託
を
批
判
し
て
い
る
。

敏
老
祝
金
削
減

こ
の

4
月
1

日
か
ら
敬
老
祝
金
が
竹
歳
で
1

万
円
か
ら
0
に
、
部
歳
で
5

万
円
が

3

万
円
に
減
額
さ
れ
る
。
収
入
が
少
な
く
こ
の
間
の
物
価
高
騰
に
苦
し
む
高
齢
者
に

と
っ
て
は
、
削
減
さ
れ
る
1
1
2

万
の
重
み
は
、
現
役
世
代
の
想
像
以
上
と
言
わ
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。
給
付
が
減
る
場
合
、
一
般
に
突
然
の
提
示
と
実
施
を
強
行
す
る

こ
と
は
せ
ず
、
経
過
措
置
な
ど
毘
慮
を
行
う
。
経
費
節
約
よ
り
重
要
な
こ
と
で
は
な

、
V
4
H
N

放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
使
用
料
引
き
上
げ
(
実
施
は
来
年

4

月
)

放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
使
用
料
の
改
正
と
し
て
、
現
行
一
人
月
額
4
、

8
0
0

円
を

6
、

2
0
0

円
に
引
き
上
げ
る
提
案
が
さ
れ
て
い
る
。
少
子
高
齢
化
が
確
実
に
進
む

中
、
子
育
て
に
か
か
る
負
担
を
で
き
る
だ
け
軽
減
し
、
こ
ど
も
を
産
み
育
て
や
す
い

環
境
を
整
備
じ
て
い
く
流
れ
が
、
郡
山
で
も
強
ま
っ
て
い
る
。
こ
れ
に
逆
行
す
る
よ

う
な
、
放
課
後
児
童
V
-フ
プ
使
用
料
の
引
き
上
げ
は
行
う
べ
き
で
は
な
い
。

湖
南
地
区
下
水
道
事
業
に
ウ
ォ
ー
タ
ー
p
p
p

議
案
第
印
号
「
下
水
道
事
業
予
算
」
の
(
債
務
負
担
行
為
)
の
中
で
、
湖
南
地
区

の
下
水
道
事
業
に
ウ
ォ
ー
タ
ー
p
p
p

方
式
を
導
入
す
る
た
め
の
発
注
ア
ド
バ
イ
ザ

リ
l

業
務
委
託
の
予
算
が
計
上
さ
れ
て
い
る
。
p
p
p

・

P
F
I

方
式
と
い
う
包
括

的
民
問
委
託
は
、
直
営
の
時
よ
り
も
コ
ス
ト
が
高
く
な
る
お
そ
れ
が
あ
り
一
か
え
っ

て
住
民
サ
ー
ビ
ス
の
低
下
を
招
く
。
そ
も
そ
も
、
行
政
の
役
割
は
住
民
サ
ー
ビ
ス
で

あ
り
、
一
方
、
民
間
企
業
の
一
番
の
目
的
は
、
利
益
を
あ
げ
.
る
こ
と
。
市
民
利
益
に

反
し
て
も
、
企
業
が
利
益
を
拡
大
で
き
る
余
地
が
あ
る
包
括
的
民
問
委
託
の
導
入

は
、
地
方
自
治
体
が
そ
の
公
的
責
任
を
放
棄
す
る
も
の
に
等
し
い
。

イ
ラ
ン
先
制
攻
撃
に
抗
槍

本
日
、
高
市
首
相
は
、
ト
ラ
ン
プ
大
統
領
と
の
日
米
首
脳
会
談
に
臨
み
む
。
ト
ラ

ン
プ
大
統
領
は
「
中
園
、
フ
ラ
ン
ス
、
日
本
、
韓
国
、
英
国
与
を
名
指
し
し
て
軍
艦

派
遣
を
求
め
「
日
本
は
(
ホ
ル
ム
ズ
海
峡
を
通
過
す
る
原
油
に
)
町
一
%
依
存
し
て
い

る
」
「
わ
れ
わ
れ
が
こ
れ
ら
の
国
を
守
っ
て
い
る
こ
と
を
思
い
起
こ
し
て
ほ
し
い
」

な
ど
と
も
述
べ
て
い
る
。
ア
メ
リ
カ
と
イ
ス
ラ
エ
ル
が
行
っ
た
イ
ラ
ン
へ
の
先
制
攻

撃
は
、
国
連
憲
章
・
国
際
法
違
反
の
犯
罪
行
為
。
万
が
一
に
も
、
高
市
首
相
が
、
ト

ラ
ン
プ
大
統
領
に
協
力
す
る
こ
と
に
な
れ
ば
、
イ
ラ
ン
に
と
っ
て
は
敵
対
行
為
と
-
み

な
さ
れ
、
原
油
の
入
手
は
一
一
層
困
難
に
な
る
。
ホ
ル
ム
ズ
海
峡
の
最
大
の
安
全
確
保

策
は
、
ア
メ
リ
カ
と
イ
ス
ラ
エ
ル
が
イ
ラ
ン
へ
の
攻
繋
を
直
ち
に
や
め
る
こ
と
で
あ

る
。 岡

田
議
員
の
討
脊

f i 「討論」って何ですか? i 
市から提出されたすべての議案、市民提案のすべての請願は、一般質問の i

最終日に 4つの常任委員会に付託され、翌日の常任委員会で議案が、 2 日目:

に請願が審議されます。各常任委員会は 9 ----10人で構成され、議案(請願)ご;

j とに賛成・反対が(挙手により)決定さむます(これが本会議にかけられる原
案)。この本会議に掛けられる原案に賛成できない場合、本会議の採決前に、 i

原案反対の意見を述べるのが討論です。

l 賛否か分かれた議案と請願は賛成 ×は反対 ιは一部賛成)I

名件


